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（注）記載した内容の中には、実施計画の段階で確定するものも含まれている。 
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Ⅰ 令和３年度北海道開発予算の概要 

 

 

令和３年度北海道開発予算       総額 ５，７１９億円（対前年度 ０．９９倍） 

令和２年度第３次補正予算を加えた額３ 総額 ７，７５８億円（対前年度 １．３５倍） 

（注１）令和２年度第３次補正予算においては、令和３年度から令和７年度までの「防災・減災、

国土強靱化のための５か年加速化対策」の初年度分１，５７７億円を含め、２，０４０億

円を計上。 

（注２）対前年度の倍率は、令和２年度当初予算のうち通常分５，７４８億円に対するものである。

なお、令和２年度当初予算は、通常分のほかに「臨時・特別の措置」６４４億円があり、

これを加えると６，３９３億円３である。 

（注３）令和２年度当初予算６，３９３億円に令和元年度補正予算１，３１８億円を加えると、 

７，７１１億円である。 

 
＊１ 令和２年12月11日閣議決定。令和３年度から令和７年度までの５か年対策。 

＊２ アイヌ語で「（おおぜいで）歌うこと」という意味。 

＊３ 四捨五入の関係で合計と内訳が一致しない場合がある。 
 

北海道開発については、北海道の資源・特性を活かして我が国の発展と課題解決に寄与す

るため、国が策定するビジョンである北海道総合開発計画に基づき諸施策を推進している。 

現行の第８期北海道総合開発計画（平成28年３月29日閣議決定）においては、「世界の北

海道」を目指し、北海道の強みである「食」と「観光」を戦略的産業として位置付けてお

り、引き続き食と観光を担う「生産空間」の維持・発展に取り組んでいく必要がある。 

一方、近年の大規模自然災害の激甚化・頻発化や新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り、地域住民等の安全・安心や社会経済活動が大きく損なわれていることから、「防災・減

災、国土強靱化のための５か年加速化対策１」を計画的に進め、災害に屈しない強靱な国土

づくりのための防災・減災、国土強靱化を強力に推進するとともに、分散型国土づくりに向

けた取組などにより、新型コロナウイルス感染症の拡大防止と社会経済活動が両立する「新

たな日常」を実現していくことが喫緊の課題である。 

また、令和２年７月12日、北海道白老町において民族共生象徴空間（ウポポイ２）を開業

したところであり、このウポポイを拠点として最大限活用しつつ、アイヌ文化の復興・創造

及び国民理解の促進を図る必要がある。 

 

令和３年度北海道開発予算においては、こうした課題や要請に応えるため、 

○命と暮らしを守る強靱で持続可能な国土の形成 

○食と観光を担う生産空間の維持・発展と人が輝く地域社会の実現 

○「民族共生象徴空間（ウポポイ）」等を通じたアイヌ文化の復興・創造及び国民理解の促進 

を重点事項とし、令和２年度第３次補正予算を組み合わせて切れ目のない取組を進める。 
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１ 北海道開発の重点事項 

（１） 命と暮らしを守る強靱で持続可能な国土の形成 

北海道では、平成28年８月の一連の台風、平成30年９月の北海道胆振東部地震等の

大規模自然災害により地域住民等の生命・財産に深刻な被害が発生したところである。 

このため、令和３年度においても、被災した地域の復旧・復興に必要な対策を引き

続き実施する。 

また、気候変動の影響により激甚化・頻発化する風水害や切迫する日本海溝・千島

海溝沿いの巨大地震等に屈しない、強靱な国土づくりが欠かせないことから、「防

災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」を計画的に進め、あらゆる関係者

により流域全体で行う「流域治水」の推進、将来を見据えた戦略的なインフラ老朽化

対策、サプライチェーン等を強化する交通ネットワーク整備等に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

  

【北海道胆振東部地震からの復旧・復興】 

○日高幌内川における土砂災害対策 

日高幌内川では、山腹崩壊の発生により
大規模な河道閉塞が発生 

砂防堰堤工 

水路工 

○厚真町富里地区における急傾斜地崩壊対策 

平成31年３月末に応急的な対策を完了し、 
引き続き、二次災害の防止を図る 

令和２年７月に浄水場からの給水が再開し、
再度災害防止のための法面工事も進む 

厚真町富里地区では、斜面崩壊により
浄水場施設等への被害が発生 
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（防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策） 

気候変動に伴い激甚化・頻発化する気象災害や切迫する大規模地震、また、メンテナ

ンスに係るトータルコストの増大のみならず、社会経済システムを機能不全に陥らせるお

それのあるインフラの老朽化から、国民の生命・財産を守り、社会の重要な機能を維持す

ることができるよう、防災・減災、国土強靱化の取組の加速化・深化を図るため、 

○激甚化する風水害や切迫する大規模地震等への対策 

○予防保全型インフラメンテナンスへの転換に向けた老朽化対策 

○国土強靱化に関する施策を効率的に進めるためのデジタル化等の推進 

を柱として、令和７年度までの５か年に追加的に必要となる事業規模を政府全体でおおむ

ね15兆円程度と定め、重点的かつ集中的に対策を講ずる。 

 〔対策例〕 

・あらゆる関係者が協働して行う流域治水対策 

・道路ネットワークの機能強化対策、港湾等の耐災害性強化対策 

・予防保全型のメンテナンスへの転換に向けた早期の対応が必要な施設への集中的 

な老朽化対策 

・国土強靱化に関する施策をより効率的に進めるためのインフラＤＸの推進 

 

（２）食と観光を担う生産空間の維持・発展と人が輝く地域社会の実現 

北海道の強みである「食」と「観光」を戦略的産業として、我が国の食料供給基地

としての持続的発展を目指すとともに、魅力ある観光地の形成を推進する。 

このため、農林水産業の生産基盤の強化や物流ネットワークの整備等を推進し、食

料供給力の確保・向上等を図るとともに、北海道内各地の地域資源を活かした観光地

域づくり、旅行者の受入環境整備、観光地や主要な空港・港湾等への交通アクセスの

円滑化等を推進する。 

これらの取組においては、新型コロナウイルス感染症の拡大防止と社会経済活動が

両立する「新たな日常」の実現を念頭に置いて、持続可能な地域社会の実現を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＊ ＤＸ：デジタルトランスフォーメーション 

【生産空間の維持・発展】 

食料供給力の確保・向上 

（農地の大区画化） 人流・物流ネットワークの整備 
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北方領土隣接地域： 

根室市、別海町、中標津町、標津町、 

羅臼町（１市４町） 
歯舞群島 

色丹島 

択捉島 
国後島 

根室市 

別海町 

中標津町 

標津町 

羅臼町 

（３）「民族共生象徴空間（ウポポイ）」等を通じたアイヌ文化の復興・創造及び国民理解の促進 

令和２年７月12日、アイヌ文化の復興・創造等の拠点となる「民族共生象徴空間

（ウポポイ）」が北海道白老町にオープンした。 

国内外から多くの人々がウポポイを訪れ、アイヌ文化の素晴らしさを体験し、民族

共生の理念に共感してもらえるよう、年間来場者数100万人を目指し、国立民族共生公

園等の適切な管理運営、新型コロナウイルス感染症対策にも対応した魅力的なプログ

ラムの提供、誘客促進に向けた広報活動等を行う。 

このほか、令和元年５月に施行された「アイヌの人々の誇りが尊重される社会を実

現するための施策の推進に関する法律」（平成 31 年法律第 16 号）に基づき、アイヌの

伝統等に関する国民に対する知識の普及啓発を図るための施策を一層推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 北方領土隣接地域振興対策 

「北方領土問題等の解決の促進のための特別措置に関する法律」（昭和57年法律第85

号）に基づき北海道が作成した第８期振興計画（計画期間：平成 30 年度～令和４年度）

の趣旨を踏まえ、北方領土隣接地域における魅力ある地域社会を形成するため、活力

ある地域経済の展開に向けた取組や、地域の資源を活かした交流人口の拡大に向けた

取組等を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇札幌から 

 高速道路利用で約65分 

特急列車利用で約65分 
 

◇新千歳空港から 

 高速道路利用で約40分 

特急列車利用で約40分 
 （イメージ） 

※ アイヌ語で「（おおぜいで）歌うこと」という意味 

https://ainu-upopoy.jp/ 

ウポポイ 検索 

【民族共生象徴空間（ウポポイ※）】  
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３ 北海道総合開発計画の効果的な推進 

①北海道特定特別総合開発事業推進費 

北海道総合開発計画の効果的な推進を図るため、「生産空間の維持・発展」、「国土強

靱化」、「北方領土隣接地域における魅力ある地域社会の形成」に係る事業を重点的に

推進し、公共事業の機動的な調整を行う。 

 

 ②北海道開発計画推進等経費 

北海道総合開発計画の推進に必要な経済社会動向の分析を実施するとともに、新型

コロナウイルス感染症が北海道総合開発計画の推進に与える影響の分析及び今後の推

進方策の検討等を行う。 

 

 
＊ 北海道特定特別総合開発事業の推進に関する方針については、令和２年度に実施している第８期北海道総合開発計画

の中間点検等を踏まえて決定する。 
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Ⅱ　令和３年度北海道開発予算総括表
（単位：百万円）

令 和 ２ 年 度

対前年度 対前年度 当 初 予 算 額

倍　　率 倍　　率

(A)=(B)+(C) (A)/(D) (B) ©(C)© (C)/(D) (D)

965,090][    1.38][  269,849][    695,242][    0.99][  701,674][    ＊

Ⅰ 761,808 1.35 201,698 560,110 0.99 563,104

1 147,283 1.44 44,800 102,483 1.00 102,396

134,200 1.42 39,496 94,704 1.00 94,488

11,632 1.57 4,604 7,028 0.95 7,397

1,451 2.84 700 751 1.47 511

2 272,752 1.25 54,112 218,640 1.00 218,390

3 31,186 1.08 7,236 23,950 0.83 28,750

24,596 1.42 7,236 17,360 1.00 17,360

6,590 0.58 0 6,590 0.58 11,390

4 24,311 1.07 984 23,327 1.02 22,795

24,311 1.07 984 23,327 1.02 22,795

23,417 1.07 984 22,433 1.02 21,898

894 1.00 0 894 1.00 897

5 8,073 1.50 2,153 5,920 1.10 5,389

157 － 0 157 － －

2,563 1.01 13 2,550 1.00 2,550

3,080 2.10 1,238 1,842 1.25 1,468

2,273 1.66 902 1,371 1.00 1,371

6 184,614 1.57 66,236 118,378 1.01 117,739

129,101 1.66 49,464 79,637 1.02 77,996

10,524 2.03 4,894 5,630 1.08 5,193

35,626 1.51 11,878 23,748 1.00 23,663

9,363 0.86 0 9,363 0.86 10,887

7 89,211 1.41 26,177 63,034 1.00 63,320

31,620 0.95 3,716 27,904 0.84 33,413

57,591 1.93 22,461 35,130 1.17 29,907

8 4,378 1.01 0 4,378 1.01 4,325

Ⅱ 344 10.01 300 44 1.27 34

Ⅲ 56 1.02 0 56 1.02 54

Ⅳ 102 1.00 0 102 1.00 102

Ⅴ 3,598 2.23 1,982 1,616 1.00 1,616

Ⅵ 9,931 1.00 0 9,931 1.00 9,924

775,838 1.35 203,980 571,858 0.99 574,835

＊上段［　］書は総事業費である。なお、推進費等のうち、北海道特定特別総合開発事業推進費に係る事業費は含まれていない。

（注）１　令和２年度当初予算額は通常分であり、「臨時・特別の措置」を含まない。

　　　２　令和２年度第３次補正予算においては、令和３年度から令和７年度までの「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」の初年度分 157,712百万

　　　　円を含め、 203,980百万円を計上している。

　　　３　対前年度の倍率は、令和２年度当初予算額の通常分に対するものである。なお、令和２年度当初予算額は、通常分 574,835百万円のほかに「臨時・特別の

　　　　措置」 64,438百万円があり、これを加えると 639,273百万円である。

　　　４　「臨時・特別の措置」を含む令和２年度当初予算額 639,273百万円に令和元年度補正予算額 131,835百万円を加えると、 771,108百万円である。

　　　５　北海道開発予算におけるアイヌ政策に関する令和３年度予算額は、アイヌ伝統等普及啓発等経費のほか、国立民族共生公園の維持管理に要する経費を含め

　　　　た 1,818百万円（1.00倍）である。

　　　６　公共工事の実施の時期の平準化等を図るため、国庫債務負担行為（ゼロ国債） 34,404百万円を設定している。

　　　７　北海道開発予算に計上される空港整備事業に関する経費 6,590百万円は、自動車安全特別会計空港整備勘定で計上される事業費の財源の一部であり、同特

　　　　別会計同勘定における北海道の空港整備事業に関する令和３年度予算額は、 12,186百万円となっている。

　　　８　推進費等の内訳は、北海道特定特別総合開発事業推進費 4,325百万円及び社会資本整備円滑化地籍整備事業費（仮称） 53百万円である。　

　　　９　本表のほか、北海道開発の推進のための研究開発に要する経費がある（（国研）土木研究所経費 8,833百万円の内数）。　

　　　10　四捨五入の関係で合計と内訳が一致しない場合がある。

アイヌ伝統等普及啓発等経費

そ の 他 一 般 行 政 費 等

合 計

社会資本整備総合交付金

防 災 ・ 安 全 交 付 金

推 進 費 等

北海道災害復旧事業等工事諸費

北 海 道 開 発 計 画 推 進 等 経 費

北方領土隣接地域振興等経費

社 会 資 本 総 合 整 備

都 市 水 環 境 整 備

公 園 水 道 廃 棄 物 処 理 等

下 水 道

水 道

廃 棄 物 処 理

国 営 公 園 等

農 林 水 産 基 盤 整 備

農 業 農 村 整 備

森 林 整 備

水 産 基 盤 整 備

農 山 漁 村 地 域 整 備

道 路 環 境 整 備

北 海 道 開 発 事 業 費

治 山 治 水

治 水

治 山

海 岸

道 路 整 備

港 湾 空 港 鉄 道 等

港 湾

空 港

住 宅 都 市 環 境 整 備

都 市 環 境 整 備

事　　　　　　項

令 和 ２ 年 度 第 ３ 次 補 正 予 算 額 ・ 令 和 ３ 年 度 予 算 額

備考合 計 令 和 ２ 年 度
第３次補正予算額

令 和 ３ 年 度
予 算 額
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構
造
の
保
持
・
形
成
に
向
け
た
定
住
・
交
流
環
境
の
維
持
増
進

○
北

海
道

型
地

域
構

造
の

保
持

・
形

成
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

９
○

分
散
型

の
国

土
づ

く
り

を
先

導
す

る
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

・
・

１
２

（
２
）
北
海
道
の

価
値
創
造
力
の
強
化
に
向
け
た
多
様
な
人
材
の
交
流
・
連
携
等
の

促
進

○
地

域
づ

く
り

人
材

の
発

掘
・

育
成

の
促

進
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

１
４

（
３
）
ア
イ
ヌ
文

化
の
振
興
等

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

１
５

（
４
）
北
方
領
土

隣
接
地
域
の
安
定
振
興

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

１
６

Ⅲ
第

８
期

北
海

道
総

合
開

発
計

画
推

進
の

た
め

の
主

な
事

業
等

目
次

２
農

林
水

産
業

・
食

関
連

産
業

の
振

興

（
１
）
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
農
林
水
産
業
の

振
興

○
食

料
供

給
力

の
強

化
に

向
け

た
農

地
の

整
備

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

１
８

○
農

業
水

利
施

設
の

戦
略

的
な

保
全

管
理

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

２
０

○
林

業
の

成
長

産
業

化
に

向
け

た
森

林
の

整
備

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

２
１

○
水

産
物

の
安

定
供

給
に

向
け

た
漁

港
・

漁
場
の
整
備

・
・
・
・
・
・
・

２
２

（
２
）
「
食
」
の
高
付
加
価
値
化
と
総
合
拠
点
づ

く
り

○
農

業
農

村
整

備
事

業
、

道
路

事
業

、
港

湾
事
業
等
の
連
携
に
よ
る

サ
プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
の

強
化

・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

２
３

（
３
）
「
食
」
の
海
外
展
開

○
港

湾
事

業
、

道
路

事
業

等
の

連
携

に
よ

る
農
水
産
物
輸
出
促
進
基
盤
の

整
備

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

２
５

３
世

界
水

準
の

観
光

地
の

形
成

４
強

靱
で

持
続

可
能

な
国

土
の

形
成

（
１
）
激
甚
化
・
多
様
化
す
る
災
害
へ
の
対
応
と
安
全
・
安
心
な
社
会
基
盤
の
形
成

○
北
海
道
胆
振
東
部

地
震

か
ら

の
復

旧
・

復
興

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
３
７

○
大
規
模
水
害
・
土

砂
災

害
に

備
え

た
治

水
対

策
の

推
進

・
・
・

・
・

・
３
８

○
海
岸
保
全
対
策
の

推
進

（
胆

振
海

岸
等

）
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
３
９

○
気
候
変
動
を
踏
ま

え
た

ハ
ー

ド
・

ソ
フ

ト
一

体
と

な
っ

た
水

災
害

対
策

４
１

○
日
本
海
溝
・
千
島

海
溝

沿
い

の
巨

大
地

震
な

ど
の

地
震

・
津

波
の

発
生

に
備
え
た
対
策
の
推

進
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
４
２

○
災
害
時
の
救
援
や

緊
急

物
資

輸
送

を
支

え
る

道
路

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
整
備

・
・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
４
４

○
社
会
経
済
を
支
え

る
海

上
輸

送
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
靱

化
・
・

・
・

・
４
５

○
山
地
防
災
力
等
の

強
化

に
向

け
た

治
山

対
策

の
推

進
・

・
・
・

・
・

・
４
６

○
冬
期
災
害
に
備
え

た
対

策
の

推
進

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
４
７

○
災
害
発
生
時
に
お

け
る

地
域

支
援

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
４
８

○
地
域
防
災
力
・
防

災
対

応
力

の
向

上
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
４
９

○
防
災
、
通
行
の
安

全
、

景
観

の
向

上
に

資
す

る
無

電
柱

化
の

推
進

・
・

５
０

○
交
通
安
全
対
策
の

推
進

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
５
１

○
社
会
経
済
活
動
を

支
え

る
イ

ン
フ

ラ
施

設
の

老
朽

化
対

策
・
・

・
・

・
５
２

○
積
雪
寒
冷
地
に
お
け
る
維
持
管
理
技
術
の
Ｄ
Ｘ
及
び
i
-
C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
の

推
進

・
・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
５
３

○
積
雪
寒
冷
地
に
お

け
る

イ
ン

フ
ラ

整
備

・
維

持
管

理
に

関
す

る
技

術
の

開
発
・
展
開

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
５
４

（
２
）
恵
み
豊
か
な
自
然
と
共
生
す
る
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
形
成

○
河
川
環
境
の
保
全

・
再

生
や

魅
力

あ
る

地
域

づ
く

り
・

・
・
・

・
・

・
５
５

○
水
道
施
設
の
整
備

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
５
７

○
廃
棄
物
処
理
施
設

の
整

備
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
５
７

○
健
全
な
水
循
環
の

維
持

・
回

復
、

浸
水

対
策

の
推

進
・

・
・
・

・
・

・
５
８

○
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ

ル
の

実
現

に
向

け
た

取
組

・
・

・
・
・

・
・

・
５
９

（
１
）
国
内
外
の
旅
行

者
の
受
入
環
境
整
備

○
移
動
・
周
遊

を
支

え
る

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
整

備
・

・
・
・

・
・

・
２
７

（
２
）
世
界
に
通
用
す

る
魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り

○
地
域
資
源
を

活
か

し
た

多
様

な
観

光
メ

ニ
ュ

ー
の

充
実

・
・
・

・
・

・
３
０
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１
食

と
観

光
を

担
う

生
産

空
間

の
維

持
・

発
展

と
人

が
輝

く
地

域
社

会
の

実
現
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※
医

療
サ

ー
ビ

ス
に

着
目

し
た

ひ
と

ま
と

ま
り

の
地

域
を

設
定

生
産

空
間

地
方

部
の

市
街

地
圏

域
中

心
都

市

基
礎

圏
域

境
界

基
礎
圏
域
※
に
お
け
る

三
層
の
機
能
分
担
の
イメ
ー
ジ

○
北

海
道

の
生

産
空

間
は

、
我

が
国

の
食

料
供

給
基

地
と

し
て

貢
献

す
る

と
と

も
に

、
国

民
共

通
の

資
産

と
言

え
る

豊
か

な
自

然
環

境
、

特
徴

あ
る

景
観

等
も

提
供

し
、

我
が

国
に

と
っ

て
欠

か
す

こ
と

の
で

き
な

い
役

割
を

担
っ

て
い

る
。

○
今

後
、

人
口

減
少

・
高

齢
化

の
急

速
な

進
展

等
に

よ
り

、
北

海
道

の
地

方
部

に
お

け
る

定
住

環
境

の
確

保
が

困
難

に
な

る
と

、
北

海
道

の
強

み
で

あ
る

「
食

」
と

「
観

光
」

等
を

担
い

、
我

が
国

の
発

展
に

貢
献

し
て

い
る

生
産

空
間

の
維

持
が

困
難

に
な

る
お

そ
れ

が
あ

る
。

○
そ

の
た

め
、

生
産

空
間

・
地

方
部

の
市

街
地

・
圏

域
中

心
都

市
か

ら
な

る
北

海
道

型
地

域
構

造
の

保
持

・
形

成
を

図
る

こ
と

と
し

、
「

食
」

と
「

観
光

」
等

を
担

う
生

産
空

間
の

維
持

・
発

展
を

北
海

道
開

発
に

お
け

る
中

心
課

題
と

し
て

取
り

組
み

、
我

が
国

全
体

へ
の

貢
献

を
長

期
に

わ
た

り
確

保
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

北
海
道
型
地
域
構
造

（
１

）
北

海
道

型
地

域
構

造
の

保
持

・
形

成
に

向
け

た
定

住
・

交
流

環
境

の
維

持
増

進

北
海

道
型

地
域

構
造

の
保

持
・

形
成

①

交
通
結
節

点
と
し
て

「
道
の
駅

」
を
活
用

。

バ
ス
停

待
合
所

定
住
・交
流
環
境
の
維
持
増
進
の
イメ
ー
ジ

北
海
道
型
地
域
構
造
は
、農

業
・漁
業
に
係

る
生
産
の
場
とな
る
「生
産
空
間
」、
日
常
生

活
の
拠
点
機
能
を
有
す
る
地
方
部
の
「市
街

地
」、
医
療
等
で
の
⾼
次
な
都
市
機
能
・生

産
機
能
を
提
供
す
る
「圏
域
中
心
都
市
」の

三
層
に
よ
り構

成
され
る
。 ス

ー
パ
ー

診
療
所

産
婦
人
科

心
臓
内
科

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
の

形
成

・
交

通
結

節
点

機
能

の
強

化

「
生

産
空

間
」
に

お
い

て
日

常
生

活
の

目
的

を
果

た
す

た
め

市
街

地
や

圏
域

中
心

都
市

へ
の

移
動

が
必

要
不

可
欠

。

・
高

規
格

幹
線

道
路

等
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
。

・
都

市
間

バ
ス

、
路

線
バ

ス
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

交
通

の
結

節
点

と
し

て
「
道

の
駅

」
を

活
用

。

生
活

利
便

性
向

上

「
生

産
空

間
」
で

は
住

民
が

必
要

と
す

る
サ

ー
ビ

ス
施

設
が

減
少

。

・
日

常
生

活
の

利
便

性
を

向
上

す
る

た
め

、
「
道

の
駅

」
を

活
用

。

■
生
産
空
間

主
とし
て
農
業
、漁

業
に
係
る
生
産
を

支
え
、観

光
資
源
を
提
供
す
る
空
間

■
地
方
部
の
市
街
地

⼀
定
程
度
の
生
活
サ
ー
ビス
機
能
を

提
供
す
る
地
域

■
圏
域
中
心
都
市

医
療
、教

育
・⽂
化
、商

業
等
の

都
市
機
能
・生
活
機
能
を
提
供
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■
道
の

駅
「

る
も

い
」

・
高
規

格
幹

線
道

路
「

深
川

・
留

萌
自

動
車

道
」

の
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
に
近

接
す

る
立

地
環

境
や

市
街

地
の

都
市

公
園

の
施

設
を

活
か

し
、

親
子
で

滞
在

し
や

す
い

子
育

て
環

境
の

創
出

や
広

域
的

な
交

通
・

防
災

拠
点
機

能
の

強
化

を
推

進
。

○
北
海
道
型

地
域
構
造
の
保
持
・
形
成
を
図
る
た
め
、
「
所
得
・
雇
用
の
確
保
」
、

「
地
域
の
魅
力
向
上
」
、
「
生
活
機
能
・
集
落
機
能
の
確
保
」
、

「
安
全
・

安
心
な
社
会
基
盤
の
形
成
」
の
観
点
か
ら
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
を
総
合
的
に
実
施
す
る
。

○
地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
て
先
導
的
に
取
り
組
む
た
め
、
３
つ
の
モ
デ
ル
圏
域
に
お
い
て
、
有
識
者
・
地
元
企
業
・
自
治
体
等
か
ら
な
る
圏
域
検
討

会
等
を
開

催
し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
を
推
進
。
こ
れ
ら
の
「
課
題
解
決
先
行
地
域
」
の
事
例
を
、
他
地
域
に
波
及
さ
せ
、
北
海
道
型
地
域
構

造
の
保
持

・
形
成
を
図
る
。

【
取

組
】

道
の
駅
の
交
通
・防
災
・生
活
の
拠
点
化

（
１

）
北

海
道

型
地

域
構

造
の

保
持

・
形

成
に

向
け

た
定

住
・

交
流

環
境

の
維

持
増

進

位
置

図
（
R
2
.
3
.
2
8
に
北
海
道
の
高
規
格
幹
線
道
路
と
し
て
初
め
て
全
線

開
通

し
た

深
川
・
留

萌
自

動
車

道
に
近
接

）
授

乳
室

整
備

妊
婦

向
け
屋

根
付

駐
車

場
整

備

道
の

駅
「
る
も
い
」

（
R

2.
7.

11
開

業
）

留
萌
ＩＣ

子
育
て
環

境
の
創
出

北
海
道
型
地
域
構
造
を
保
持
・形
成
す
る
た
め
の
４
つ
の
視
点

人
口

減
少

、
高

齢
化

の
進

行
地

域
の

基
幹

産
業

の
振

興
を

通
じ

た
所

得
向

上
、

雇
用

創
出

働
く

他
の

都
府

県
と

ス
ケ

ー
ル

の
異

な
る

広
域

分
散

型
社

会
日

常
生

活
に

必
要

な
医

療
、

買
い

物
、

教
育

等
の

生
活

サ
ー

ビ
ス

へ
の

交
通

・
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
確

保

暮
ら

す

頻
発

・
激

甚
化

す
る

自
然

災
害

等

命
と

暮
ら

し
を

守
る

備
え

備
え
る

定
住

・
交

流
の

促
進

人
々

が
「

暮
ら

し
た

い
」

、
「

訪
れ

た
い

」
と

感
じ

る
地

域
の

魅
力

向
上

楽
し
む

釧
路
市

白
糠
町

釧
路
町
厚
岸
町浜
中
町

帯
広
市幕
別
町

中
札
内
村

大
樹
町

広
尾
町

更
別
村

美
深
町 名
寄
市

士
別
市

剣
淵
町

下
川
町

名
寄
周
辺
モデ
ル地

域

十
勝
南
モデ
ル地

域

釧
路
モデ
ル地

域

和
寒
町

幌
加
内
町

中
川
町

音
威
子
府
村 鶴
居
村

標
茶
町

弟
子
屈
町

主
な
取

組
事

例
・
事
業
者
が
連
携
し
た
貨
客
混
載

や
道
の
駅
を
活
用
し
た
集
荷
機

能
強
化
の
試
行
。

（
名
寄
周
辺
モ
デ
ル
地
域

物
流
W
T
）

・
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の
実
験
等

を
行
い
、
地
域
連
携
に
よ
る
利

便
性
の
高
い
地
域
公
共
交
通
の

形
成
に
つ
い
て
議
論
。

（
十
勝
南
モ
デ
ル
地
域

交
通
W
T
）

・
農
繁
期
に
お
け
る
労
働
力
不
足

の
解
消
・
効
率
化
に
資
す
る
取

組
の
実
施
。

（
十
勝
南
モ
デ
ル
地
域

農
業
W
T
）

３
つ
の
モ
デ
ル
圏
域

北
海

道
型

地
域

構
造

の
保

持
・

形
成

②

水
道
施
設
の
整
備
、空

き
家
対
策
の
推
進

等

「み
な
とオ
ア
シ
ス
」の
活
用
を
通
じた
賑
わ
い
の
創
出

■
み
な

と
オ

ア
シ

ス
わ

っ
か

な
い

・
子
供

か
ら

お
年

寄
り

ま
で

の
市

民
に

よ
る

コ
ー

ラ
ス

や
吹

奏
楽

等
を

楽
し

む
コ

ン
サ

ー
ト

を
開

催
（

令
和

元
年

度
は
約
2
0
0
0
人
が
参
加
）
す
る
な
ど
、

地
域

住
民

の
交

流
を

促
進

し
、

賑
わ

い
を

創
出

。
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｉみ

な
と
コ
ン
サ
ー
ト

（
参

考
）
R
３
.１
現

在
北

海
道

内
の

「
み

な
と
オ
ア
シ
ス
」
登

録
港

数
は

1
2
港

（
参

考
）
R
３
.１
現

在
北

海
道

内
の

「
道

の
駅

」
登

録
数

は
1
2
8
駅
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【
事

例
】

治
水

事
業

、
農

業
農

村
整

備
事

業
及

び
道

路
事

業
の

連
携

に
よ

る
生

産
空

間
の

維
持

・
発

展

（
１

）
北

海
道

型
地

域
構

造
の

保
持

・
形

成
に

向
け

た
定

住
・

交
流

環
境

の
維

持
増

進

5 01
0

1
5

(m
)

0
2
0
0
0

-
2
0
0
0

4
0
0
0

6
0
0
0

(m
)

千 歳 川
A

地
下
水
位
の
調
整
が
容
易
とな
り、
水
管
理
の
⼤
幅
な
省
⼒
化
と生

産
性
の
向
上
。

用
水
路

暗
渠
排
水
（
地
下
水
位
制
御
シ
ス
テ
ム
）
の
整
備

給
水
バ
ル
ブ開

排
水
バ
ル
ブ閉

地
下
か
ん
が
い
使
用
時

給
水
バ
ル
ブ閉

排
水
バ
ル
ブ開

排
水
使
用
時

河
道
掘
削
に
よ
り、
洪
水
時
の
水
位
の
み
な
らず
平
常
時
の
河
川

水
位
（
平
水
位
）
も
低
下
。内
水
氾
濫
の
被
害
軽
減
に
加
え
、

排
水
先
が
確
保
さ
れ
農
地
の
排
水
性
が
向
上
。

平
水
位
を
約
1.
0m

低
減

千
歳
川
沿
川
低
平
地
の
排
水
性
の
向
上
・冠
水
被
害
の
解
消

千
歳
川
の
河
道
掘
削
(S
62
年
〜
)

A´
A

広
範
囲
に
広
が
る
千
歳
川
沿
川
の
低
平
地

千
歳
川

排
水
路

○
治
水
事
業
と農

業
農
村
整
備
事
業
に
よ
る
農
地
の
地
下
水
位
低
下
や
、冠

水
被
害
の
解
消

に
よ
る
水
害
に
強
い
農
地
の
確
保
。

○
農
地
の
⼤
区
画
化
と地

下
水
位
制
御
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
高
収
益
野
菜
等
の
作
付
拡
大
。

○
道
央
圏
連
絡
道
路
の
整
備
に
よ
る
農
作
物
の
輸
送
支
援
。

町
内
の
水
稲
、⻨
類
、⾖
類
の
⽣
産
に
加
え
、消
費
者

ニ
ー
ズ
に
対
応
した
高
収
益
で
多
様
な
農
作
物
を
⽣
産
。

＜
⽣
産
空
間
の
維
持
・発
展
＞

至
苫

小
牧

市
至

苫
小

牧
港

至
石

狩
市

至
石

狩
湾

新
港

生
産
空
間
の
維
持
・発
展
に
資
す
る
取
組
事
例
（
⻑
沼
町
）

河
道
掘
削
整
備
区
間

堤
防
整
備
区
間

A

A´

(m
)

2.
0

2.
5

3.
0

3.
5

4.
0

4.
5

千
歳
川
舞
鶴
地
点
平
水
位

約
1.

0m
低
減

19
90

20
00

20
10

(H
2)

(H
12

)
(H

22
)

(年
)
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○
北

海
道

型
地

域
構

造
の

保
持

・
形

成
を

図
る

と
と

も
に

、
地

方
移

住
へ

の
関

心
の

高
ま

り
を

踏
ま

え
て

「
新

た
な

日
常

」
に

向
け

た
分

散
型

の
国

土
づ

く
り

を
先

導
し

て
い

く
た

め
、

高
規

格
幹

線
道

路
、

港
湾

、
空

港
等

の
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

整
備

し
、

北
海

道
内

外
の

人
流

・
物

流
の

拡
大

や
地

域
間

の
連

携
を

推
進

す
る

。

分
散

型
の

国
土

づ
く

り
を

先
導

す
る

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
整

備
①

○
北
海
道
の
体
験
移
住
利
用
者
は
1
0
年
間
で
４
倍
に
増
加
。
三
大
都
市
圏
居
住
者
の
利
用
が
８
割

以
上

※
1
。

○
東
京
圏
在
住
者
の
約
半
数
が
地
方
圏
で
の
暮
ら
し
に
関
心
を
持
ち

※
2
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
地
方
移
住
へ
の
関
心
が
更
に
増
大

※
3
。

○
東
京
圏
在
住
者
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
地
方
で
の
暮
ら
し
の
課
題
に
公
共
交
通
の
利
便
性
を
挙
げ
る
割
合
が
一
番
高
い

※
2
。

○
こ
れ
ら
も
踏
ま
え
、
北
海
道
型
地
域
構
造
の
保
持
・
形
成
や
道
内
の
定
住
・
交
流
を
促
進
す
る
に
は
、
道
内
外
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
が
課
題
。

【
現

状
・

背
景

】

（
１

）
北

海
道

型
地

域
構

造
の

保
持

・
形

成
に

向
け

た
定

住
・

交
流

環
境

の
維

持
増

進

北
海

道
体

験
移

住
利

用
実

績
※

1

令
和

元
年

度
新

ひ
だ

か
町

移
住

体
験

者
ア

ン
ケ

ー
ト

（
実

施
者

：
新

ひ
だ

か
町

，
対

象
者

：
移

住
体

験
利

用
者

3
8
組

）

令
和
２
年
８
月
１
日

「
移
住
交
流
テ
レ
ワ
ー
ク

誘
致
推
進
室
」
を
設
置

⇒
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
を
受
け
、

テ
レ
ワ
ー
ク
誘
致
の
取

組
を
加
速

日
高

自
動

車
道

開
通

に
よ

る
利

便
性

日
高

自
動

車
道

は
移

住
検

討
材

料
と

し
て

非
常
に
よ
くな
った

79
%

多
少
よ
くな
った

18
%あ
まり
変
わ
らな
い

3%

非
常
に
重
要

62
%

あ
る程

度
重
要

32
%あ
まり
関
係
な
い

6%

新
ひ

だ
か

町
移

住
・
交

流
カ

フ
ェ

(R
1
.4

.1
1
）

首
都

圏
か

ら
の

移
住

体
験

希
望

者
が

新
千

歳
空

港
か

ら
の

近
さ

を
条

件
と

し
て

挙
げ

て
お

り
、

移
住

体
験

の
地

と
し

て
、

移
動

時
間

の
短

さ
は

当
町

の
強

み
で

す
。

▼
新

ひ
だ

か
町

役
場

担
当

者
の

声

1
,1

5
9
 1

,1
9
9
 1

,5
1
7
 1

,9
7
5
 2

,2
6
4
 2

,5
2
6
 2

,8
0
0
 3

,8
9
5
 3

,9
4
9
 3

,9
0
9
 4

,6
6
6
 

2
8
,5

0
7
 

3
2
,0

0
9
 4
0
,5

2
1
 5
9
,8

2
5
 

5
8
,7

9
5
 6
6
,5

9
2
 

6
9
,5

7
4
 8
7
,4

4
3
 

8
6
,8

8
8
 

8
7
,5

1
7
 9
5
,0

9
2
 

02
0,

0
0
0

4
0,

0
0
0

6
0,

0
0
0

8
0,

0
0
0

1
00

,0
00

0

1
,0

0
0

2
,0

0
0

3
,0

0
0

4
,0

0
0

5
,0

0
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

利
用

者
数

(人
)

滞
在

日
数

(日
)

滞 在 日 数( 日)

利 用 者 数( 人)

（
年

度
）

※
1
：
北
海
道
体
験
移
住
「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
」
令
和
元
年
度
実
績
（
北
海
道
）

※
2
：
令
和
２
年
５
月
1
5
日
「
移
住
等
の
増
加
に
向
け
た
広
報
戦
略
の
立
案
・
実
施
の
た
め
の
調
査
事
業
報
告
書
」
（
内
閣
官
房
）

※
3
：
令
和
２
年
６
月
2
1
日
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
に
お
け
る
生
活
意
識
・
行
動
の
変
化
に
関
す
る
調
査
」
（
内
閣
府
）

49
.8

%

61
.7

%

45
.9

%

50
.2

%

38
.3

%

54
.1

%

0%
50

%
10

0%

全
体

地
方

圏
出

身
者

東
京

圏
出

身
者 意

向
あ

り
意

向
な

し

東
京

圏
在

住
者

の
「
地

方
暮

ら
し

」
に

関
心

を
持

っ
て

い
る

割
合

※
2

感
染

症
の

影
響

下
に

お
け

る
地

方
移

住
の

希
望

変
化

（
2
0
歳

代
）

※
3

地
方

で
の

暮
ら

し
に

対
す

る
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

な
イ

メ
ー

ジ
※

2

55
.5

%

50
.2

%

41
.3

%

32
.7

%

30
.2

%

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%

公
共

交
通

の
利

便
性

が
良

く
な

さ
そ

う

収
入

が
下

が
る

気
が

す
る

日
常

生
活

の
利

便
性

が
良

く
な

さ
そ

う

限
ら

れ
た

地
域

の
強

い
人

間
関

係
の

中
で

生
活

す
る

こ
と

が
面

倒
、

難
し

そ
う

医
療

・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

水
準

の
低

下

浦
河
町

新
ひ
だ
か
町

圏
域

別
北

海
道

体
験

移
住

の
利

用
者

数
※

1

日
高

地
域

に
お

け
る

体
験

移
住

の
取

組
事

例
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（
１

）
北

海
道

型
地

域
構

造
の

保
持

・
形

成
に

向
け

た
定

住
・

交
流

環
境

の
維

持
増

進

分
散

型
の

国
土

づ
く

り
を

先
導

す
る

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
整

備
②

【
地

方
部

の
市

街
地

～
生

産
空

間
】

貨
客

混
載

を
試

行
し

た
自

動
運

転
バ

ス
に

よ
り

、
宅

配
事

業
の

一
部

を
担

う
こ

と
で

、
農

産
品

等
を

効
率

的
に

配
送

。

香
深

港
（
礼

文
町

）

利
尻

空
港

（
利

尻
富

士
町

）

高
規
格
幹
線
道
路
「
帯

広
・

広
尾

自
動

車
道

」
の

整
備

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

高
規

格
幹
線
道
路
の
延
伸
や

自
動

運
転

技
術

の
進

展
を

踏
ま

え
、

道
の

駅
を

発
着

点
と

し
た

基
礎
圏
域
内
の
公
共
交

通
モ

デ
ル

の
検

討
を

推
進

。

【
圏

域
中

心
都

市
～

地
方

部
の

市
街

地
】

道
の

駅
コ

ス
モ

ー
ル

大
樹

か
ら

圏
域

中
心

都
市

で
あ

る
帯

広
市

へ
、

帯
広

・
広

尾
自

動
車

道
を

利
用

し
高

速
都

市
間

バ
ス

を
発

着
。

買
物

、
通

院
、

通
学

な
ど

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

定
住

環
境

の
向

上
に

寄
与

。

【
道

の
駅

コ
ス

モ
ー

ル
大

樹
】

【
地

方
部

の
市

街
地

】
町

内
を

循
環

す
る

自
動

運
転

バ
ス

に
よ

り
、

病
院

や
福

祉
セ

ン
タ

ー
、

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

（
道

の
駅

併
設

）
等

を
ま

わ
り

、
生

活
の

利
便

性
に

寄
与

。

大
樹

町
生

産
空

間

基
礎

圏
域

（
生

産
空

間
、

地
方

部
の

市
街

地
、

圏
域

中
心

都
市

）
内

の
結

び
つ

き
を

強
化

し
、

北
海

道
型

地
域

構
造

の
保

持
・
形

成
を

図
る

と
と

も
に

、
道

内
・
道

外
と

の
結

び
つ

き
も

強
化

し
、

北
海

道
へ

の
定

住
・
交

流
の

促
進

を
図

る
。

離
島
に
お
け
る
交
通
機
能
の
確
保

離
島
を
繋
ぐ
定
期
フ
ェ
リ
ー
航
路
・
航
空
路
は
、
島
民
の
生
活
や
地

域
経
済
を
支
え
る
交
通
手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

十
勝
南
地
域
に
お
け
る
交
通
ネ
ット
ワ
ー
ク強

化
の
取
組
事
例

○
道
内
各
地
の
基
礎
圏
域
を
結
ぶ
高
規
格
幹
線
道
路
等
の
整
備
や
道
の
駅
の
交
通
拠
点
の
機
能
強
化
を
推
進
。

○
道
内
外
と
の
結
び
つ
き
の
強
化
や
離
島
と
の
交
通
機
能
の
確
保
を
図
る
た
め
の
港
湾
・
空
港
施
設
の
整
備
を
推
進
。

【
取

組
】

＜
道

の
駅

コ
ス

モ
ー

ル
大

樹
を

拠
点

と
し

た
実

証
実

験
の

概
要

(H
29

~R
1年

度
)＞

平
取
町

浦
河
町

新
ひだ
か
町

日
高

自
動

車
道

延
長

約
1
2
0k

m

事
業

中
区

間
厚

賀
静

内
道

路
延

長
1
6.

2
km

新
千

歳
空

港

新
冠

町
日

高
町

日
高

町

日 高 厚 賀

新 冠
静 内

IC
日

高
門

別
IC

圏
域

中
心

都
市

苫
小

牧
市

生
産

空
間

日
高

地
域

日
高

自
動

車
道

の
整

備
に

よ
る

移
住

・
定

住
拡

大
が

期
待

空
き
家
を
移
住
体
験
者
用

住
宅
と
し
て
利
活
用

（
様
似
町
）

地
方

部
の

市
街

地

日
高

富
川

IC
IC (仮

)
IC (仮

)

え
り

も
町

様
似

町

平
成

30
年

度
よ

り
航

空
機

の
安

定
運

航
を

目
的

と
し

た
「誘

導
路

複
線

化
整

備
」に

着
手

【
新

千
歳

空
港

】

末
端
取
付
誘
導
路
複
線
化

平
⾏
誘
導
路
複
線
化

日
⾼
地
域
に
お
け
る
地
方
移
住
に
寄
与
す
る
取
組
事
例

凡
例

高
規

格
幹

線
道

路
（
開

通
区

間
）

日
高

自
動

車
道

高
規

格
幹

線
道

路
（
事

業
区

間
）

国
道

圏
域

中
心

都
市

地
方

部
の

市
街

地
（
日

高
地

域
）

生
産

空
間

（
日

高
地

域
）

令
和

元
年

度
体

験
移

住
滞

在
日

数
北

海
道

上
位

1
0
市

町
村

以
内
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（
２

）
北

海
道

の
価

値
創

造
力

の
強

化
に

向
け

た
多

様
な

人
材

の
交

流
・
連

携
等

の
促

進

○
多

様
な

地
域

づ
く

り
人

材
の

広
域

的
・

横
断

的
な

交
流

・
連

携
等

の
支

援
を

行
う

た
め

の
「

北
海

道
価

値
創

造
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
活

動
」

等
の

機
能

を
充

実
さ

せ
る

。
ま

た
、

世
界

に
誇

れ
る

、
評

価
さ

れ
る

取
組

に
関

し
情

報
を

発
信

す
る

。

地
域

づ
く

り
人

材
の

発
掘

・
育

成
の

促
進

北
海

道
価

値
創

造
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
活

動 外
部

の
視

点
等

「世
界
の
北
海
道
」の

発
信

北
海

道
の

新
た

な
価

値
を

創
造

多
様

な
協

力
人

材

先
行

す
る

地
域

づ
く
り

の
取

組

連
携

・
交

流

連
携

・
交

流

（
テ

ー
マ

別
の

課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
）

テ
ー

マ
別

の
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
活

動

多
様

な
人

材
の

緩
や

か
な

「
つ

な
が

り
」、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

「
ひ

ろ
が

り
」

建
設

分
野

に
お

け
る

人
材

不
足

、
技

術
継

承
等

の
課

題
解

決
に

向
け

、
各

機
関

が
有

す
る

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

か
し

、
研

修
及

び
講

習
会

等
を

産
学

官
が

連
携

し
て

推
進

。

■
テ

ー
マ

別
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

活
動

の
取

組
例

事
例

：
北

海
道

技
術

者
育

成
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム

■
地

域
に

関
す

る
理

解
等

を
深

め
る

取
組

例
事

例
：
ほ

っ
か

い
ど

う
学

○
多
様
な
取
組
を
展
開
す
る
団
体
間
の
交
流
を
活
性
化
し
、
情
報
の

共
有
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
北
海
道
価
値
創
造
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

活
動
へ
の
参
画
を
促
す
と
と
も
に
、
交
流
の
場
を
通
じ
て
各
団
体

が
抱
え
る
課
題
の
解
決
を
支
援
。

○
優
良
な
取
組
は
、
世
界
に
誇
れ
る
、
評
価
さ
れ
る
取
組
と
し
て
国

内
外
へ
の
情
報
発
信
を
推
進
。

○
北
海
道
の
価
値
創
造
力
の
強
化
に
向
け
て
、
観
光
等
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
お
け
る
北
海
道
内
外
の
人
材
交
流
の
場
で
あ
り
、
優
良
な

取
組
の
評
価
・
普
及
を
推
進
す
る
「
北
海
道
価
値
創
造
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
活
動
」
等
を
展
開
し
、
国
と
地
方
公
共
団
体
等
が
連
携

し
て
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
等
の
担
い
手
の
発

掘
・
育
成
を
促
進
し
て
い
る
。

【
現

状
・

背
景

】
【

取
組

】

「
N

E
W

 E
D

U
C

A
T
IO

N
 E

X
P

O
 2

0
1
8
」

札
幌

サ
テ

ラ
イ

ト
セ

ミ
ナ

ー
に

お
い

て
、

教
育

者
を

対
象

に
「
ほ

っ
か

い
ど

う
学

」
を

紹
介

。
北

海
道

の
未

来
創

り
を

目
指

す
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
が

設
立

さ
れ

、
現

在
N

P
O

が
活

動
主

体
と

な
り

展
開

。
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○
民

族
共

生
象

徴
空

間
（

ウ
ポ

ポ
イ

）
を

通
じ

て
ア

イ
ヌ

文
化

の
復

興
・

創
造

等
を

促
進

す
る

。
○

ア
イ

ヌ
の

伝
統

等
に

関
す

る
知

識
の

普
及

及
び

啓
発

を
図

る
た

め
の

取
組

を
推

進
す

る
。

ア
イ

ヌ
施

策
の

総
合

的
な

展
開

○
令
和
元
年
５
月
、
「
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
（
平
成
3
1
年

法
律
第
1
6
号
）
の
施
行
。

同
法
に
基
づ
き
、
同
年
９
月
、
「
ア
イ
ヌ
施
策
の
総
合
的
か
つ
効

果
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
」
を
閣
議
決
定
。

○
令
和
２
年
７
月
、
民
族
共
生
象
徴
空
間
（
ウ
ポ
ポ
イ
）
オ
ー
プ
ン
。

【
現

状
・

背
景

】

ア
イ
ヌ

施
策
推
進
法
が
施
行
さ
れ
、
ウ
ポ
ポ
イ
も
開
業
し
た
こ
と
か

ら
、
文

化
振
興
や
福
祉
政
策
に
加
え
、
地
域
振
興
、
産
業
振
興
、
観

光
振
興

等
を
含
め
た
総
合
的
な
ア
イ
ヌ
施
策
を
推
進
。

○
ウ
ポ

ポ
イ
を
通
じ
た
ア
イ
ヌ
文
化
の
復
興
等
の
促
進

・
ア

イ
ヌ
文
化
の
魅
力
を
伝
え
る
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
。

・
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
予
防
策
を
実
施
す
る
な
ど

適
切
な
施
設
運
営
を
実
施
。

・
年

間
来
場
者
数
1
0
0
万
人
を
目
指
し
て
、
ウ
ポ
ポ
イ
の
魅
力
を

発
信
し
、
誘
客
を
促
進
す
る
取
組
を
推
進
。

○
ア
イ

ヌ
の
伝
統
等
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発

・
公

益
財
団
法
人
ア
イ
ヌ
民
族
文
化
財
団
が
行
う
事
業
を
通
じ
て

国
民
の
関
心
や
理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
施
策
を
一
層
推
進
。

【
取

組
】

ウ
ポ
ポ
イ
は
、
ア

イ
ヌ

文
化

復
興

・
創

造
等

の
た

め
の

拠
点

。

北
海
道
白
老
町
に
令
和
２
年
７
月
1
2
日
(
日
)
オ
ー
プ
ン
。

主
な
施
設

「
国
立
民
族
共
生

公
園

」
「

国
立

ア
イ

ヌ
民

族
博

物
館

」
「

慰
霊

施
設

」

●
北

海
道
白

老
町

ポ
ロ

ト
湖

畔
を
中

心
に

整
備

提
供
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
例

ア
イ
ヌ

古
式

舞
踊

丸
木

舟
操
舟

実
演

・
解

説

ア
イ
ヌ
の
伝
統
等
に
関

す
る

知
識

の
普

及
啓

発
事

業
の

例

・
空

港
に
お

け
る

ア
イ

ヌ
文

化
の

展
示

・
講
演
会

（
３

）
ア

イ
ヌ

文
化

の
振

興
等
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＜
取

組
事

例
＞

○
北

方
領

土
隣

接
地

域
の

振
興

及
び

住
民

の
生

活
の

安
定

に
関

す
る

総
合

的
な

施
策

を
計

画
的

に
推

進
す

る
と

と
も

に
、

北
方

領
土

の
早

期
返

還
の

実
現

に
向

け
た

環
境

整
備

を
推

進
す

る
。

○
北
方
領
土
隣
接
地
域
は
、
北
方
領
土
問
題
が
未
解

決
で
あ
る
た
め
、
戦
後
は
そ
の
望
ま
し
い
地
域
社

会
と
し
て
発
展
が
阻
害
さ
れ
る
特
殊
な
条
件
下
に

あ
り
、
水
産
業
の
低
迷
、
観
光
入
込
客
数
の
減
少

な
ど
に
よ
る
地
域
産
業
の
停
滞
が
、
北
方
領
土
隣

接
地
域
の
振
興
及
び
住
民
の
生
活
の
安
定
を
図
る

上
で
大
き
な
懸
念
と
な
っ
て
い
る
。

【
現

状
・

背
景

】

○
「
北
方
領
土
問
題
等
の
解
決
の
促
進
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
（
昭
和

5
7
年
法
律
第
8
5
号
）
に
基
づ
き
北
海
道
が
作
成
し
た
第
８
期
振
興
計
画
（
平
成
3
0
年

度
～
令
和
４
年
度
）
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
北
方
領
土
隣
接
地
域
に
お
け
る
魅
力
あ
る

地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
、
社
会
資
本
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
北
方
領
土

隣
接
地
域
振
興
等
事
業
推
進
費
補
助
金
に
よ
り
基
幹
産
業
の
付
加
価
値
向
上
や
観
光

振
興
等
の
取
組
を
支
援
。

○
北
方
領
土
隣
接
地
域
の
観
光
振
興
を
図
る
た
め
、
北
方
領
土
隣
接
地
域
へ
の
「
新
た

な
日
常
」
に
お
け
る
旅
行
者
の
誘
客
に
向
け
た
検
討
を
推
進
。

【
取

組
】

・
国

直
轄

事
業

、
国

庫
補

助
事

業
（
北

海
道

庁
事

業
）

・
国

庫
補

助
事

業
（
市

町
事

業
）
・
・
・
特

別
の

助
成

（
北

特
法

第
７

条
)

○
北

特
法

第
６

条
に

基
づ

き
北

海
道

が
振

興
計

画
を

作
成

（
平

成
3
0
年

５
月

：
第

８
期

振
興

計
画

）
○

振
興

施
策

北
方

領
土

隣
接

地
域

の
振

興
方

策

①
公

共
事

業
等

②
北

方
領

土
隣

接
地

域
振

興
等

基
金

（
内

閣
府

）

③
北

方
領

土
隣

接
地

域
振

興
等

事
業

推
進

費
補

助
金

（
国

土
交

通
省

）

北
海

道
特

定
特

別
総

合
開

発
事

業
推

進
費

の
特

定
テ

ー
マ

の
一

つ
と

し
て

「
北

方
領

土
隣

接
地

域
に

お
け

る
魅

力
あ

る
地

域
社

会
の

形
成

」
を

設
定

。

コ
ン

ブ
の

藻
場

造
成

（
根

室
市

）

○
活

力
あ

る
地

域
経

済
の

展
開

・
漁

場
の

整
備

や
栽

培
漁

業
の

推
進

宿
泊

機
能

の
強

化
（
別

海
町

）

○
地

域
の

資
源

を
活

か
し

た
交

流
人

口
の

拡
大

・
滞

在
交

流
型

体
験

型
観

光
の

推
進

防
災

設
備

の
改

修
（
中

標
津

町
）

○
社

会
・
経

済
の

安
定

的
な

発
展

の
基

盤
の

形
成

・
経

済
の

基
礎

と
な

る
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

○
北
方
領
土
隣
接
地
域
に
お
け
る
観
光
は
、
知

床
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
や
景
観
そ
の
も
の

を
活
か
し
て
お
り
、
「
新
た
な
日
常
」
に
お

い
て
も
魅
力
的
な
形
態
。

○
観
光
地
が
広
範
囲
に
点
在
す
る
上
、
２
次
交

通
が
脆
弱
。

等

「
新

た
な

日
常

」
に

お
け

る
旅

行
者

の
誘

客
に

向
け

た
検

討

モ
ビ

リ
テ

ィ
・
ミ

ッ
ク

ス
に

よ
る

観
光

地
へ

の
移

動
の

円
滑

化
の

イ
メ

ー
ジ

○
ド
ラ
イ
ブ
や
サ
イ

ク
リ
ン
グ
等
を
含
め
た
モ

ビ
リ
テ
ィ
・
ミ
ッ

ク
ス
に
よ
る
移
動
の
円
滑

化
。

○
自
然
や
第
一
次
産

業
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
造
成

に
よ
る
エ
リ
ア
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
形
成
。

等

地
域

全
体

の
誘

客
拡

大

【
検

討
内

容
】

（
４

）
北

方
領

土
隣

接
地

域
の

安
定

振
興

北
方

領
土

隣
接

地
域

の
安

定
振

興
対

策
の

推
進

【
現

状
及

び
課

題
】
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２
農

林
水

産
業

・
食

関
連

産
業

の
振

興
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9 

1,
15

8 

50
0 

1,0
00

 

1,5
00

 

2,0
00

 

2,5
00

 

H2
1

H2
5

H2
9

R1

TM
R利

用
(1

1戸
)

TM
R非

利
用

(1
4戸

)

T
M

R
セ

ン
タ

ー
利

用
（
労

働
力

削
減

）
に

よ
る

飼
養

頭
数

の
増

加
。

○
顕
在
化
す
る
農
業
の
労
働
力
不
足
に
対
応
し
、
大
規
模
土
地
利
用
型
農
業

が
展
開
さ
れ
る
北
海
道
農
業
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

大
限
に
発
揮
し
て
、

食
料
供
給
力
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

○
新
技
術
や
新
た
な
経
営
形
態
等
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
若
者
か

ら
選
択
さ
れ
る
職
業
と
し
て
農
林
水
産
業
の
魅
力
を
高
め
、
経
営
資
源
の

円
滑
な
継
承
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

【
現

状
・

背
景

】

○
農
地
の
大
区
画
化
や
汎
用
化
、
排
水
改
良
等
の
整
備
と
、

ス
マ
ー
ト
農
業
等
新
た
な
農
業
技
術
の
導
入
に
よ
り
、

大
幅
な
省
力
化
と
低
コ
ス
ト
化
、
高
収
益
作
物
の
生
産

拡
大
に
よ
る
収
益
性
の
向
上
に
向
け
た
取
組
を
推
進
。

【
取

組
】

○
農

業
の

労
働

力
不

足
に

対
応

し
食

料
供

給
力

を
強

化
す

る
た

め
、

農
地

の
大

区
画

化
・

汎
用

化
等

の
農

地
整

備
と

と
も

に
新

た
な

農
業

技
術

の
導

入
等

を
推

進
し

、
省

力
化

・
低

コ
ス

ト
化

、
農

業
収

益
力

向
上

に
よ

る
地

域
農

業
の

振
興

を
図

る
。

食
料

供
給

力
の

強
化

に
向

け
た

農
地

の
整

備
①

排
水

改
良

に
よ

り
地

耐
力

が
高

ま
り

収
穫

機
と

ダ
ン

プ
の

併
走

が
可

能
に

（
収

穫
と

積
込

み
を

同
時

に
行

う
こ

と
で

運
搬

速
度

が
ア

ッ
プ

）
。

農
地

の
大

区
画

化
と

併
せ

て
T
M

R
セ

ン
タ

ー
が

稼
働

し
て

飼
料

生
産

を
効

率
化

。

○
Ｔ

Ｍ
Ｒ

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
飼

料
生

産

○
農

業
経

営
の

法
人

化

整
備

前
に

は
8
0
以

上
の

個
別

経
営

体
が

存
在

。
農

地
の

大
区

画
化

を
契

機
と

し
て

、
集

落
に

お
け

る
農

地
の

受
け

皿
と

な
る

４
つ

の
法

人
経

営
を

設
立

。

（
上

士
別

地
区

の
事

例
）

約
8
0
0
ヘ

ク
タ

ー
ル

の
農

地
を

大
区

画
化

乳
牛
飼
養

頭
数
の
推

移
（
東

宗
谷
地
区

の
事
例

）

（
頭

）

※
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
宗
谷
調
べ

整
備

前

整
備

後

現
況

の
ほ

場
区

画
0.

3～
0.

5h
a

整
備

後
の

標
準

区
画

1.
5，

2.
3h

a

ほ
場

の
大

区
画

化
と

併
せ

て
農

地
を

集
積

・
連

担
化

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

大
型

農
業

機
械

の
導

入
が

可
能

に
。

○
草

地
整

備
に

よ
る

効
率

化

大
区

画
ほ

場
に

お
い

て
も

自
動

で
直

進
走

行
で

き
、

作
業

負
担

が
軽

減
。

ス
マ

ホ
等

で
水

位
の

監
視

・
制

御
が

可
能

に
な

り
水

管
理

が
省

力
化

。

太
陽

電
池

パ
ネ

ル

制
御

盤
通

信
機

器
モ

ー
タ

ー
類

バ
ッ

テ
リ

ー

水
位

観
測

セ
ン

サ
ー

○
自

動
操

舵
機

能
付

田
植

機
○

自
動

給
水

栓

※
T
M

R
セ

ン
タ

ー
：
牛

が
必

要
と

す
る

全
て

の
栄

養
素

を
バ

ラ
ン

ス
よ

く
含

ん
だ

飼
料

を
製

造
し

て
畜

産
農

家
ま

で
配

送
す

る
組

織
。

（
１

）
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
農

林
水

産
業

の
振

興

○
農

地
の

大
区

画
化

－ 18 －



食
料

供
給

力
の

強
化

に
向

け
た

農
地

の
整

備
②

（
北

野
地

区
の

事
例

）

新
た

な
農

業
技

術
の

活
用

◆
作

物
の

生
育

に
適

し
た

き
め

細
か

な
水

分
供

給
が

可
能

と
な

り
、

水
管

理
を

適
正

化
・
省

力
化

。

○
直

播
栽

培
の

導
入

に
よ

る
営

農
の

省
力

化
○

高
収

益
作

物
の

生
産

拡
大

に
よ

る
収

益
性

の
向

上

高
収

益
作

物
の

生
産

拡
大

◆
直

播
栽

培
は

、
水

田
に

直
接

種
を

ま
く
稲

の
栽

培
方

法
。

春
作

業
で

労
力

の
ネ

ッ
ク

と
な

る
育

苗
や

代
掻

き
が

不
要

と
な

り
、

従
来

の
移

植
栽

培
と

比
較

し
て

大
幅

な
省

力
化

が
可

能
。

◆
地

下
か

ん
が

い
は

、
出

芽
前

の
理

想
と

さ
れ

る
“
ヒ

タ
ヒ

タ
状

態
”
の

水
管

理
が

可
能

に
な

る
た

め
、

直
播

栽
培

に
有

効
。

◆
農

地
再

編
整

備
と

地
下

水
位

制
御

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

よ
り

、
営

農
や

水
管

理
の

省
力

化
を

実
現

。

◆
作

業
効

率
が

大
幅

に
向

上
し

、
余

裕
が

で
き

た
労

力
で

ト
マ

ト
の

作
付

を
拡

大
。

＜
地

域
農

業
の

新
た

な
展

開
を

実
現

＞

0
5

1
0

1
5

整
備

前

整
備

後

乾
田

直
播

耕
起

代
か

き
播

種
又

は
移

植

1
4
.4

h
r/

h
a

9
.8

h
r/

h
a

4
.8

h
r/

h
a

※
北
海
道
開
発
局
調
べ
（
H
2
9
）

▲
5
1

％

▲
3
2

％

北
野
地
区
に
お
け
る

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業

整
備
前
後
の
労
働
時
間
比
較

ト
マ
ト
の
作
付
面
積
(
a
)
増
加
事
例

ト
マ

ト
の

収
穫

状
況

整
備

前
整

備
後

※
鷹
栖
町
調
べ

2
4

2
.
4倍

Ｋ
小

学
校
の

児
童
数
の

推
移

１
人

７
人

９
人

９
人

10
人

13
人

17
人

20
人

05101520

Ｈ
24

Ｈ
25

Ｈ
26

Ｈ
27

Ｈ
28

Ｈ
29

Ｈ
30

Ｒ
1

新
規

就
農
者

累
計
人
数

（
鷹

栖
町

）

累
計

で
20

人
が

新
規

就
農
！

農
家
世
帯
の
児
童
数
が
増
加
傾
向
！

※
鷹
栖
町
調
べ

※
鷹
栖
町
調
べ

10
12

12
14

15
17

20
15

24
1

25
7

26
8

28
6

27
6

25
4

24
0

22
2

 
0

 
4

 
8

1
2

1
6

2
0

2
4

0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

3
0
0

H
２

４
H

２
５

H
２

６
H

２
７

H
２

８
H

２
９

H
３

０
R

１

（
人

）

全 児 童 数

（
人

）

農 家 世 帯 の 児 童 数

農
家
世
帯
の
児
童
数

全
児
童
数

新
た

な
担

い
手

の
創

出
播

種
の

様
子

出
芽

の
様

子
（
イ

メ
ー

ジ
）

地
下

か
ん

が
い

の
導

入

地
下

か
ん

が
い

を
活

用
し

た
乾

田
直

播
の

水
管

理

（
１

）
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
農

林
水

産
業

の
振

興

用
水

路

暗
渠

排
水

路

地
下

水
位

制
御

シ
ス

テ
ム

（
用

水
路

と
暗

渠
を

接
続

す
る

こ
と

に
よ

り
地

下
か

ら
の

か
ん

が
い

も
可

能
に

）

用
水

路

排
水

路

分
水

栓

暗
渠

水
位

設
定
水

甲 作
土

層

給
水

栓

播
種

後
の

細
か

な
土

壌
水

分
管

理
が

必
要

な
乾

田
直

播
に

も
対

応
し

た
水

管
理

が
可

能

従
来

の
シ

ス
テ

ム
（
暗

渠
は

排
水

性
の

改
善

だ
け

を
目

的
）

整
備

前

整
備

後

○
地

下
か

ん
が

い
の

導
入

に
よ

る
水

管
理

の
適

正
化

・
省

力
化
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○
持

続
的

な
農

業
生

産
の

前
提

と
な

る
農

業
用

水
を

安
定

的
に

供
給

す
る

た
め

に
、

農
業

水
利

施
設

の
戦

略
的

な
保

全
管

理
、

耐
震

化
や

洪
水

被
害

防
止

等
の

対
策

を
推

進
す

る
。

○
農
業
生
産
力
の
維
持
・
確
保
と
地
域
の
防
災
・
減
災
力
の
向
上

を
図
る
た
め
、
農
業
水
利
施
設
の
計
画
的
な
保
全
・
更
新
等
を

行
い
、
施
設
の
長
寿
命
化
・
耐
震
化
や
排
水
機
能
の
強
化
を
推

進
。

【
取

組
】

○
農
業
水
利
施
設
の
老
朽
化
が
進
行
す
る
中
、
施
設
の
更
新
整
備
に
当
た
り
、

長
寿
命
化
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
、
集
中
豪
雨
の
増
加
や
大
規
模
地
震
の
発
生
等
、
災
害
リ
ス
ク

が
高
ま
っ
て
い
る
。

【
現

状
・

背
景

】

た
め
池
の
地
震
対
策

排
水
機
場
の
更
新

用
水
路
の
更
新

農
業

水
利

施
設

の
戦

略
的

な
保

全
管

理

【
改

修
後

の
用

水
路

（
イ

メ
ー

ジ
）

】

【
用

水
路

の
改

修
状

況
】

【
排

水
機

場
の

整
備

（
イ

メ
ー

ジ
）

】

【
排

水
樋

門
の

劣
化

（
ひ

び
割

れ
）

】
【

た
め

池
の

全
景

】

【
た

め
池

の
改

修
状

況
】

（
１

）
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
農

林
水

産
業

の
振

興
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○
近
年
、
北
海
道
に
お
い
て
も
自
然
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
今
後
も
気
候
変

動
に
伴
う
災
害
の
激
甚
化
等
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
間
伐
等
に
よ

り
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

○
北
海
道
の
森
林
は
全
国
の
森
林
面
積
の
2
2
％
を
占
め
、
戦
後
造
成
さ
れ
た
人

工
林
は
利
用
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
木
材
の
安
定
供
給
体
制
を
構
築

す
る
た
め
、
豊
富
な
森
林
資
源
を
適
切
に
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
現

状
・

背
景

】

○
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
及
び
木
材
の
安
定

供
給
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
間
伐
や
再
造
林
等
の
森

林
整
備
を
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
高
性
能
林
業

機
械
や
優
良
品
種
の
活
用
、
路
網
整
備
等
に
よ
る
林
業

の
低
コ
ス
ト
化
を
推
進
。

一
台
で
立
木
の
伐
倒
・
枝
払
い
・
玉
切
り
・
集
積

が
可
能
な
高
性
能
林
業
機
械
「
ハ
ー
ベ
ス
タ
」

路
網
整

備
と
高
性
能
林
業
機
械
の
組
合
せ
に
よ
る
森
林
整
備
の
低
コ
ス
ト
化

主
伐
後
の
着
実
な
再
造
林

【
取

組
】

（
左

）
幹
線

と
な

り
一

般
車

両
の

走
行

も
想

定
し
た

「
林
道
」
、
（
右
）
1
0
ｔ
積
み
程
度
の
ト
ラ
ッ
ク
の

走
行

を
想
定

し
た

「
林

業
専

用
道

」
、

（
下

）
林
業

機
械

の
走
行

を
想

定
し

た
「

森
林

作
業

道
」

路
網
整
備
に
よ
り
、
林
業
機
械
の
導
入
や

大
限
の
性
能
発
揮
等
を
促
進
し
、
施
業
全
体
を
効
率
化
。

主
伐

後
の
植

栽
現

場

○
林

業
の

成
長

産
業

化
と

森
林

資
源

の
適

切
な

管
理

を
実

現
し

、
国

土
強

靱
化

や
地

球
温

暖
化

防
止

等
に

も
貢

献
す

る
た

め
、

施
業

の
集

約
化

や
路

網
整

備
等

を
通

じ
た

低
コ

ス
ト

で
計

画
的

な
間

伐
や

主
伐

後
の

再
造

林
等

を
推

進
す

る
。

林
業

の
成

長
産

業
化

に
向

け
た

森
林

の
整

備

（
１

）
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
農

林
水

産
業

の
振

興
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漁
港

ス
ト

ッ
ク

を
有

効
活

用
し

た
増

養
殖

等
の

イ
メ

ー
ジ

【
漁

港
の

衛
生

管
理

】

○
水
産

業
の
競
争
力
強
化
と
輸
出
促
進
に
寄
与
す
る

た
め

、
屋
根
付
き
岸
壁
等
の
施
設
整
備
と
併
せ
た

高
度

衛
生
管
理
対
策
等
を
推
進
。

○
漁
業

生
産
の
増
大
に
寄
与
す
る
べ
く
、
水
産
物
の

生
活

史
に
対
応
し
た
良
好
な
生
息
環
境
空
間
を
創

出
し

海
域
の
生
産
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
藻
場

や
魚

礁
等
の
整
備
を
推
進
。

○
漁
港

の
機
能
分
担
・
有
効
活
用
を
図
る
漁
港
に
お

い
て

、
機
能
集
約
に
よ
り
空
い
た
漁
港
の
静
穏
水

域
を

増
養
殖
等
の
場
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
漁

港
ス

ト
ッ
ク
の

大
限
の
活
用
に
資
す
る
施
設
整

備
を

推
進
。

【
取

組
】

屋
根

付
き

岸
壁

清
浄

海
水

導
入

施
設

の
利

用
の

様
子

（
当

該
施

設
で

供
給

さ
れ

た
海

水
で

魚
を

洗
浄

）

増
殖

場
施

設
：
魚

類
の

産
卵

藻
場

等
を

整
備

魚
礁

施
設

：
魚

類
を

蝟
集

※
等

さ
せ

る
施

設
の

整
備

※
蝟

集
（
い

し
ゅ

う
）
：
（
は

り
ね

ず
み

の
毛

の
よ

う
に

）
多

く
寄

り
集

ま
る

こ
と

。

○
水

産
物

の
流

通
・

生
産

力
強

化
、

高
品

質
化

等
の

た
め

、
漁

港
の

高
度

衛
生

管
理

対
策

等
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
海

域
の

生
産

力
向

上
等

の
た

め
、

水
産

物
の

生
活

史
に

配
慮

し
た

水
産

環
境

整
備

を
推

進
す

る
。

ま
た

、
漁

港
の

静
穏

水
域

を
増

養
殖

等
の

場
と

し
て

活
用

し
、

漁
港

ス
ト

ッ
ク

の
大

限
の

活
用

を
図

る
。

【
水

産
環

境
整

備
】

【
漁

港
ス

ト
ッ

ク
の

大
限

の
活

用
】

○
高
鮮
度
で
安
全
な
水
産
物
を
国
内
に
安
定
供
給
す

る
と
と
も
に
、
拡
大
す
る
世
界
の
食
市
場
を
獲
得

す
る
た
め
、
輸
出
先
国
の
求
め
る
品
質
・
衛
生
基

準
に
応
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

○
北
海
道
の
海
面
漁
業
・
養
殖
業
生
産
量
は
、
３
年

ぶ
り
に

1
0
0
万
ト
ン
（
平
成
3
0
年
）
を
上
回
っ
た

も
の
の
、
依
然
低
位
で
推
移
し
て
い
る
。

○
回
遊
性
資
源
の
生
産
量
が
減
少
す
る
中
、
漁
港
ス

ト
ッ
ク
を
有
効
活
用
し
た
増
養
殖
等
へ
の
期
待
が

高
い
。

【
現

状
・

背
景

】

水
産

物
の

安
定

供
給

に
向

け
た

漁
港

・
漁

場
の

整
備

（
１

）
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
農

林
水

産
業

の
振

興

ナ
マ

コ
試

験
礁

を
設

置
し

、
ナ

マ
コ

種
苗

を
放

流
港

口
に

ナ
マ

コ
流

出
防

止
フ

ェ
ン

ス
を

設
置

（
船

外
機

船
は

航
行

可
能

）

中
型

の
ホ

タ
テ

漁
船

は
他

地
区

へ
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33
6

＜
農
業
生
産
基
盤
と
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
よ
る
フ
ー
ド
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
化
＞ 27

3

24
0

24
1

38

27
4

38
38

27
4

23
7

出
典

：
北

海
道

開
発

局
調

べ

【
北

海
道

内
主

要
都

市
※

の
一

般
国

道
の

交
通

量
の

状
況

（
前

年
比

）
】

苫
小

牧
港

き
た
み
ら

い
農
協

（
北
見
市
・
訓
子
府
町
・
置
戸
町
）

十 勝 オ ホ ー ツ ク 自 動 車 道

訓
子

府
選

果
場

西
相

内
選

果
場

端
野

選
果

場

生
田

原
道

路

北
旭
川
駅国

営
か

ん
が

い
排

水
事

業
北

見
二

期
地

区

た
ま
ね
ぎ
出
荷
時
期
：
８
月
～
翌
４
月

【
現

状
・

背
景

】
【

取
組

】
○
全
国
的

な
農
作
物
の
不
作
、
コ
ロ
ナ
禍
で
延
べ
1
9
か
国
が
農
産
物
の

輸
出
を

規
制
（
～
令
和
２
年
７
月
）
し
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
北

海
道
に

お
け
る
農
産
物
の
安
定
的
な
供
給
が
必
要
で
あ
る
。

○
北
海
道

か
ら
道
内
外
へ
の
農
産
物
の
安
定
供
給
に
向
け
、
農
業
生
産

基
盤
の

整
備
や
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

○
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
等
の
農
業
農
村
整
備
事
業
を
推
進
。

○
生
産
地
と
都
市
・
物
流
拠
点
を
連
絡
す
る
高
規
格
幹
線
道
路
等
の
整

備
を
推
進
。

○
道
外
へ
の
移
出
が
行
わ
れ
る
苫
小
牧
港
に
お
い
て
物
流
機
能
の
強
化

を
推
進
。

陸
別

小
利

別

北
見

東
IC

北 見 西 IC

北 見 北 上 IC

北 見 中 央 IC

北 見 川 東 IC

陸
別

IC

足
寄

IC

訓
子

府
選

果
場

（
R

3
.5

～
6 

稼
働

予
定

）

▲
処

理
能

力
向

上
に

向
け

た
選

果
場

集
約

・増
進

西
相

内
選

果
場

（
R

1.
6
 新

設
・
稼

働
）

▲
生

産
農

家
の

作
業

削
減

に
向

け
た

た
ま

ね
ぎ

茎
葉

処
理

機
械

の
導

入

▲
加

工
品

拡
大

に
向

け
た

皮
む

き
機

導
入

た
ま

ね
ぎ

の
増
産
に

資
す
る

設
備
投
資

（
き

た
み

ら
い
農
協

）

陸
別

小
利

別

北
見

市

置
戸

町

訓
子

府
町

訓
子

府
IC

39
39

12

12

45
2

27
5

23
4

23
7

24
2

き
た
み
ら

い
農
協

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
物

流
を

含
め

た
大

型
車

は
大

２
割

程
度

の
減

少
で

あ
り

ニ
ー

ズ
は

高
い

出
典

：
東

京
都

中
央

卸
売

市
場

月
報

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
東

京
へ

の
供

給
が

安
定

【
東

京
市

場
に

お
け

る
北

海
道

産
野

菜
入

荷
量

】

北
海

道

全
体

（
全

国
＋

輸
入

）

※
主

要
都

市
：
札

幌
、

小
樽

、
室

蘭
、

函
館

、
旭

川
、

稚
内

、
北

見
、

釧
路

、
帯

広

（
参

考
）
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
農

産
物

の
出

荷
及

び
交

通
へ

の
影

響

（
２

）
「

食
」

の
高

付
加

価
値

化
と

総
合

拠
点

づ
く

り

○
農

産
物

の
安

定
生

産
に

資
す

る
農

業
農

村
整

備
事

業
、

食
料

の
安

定
輸

送
を

支
え

る
道

路
事

業
、

港
湾

事
業

等
の

連
携

に
よ

る
物

流
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

を
推

進
し

、
遠

隔
消

費
地

へ
の

安
定

的
な

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

を
強

化
す

る
｡

農
業

農
村

整
備

事
業

、
道

路
事

業
、

港
湾

事
業

等
の

連
携

に
よ

る
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
の

強
化

①

凡
例

道
外

移
出

時
の

ト
ラ

ッ
ク

輸
送

ル
ー

ト

道
外

移
出

時
の

鉄
道

輸
送

ル
ー

ト
（
ト

ラ
ッ

ク
区

間
）

道
外

移
出

時
の

鉄
道

輸
送

ル
ー

ト
（
鉄

道
区

間
）

※
輸

送
ル

ー
ト

に
つ

い
て

は
、

発
注

ロ
ッ

ト
や

輸
送

先
に

応
じ

て
適

宜
使

い
分

け

■
フ

ー
ド

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

の
強

化
事

例
（
た

ま
ね

ぎ
）

【
全

国
た

ま
ね

ぎ
生

産
量

】
【
オ

ホ
ー

ツ
ク

管
内

か
ら

道
内

外
へ

の
出

荷
内

訳
（
輸

送
機

関
）
】

出
典

：
平

成
3
0
年

産
野

菜
生

産
出

荷
統

計
（
農

林
水

産
省

）
出

典
：
平

成
3
1
年

度
・
令

和
元

年
度

農
畜

産
物

及
び

加
工

食
品

の
移

出
実

態
（
平

成
3
0
年

）
調

査
結

果
報

告
書

（
北

海
道

開
発

局
）

北
海
道
他
地
域

43
4,

09
0 

t (
38

%
)

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内

28
3,

31
0 

t  
(2

4%
)

他
都
府
県

43
7,

60
0 

t
(3

8%
)

オ
ホ

ー
ツ

ク
管

内
は

全
国

有
数

の
た

ま
ね

ぎ
産

地

Ｊ
Ｒ

19
3,

52
4.

3t
 

(5
5%

)

ト
ラ
ッ
ク
・

フ
ェ
リ
ー

15
2,

04
6.

7t
 

(4
4%

)

内
航
船

2,
93

5.
3t

 (1
%

)

オ
ホ

ー
ツ

ク
管

内
か

ら
は

４
割

が
ト

ラ
ッ

ク
運

搬
で

た
ま

ね
ぎ

を
出

荷

端
野

選
果

場
（
建

設
中

）
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○
苫
小
牧

港
は
北
海
道
と
本
州
を
結
ぶ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船

※
定
期
航
路
が

週
4
4
便
就
航
（
令
和
２
年
４
月
現
在
）
し
て
お
り
、
北
海
道
産
農

水
産
物
の
移
出
等
の
重
要
な
物
流
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

○
道
内
の
基
幹
産
業
に
必
要
と
な
る
原
材
料
（
配
合
飼
料
原
料
（
と

う
も
ろ
こ
し
）
、
原
油
、
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
材
等
）
は
輸
入
に

依
存
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
1
0
0
％
を
海
運
が
担
っ
て
い
る
。

※
Ｒ

Ｏ
Ｒ
Ｏ
船

：
貨

物
を

積
ん

だ
ト

ラ
ッ

ク
や
ト
レ
ー
ラ
ー
が
自
走
し
て
乗
り

降
り

す
る
こ

と
が

で
き

る
船
舶
。

【
現

状
・

背
景

】

○
北
海
道
産
農
水
産
物
の
移
出
等
を
支
え
る
国
内
物
流
の
機
能
強
化
及
び

安
定
性
確
保
を
図
る
た
め
、
複
合
一
貫
輸
送

※
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
の
整
備

を
推
進
（
苫
小
牧
港
等
）
。

○
道
内
の
基
幹
産
業
に
必
要
と
な
る
原
材
料
の
輸
入
を
支
え
る
国
際
物
流

の
機
能
強
化
及
び
安
定
性
確
保
を
図
る
た
め
、
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
整
備
を
推
進
（
苫
小
牧
港
、
釧
路
港
、
石
狩
湾
新
港
等
）
。

※
複
合
一
貫
輸
送
：
あ
る

貨
物

が
船

舶
・

ト
ラ

ッ
ク

・
鉄

道
・

航
空

機
と

い
っ

た
複

数
の

輸
送

手
段

に
よ

り
中

継
し

て
運

ば
れ

る
場

合
に

、
詰

め
ら

れ
た

貨
物

が
中

継
地

で
開

封
さ

れ
る

こ
と

な
く

、
荷

受
人

に
届

け
ら

れ
る

輸
送

。

【
取

組
】

6
,
8
99
 
6
,
6
65
 
7
,
2
66
 

8
,
8
32
 
9
,
7
34
 1
0
,
70
5
 1
0
,
89
6
 1
1
,
08
3
 1
0
,
44
0
 

0 

2,
00
0 

4,
00
0 

6,
00
0 

8,
00
0 

10
,0
00
 

12
,0
00
 

14
,0
00
 

Ｈ
2
2

Ｈ
2
3

Ｈ
2
4

Ｈ
2
5

Ｈ
2
6

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

移
出

移
入

千
ト
ン

苫
小
牧
港
西
港
区
本
港
地
区
に
お
け
る
複
合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
改
良
事
業

1
65

.0
16

5.
0

1
65

.0
1
65

.0

66
0.

0

西
４
号

上
屋

西
１
号

上
屋

西
２

号
上

屋
西

３
号
上

屋

苫
小
牧

埠
頭
㈱

西
１
号

倉
庫

苫
小
牧

埠
頭

㈱

西
６
号

倉
庫

苫
小

牧
埠
頭

㈱

西
５

号
倉
庫

苫
小
牧

埠
頭

㈱

西
２
号

倉
庫

苫
小

牧
埠

頭
㈱

西
３

号
倉
庫

苫
小

牧
埠

頭
㈱

西
４

号
倉

庫

1
5
m

・
苫

小
牧

港
は

、
北
海

道
産

農
水
産

物
の

移
出

等
の

重
要

な
物

流
拠

点
と

な
っ

て
い
る

が
、

本
港
地

区
で

は
狭
隘

な
エ

プ
ロ

ン
で

非
効

率
な

荷
役

と
な

っ
て

い
る
こ

と
、

岸
壁
の

老
朽

化
が
著

し
く

倒
壊

の
危

険
が

あ
る

こ
と

が
課

題
。

・
岸

壁
の

老
朽

化
対
策

と
併

せ
て
、

荷
さ

ば
き

地
を

一
体

的
に

整
備

し
、

荷
役

車
両
の

安
全

な
動
線

を
確

保
す
る

こ
と

に
よ

り
、

荷
役

を
効

率
化

。

・
１
バ
ー

ス
目

の
供
用

開
始

(
平

成
2
5
年
)
以
降

、
本
港
地

区
の
Ｒ

Ｏ
Ｒ

Ｏ
船
の

貨
物
量

は
増

加
傾
向

に
あ

る
。

民
間

倉
庫

公
共

上
屋

エ
プ

ロ
ン

公
共

上
屋

を
撤

去
し

、
エ

プ
ロ

ン
を

拡
張

し
た

こ
と

に
よ

り
、

ス
ム

ー
ズ

な
走

行
が

可
能

と
な

り
、

荷
役

の
効

率
化

が
図

ら
れ

た

22
0.

0
22

0.
0

22
0.

0

66
0.

0

苫
小
牧

埠
頭

㈱

西
１
号

倉
庫

苫
小

牧
埠
頭

㈱

西
６

号
倉
庫

苫
小

牧
埠

頭
㈱

西
５

号
倉

庫

苫
小

牧
埠

頭
㈱

西
２

号
倉
庫

苫
小
牧
埠

頭
㈱

西
３
号
倉

庫

苫
小
牧

埠
頭
㈱

西
４
号

倉
庫

エ
プ
ロ
ン
の
拡
幅
等
に
よ
り

ト
レ
ー
ラ
ー
の
Ｕ
タ
ー
ン
が
可
能

本
港

地
区

利
用

Ｒ
Ｏ

Ｒ
Ｏ

船
の

貨
物

量
推

移

※
北

海
道

開
発

局
調

べ

車
両

が
走

行
す

る
ス

ペ
ー

ス
が

狭
く
、

走
行

速
度

を
落

と
し

て
荷

役
作

業
を

行
っ

て
い

た

岸
壁

(水
深

９
m

) 
２

バ
ー

ス
平

成
2
7
年

度
、

平
成

2
9
年

度
供

用
開

始

岸
壁

(水
深

1
0
m

)
整

備
中

耐
震

強
化

岸
壁

(水
深

９
m

)
平

成
2
5
年

度
供

用
開

始

岸
壁

(水
深

９
m

)
平

成
3
0
年

度
供

用
開

始

（
整

備
前

）

（
整

備
後

）

農
業

農
村

整
備

事
業

、
道

路
事

業
、

港
湾

事
業

等
の

連
携

に
よ

る
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
の

強
化

②

（
２

）
「

食
」

の
高

付
加

価
値

化
と

総
合

拠
点

づ
く

り

＜
港
湾
に
お
け
る
物
流
機
能
の
強
化
＞
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○
新

た
な

成
長

分
野

と
し

て
見

込
ま

れ
る

農
水

産
物

の
輸

出
増

加
に

対
応

す
る

た
め

、
農

水
産

物
の

輸
出

に
戦

略
的

に
取

り
組

む
港

湾
に

お
い

て
輸

出
促

進
に

資
す

る
港

湾
施

設
の

整
備

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

高
規

格
幹

線
道

路
等

の
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

を
推

進
す

る
。

港
湾

事
業

、
道

路
事

業
等

の
連

携
に

よ
る

農
水

産
物

輸
出

促
進

基
盤

の
整

備

○
道
産
食
品
輸
出
額
の
目
標
達
成
（
2
0
2
5
年
に
1
,
5
0
0
億
円
）
に
向
け
て
、

北
海
道
の
「
食
」
の
高
付
加
価
値
化
・
競
争
力
向
上
と
効
率
的
な
輸
送

体
系
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

○
水
産
物
を
取
り
扱
う
港
湾
に
お
い
て
、
鳥
害
、
日
射
等
に
よ
る
水
産
物

の
品
質
低
下
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

○
高
規
格
幹
線
道
路
等
が
繋
が
っ
て
お
ら
ず
、
水
産
物
の
輸
出
拠
点
港
湾

ま
で
の
輸
送
ル
ー
ト
は
ア
ク
セ
ス
性
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

【
現

状
・

背
景

】

○
屋
根

付
き
岸
壁
の
整
備
に
よ
り
、
水
産
物
の
鳥
害
、
日
射

等
に

よ
る
品
質
低
下
を
防
ぎ
、
商
品
価
値
を
向
上
さ
せ
る

こ
と

で
、
輸
出
競
争
力
の
強
化
を
推
進
。

○
連
携

水
揚
港
湾
と
輸
出
拠
点
港
湾
を
結
ぶ
高
規
格
幹
線
道

路
等

の
整
備
を
推
進
。

【
取

組
】

小
口

貨
物

積
替

円
滑

化
支

援
施

設

小
口

貨
物

積
替
円
滑

化
支
援

施
設

等
の

整
備
に
よ
り

、
輸
出

環
境

を
改
善

(
整

備
済
み

)
。

連
携

水
揚

港
湾

(苫
小

牧
港

・
紋

別
港

・
根

室
港

・
枝

幸
港

・
増

毛
港

)

屋
根
付
き

岸
壁
の

整
備

に
よ

り
、

商
品

価
値

を
向

上
さ
せ
、

輸
出
競

争
力

を
強

化
。

増
毛

港
（
連

携
水

揚
港

湾
）

枝
幸

港
（
連

携
水

揚
港

湾
） 紋

別
港

（
連

携
水

揚
港

湾
）

根
室

港
（
連

携
水

揚
港

湾
）

石
狩

湾
新

港
（
輸

出
拠

点
港

湾
）

苫
小

牧
港

（
輸

出
拠

点
港

湾
・

連
携

水
揚

港
湾

）

R
2
.3

.2
2
開

通

R
2
.3

.7
開

通

コ
ン
テ
ナ
船
等

に
よ
り
輸
出

R
2
.3

.2
8
開

通
R

1
.1

2
.2

1
開

通

令
和

2
年

度
概

略
ル

ー
ト

・
構

造
の

検
討

（
遠

軽
～

上
湧

別
）

北
海

道
横

断
自

動
車

道
根

室
線

旭
川

紋
別

自
動

車
道

北 海 道 縦 貫 自 動 車 道

深
川

留
萌

自
動

車
道 道

央
圏

連
絡

道
路

屋
根

付
き

岸
壁

の
利

用
状

況
イ

メ
ー

ジ

輸
出

拠
点

港
湾

(苫
小

牧
港

・
石

狩
湾

新
港

)

【
2
0
1
9
年

】
6
6
4
億

円
目

標
【
2
0
2
5年

】
1
,5

0
0億

円
【
2
0
1
4
年

】
6
6
3
億

円

6
6
3

7
7
3

7
0
2

6
7
4

7
7
4

6
6
4

0

2
00

4
00

6
00

8
00

1
,0

0
0

2
01

0
2
01

1
2
01

2
2
01

3
2
01

4
2
01

5
2
01

6
2
01

7
2
01

8
2
01

9

道 産 食 品 輸 出 額

道
産

食
品

輸
出

額
（
億

円
）

（
暦

年
）

基
準

値

出
典

：
北

海
道

「
北

海
道

食
の

輸
出

拡
大

戦
略

推
進

状
況

報
告

書
」

（
３

）
「

食
」

の
海

外
展

開

コ
ン
テ
ナ
船
（
国
際
フ
ィ

ー
ダ
ー

を
含
む
）

等
に
よ
り
輸

出

凡
例

高
規
格
幹
線
道
路
等

開
通
区
間

事
業
区
間

未
事
業
区
間

輸
出
ル
ー
ト

□
□
□
□

■
■

■
■

（
参

考
）
高

規
格

幹
線

道
路

の
整

備
状

況

出
典

：
（
北

海
道

）
北

海
道

開
発

局
調

べ
（
全

国
）
令

和
２

年
版

国
土

交
通

白
書
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３
世

界
水

準
の

観
光

地
の

形
成

－ 26 －



○
新
千
歳
空
港
で
は
､
冬
期
に
お
け
る
航
空
機
の
欠
航
や
遅
延
は
､

除
雪
車
両
や
デ
ア
イ
シ
ン
グ

※
の
有
効
時
間
超
過
に
よ
り
、
駐

機
場
へ
引
き
返
す
航
空
機
の
動
線
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

※
デ
ア
イ

シ
ン

グ
：

航
空

機
に

対
す

る
防

除
雪

氷
作

業

【
現

状
・

背
景

】

○
航
空
機
の
安
定
運
航
を
図
る
た
め
､
新
千
歳
空
港
に
お
い
て
､
誘
導
路
の

複
線
化
、
滑
走
路
端
近
傍
の
デ
ア
イ
シ
ン
グ
エ
プ
ロ
ン
の
整
備
を
推
進
。

○
新
千
歳
空
港
、
函
館
空
港
等
に
お
い
て
、
空
港
の
安
全
・
安
心
な
運
用

に
資
す
る
空
港
施
設
の
整
備
を
推
進
。

【
取

組
】

○
航

空
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拠
点

と
な

る
空

港
機

能
の

強
化

、
港

湾
に

お
け

る
ク

ル
ー

ズ
船

の
受

入
環

境
の

整
備

、
観

光
地

や
主

要
な

空
港

・
港

湾
等

へ
の

ア
ク

セ
ス

強
化

を
図

る
高

規
格

幹
線

道
路

等
の

整
備

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

国
内

外
の

旅
行

者
に

優
し

い
道

路
情

報
の

提
供

な
ど

、
旅

行
者

の
安

全
・

安
心

か
つ

広
域

的
な

周
遊

を
促

進
す

る
取

組
を

推
進

す
る

。

＜
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
な
る
空
港
機
能
の
強
化
＞

出
典

：
航

空
局

「
空

港
管

理
状

況
調

書
」
よ

り
作

成

Ｂ
滑

走
路

Ａ
滑

走
路

Ｄ
(
平
行
)
誘
導
路

×

(
運
用
中
)

(
除
雪
車
両
)

①
②

②
離
陸
機
が
駐
機
場
に

引
き

返
す

→
滑
走
路
の
走
行
（

占
有

）

①
除

雪
車
両

の
待

機
→

滑
走
路

閉
鎖

時
間

の
長

期
化

末
端
取

付
誘
導
路
複
線
化
(
北
側
)

消
防
庁
舎

除
雪
車
庫
移
設
(
予
定
)

末
端
取
付
誘
導
路
複
線
化
(
南
側
)

平
行
誘
導
路
複
線
化

Ｂ
滑

走
路

Ａ
滑

走
路

新
千
歳
空
港
(
冬
期
の
現
況
)

新
千

歳
空

港
に

お
け

る
誘

導
路

複
線

化
等

の
整

備

Ｄ
(
平
行
)
誘
導
路

✈

✈

✈

✈

デ
ア
イ
シ
ン
グ

エ
プ
ロ
ン

移
動

・
周

遊
を

支
え

る
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

①

（
１

）
国

内
外

の
旅

行
者

の
受

入
環

境
整

備
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係
船

柱

○
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
踏
ま
え
、
令
和
２
年

９
月
に
「
ク
ル
ー
ズ
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
係
る
検
討
・
中

間
と
り
ま
と
め
」
を
公
表
し
、
同
時
に
、
日
本
外
航
客
船
協
会

及
び
日
本
港
湾
協
会
か
ら
、
国
内
ク
ル
ー
ズ
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
公
表
さ
れ
た
と
こ
ろ
。

○
再
び
安

心
し
て
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
め
る
よ
う
、
ク
ル
ー
ズ
船
の

受
入
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
現

状
・

背
景

】

○
寄
港
地
で
安
心
し

て
ク
ル
ー
ズ
船
の
受
入
れ
が
で
き
る
よ
う
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
備
え
た
体
制
を
関
係
者
と
連
携
し
て
構
築
。

○
函
館
港
、
小
樽
港

等
に
お
い
て
、
既
存
岸
壁
を
活
用
し
、
ク
ル
ー
ズ
船

の
受
入
れ
に
必
要

と
な
る
係
船
柱
や
防
舷
材
等
の
整
備
を
推
進
。

○
み
な
と
オ
ア
シ
ス

の
活
用
も
図
り
な
が
ら
、
関
係
者
と
連
携
し
て
ク

ル
ー
ズ
旅
客
等
の

観
光
交
流
を
促
進
。

【
取

組
】

防
舷

材
係

船
柱

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
係
留
に
対
応
し
た
係
船
柱

※
１
・
防

舷
材

※
２
の
設
置
。

ク
ル
ー
ズ
船
上
で
ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
の
披
露

室
蘭
港
に
寄
港
す
る
ク
ル
ー
ズ
船

観
光
客
で
賑
わ
う
小
樽
運
河

観
光
客
で
賑
わ
う
函
館
朝
市

※
１

係
船
柱
：
係
船
用
の
綱
を
か
け
る
た
め
、
埠
頭
上
に
設
け
る
直
柱
又
は
曲
柱
。

※
２

防
舷
材
：
船
の
舷
側
の
接
触
衝
撃
を
防
ぐ
た
め
に
、
岸
壁
等
に
取
り
付
け
ら
れ
る
も
の
。

＜
港
湾
に
お
け
る
ク
ル
ー
ズ
船
の
受
入
環
境
の
整
備
＞

移
動

・
周

遊
を

支
え

る
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

②

（
１

）
国

内
外

の
旅

行
者

の
受

入
環

境
整

備

「
釧
路
み
な
と
オ
ア
シ
ス
協
議
会
お
も
て
な
し
部
会
」
に
よ
る
観
光
案
内

※
写
真
は
令
和
元
年
以
前
の
も
の
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■
空

港
等

拠
点

か
ら

の
２

次
交

通
を

支
え

る
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

（
事
業
中

）
旭

川
東
神

楽
道
路

L
=
1
0.
1
km

旭
川
空
港

旭
川
空
港
（
旭

川
市
）

（
整
備
済

）
主

要
道
道

鷹
栖
東
神

楽
線

L
=
1
0.
1
km

至
層

雲
峡

、
紋

別
、
知

床

氷
瀑

ま
つ
り

（
層
雲
峡

）

流
氷
砕
氷
船
ガ
リ
ン
コ
号

（
紋
別
市
）

知
床
岬
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
（
羅
臼
町
）

写
真
①

旭
川
東
神
楽
道

路
周
辺

の
混
雑
状

況

■
２

次
交

通
を

支
え

る
道

路
事

業
の

例
（
地

域
高

規
格

道
路

旭
川

十
勝

道
路

（
旭

川
東

神
楽

道
路

）
）

現
在

、
空

港
か

ら
旭

川
北

I
C
間

は
、

旭
川

市
街

地
を

通
行

し
、

主
要

渋
滞

箇
所

が
複

数
存

在

旭
川
東
神

楽
道
路
に

よ
り
、

旭
川
空
港

と
高
規
格

幹
線
道

路
I
C
が
直

結
し
、
広

域
周
遊

環
境
が
改

善

移
動

・
周

遊
を

支
え

る
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

③

＜
観
光
地
や
空
港
・
港
湾
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
＞

（
１

）
国

内
外

の
旅

行
者

の
受

入
環

境
整

備

凡
例

地
域

高
規

格
道

路
旭

川
十

勝
道

路
（
旭

川
東

神
楽

道
路

）

主
要

道
道

鷹
栖

東
神

楽
線

旭
川

空
港

か
ら

の
周

遊
ル

ー
ト

(現
在

)

旭
川

空
港

か
ら

の
周

遊
ル

ー
ト

(旭
川

東
神

楽
道

路
供

用
後

)

●
主

要
渋

滞
箇

所

○
空
港
等
か
ら
の
２
次
交
通
を
支
え
る
高
規
格
幹
線
道
路
等
の

整
備
を
推
進
（
北
海
道
横
断
自
動
車
道
（
本
別
～
釧
路
）
、

旭
川
東
神
楽
道
路
等
）
。

○
北
海
道
内
に
お
け
る
７
空
港
が
令
和
２
年
度
に
一
括
運
営
委
託
さ
れ
、

今
後
観
光
振
興
に
向
け
た
事
業
が
展
開
さ
れ
る
見
込
み
。

○
各
空
港
等
か
ら
の
２
次
交
通
を
支
え
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。

【
現

状
・

背
景

】
【

取
組

】
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83
.4

%

11
.0

%
5.

6%
平

成
３
０
年

道
内

旅
行

者
内
訳

道
内

道
外

外
国
人

【
観

光
地
案
内
の
改
善
事
例
】

○
道
路
利
用
者
に
わ
か
り
や
す
い
観
光
地
等
の
案
内
の
た
め
、

案
内
標
識
の
改
善
を
推
進
。

○
道
の
駅
駐
車
場
の
利
用
環
境
向
上
に
向
け
た
取
組
等
、
国

内
客
等
の
安
心
な
ド
ラ
イ
ブ
観
光
の
促
進
対
策
を
推
進
。

【
取

組
】

安
心
で
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
環
境
整
備

ウ
ポ

ポ
イ

の
開

業
に

合
わ

せ
、

主
要

な
都

市
・

拠
点

か
ら

ウ
ポ

ポ
イ

を
分

か
り

や
す

く
案

内
す

る
た

め
、

関
係

す
る

道
路

管
理

者
等

が
連

携
し

、
経

路
上

の
案

内
標

識
や

道
路

情
報

板
で

ピ
ク

ト
グ

ラ
ム

を
含

め
て

「
ウ

ポ
ポ

イ
」

を
表

示
。

○
道

内
や

国
内

の
観

光
需

要
の

早
期

回
復

に
向

け
、

国
内

に
類

を
見

な
い

雄
大

な
自

然
等

を
活

か
し

た
ド

ラ
イ

ブ
観

光
を

推
進

し
、

地
方

部
へ

の
周

遊
を

促
進

す
る

た
め

、
安

全
で

快
適

な
ド

ラ
イ

ブ
を

支
え

る
道

路
整

備
や

道
の

駅
整

備
に

加
え

、
各

道
路

管
理

者
等

と
の

連
携

の
下

、
観

光
地

案
内

や
道

路
情

報
提

供
の

充
実

、
公

共
交

通
と

の
連

携
強

化
等

に
取

り
組

む
。

※
こ
れ
ら
の
取
組
と
同
時
に
、
ポ
ス

ト
・
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
回
復
を
見
据
え
、
多
言
語
に
よ
る
道
路
情
報
提
供
等
を
進
め
る
。

＜
ド
ラ
イ
ブ
観
光
の
推
進
＞

【
道

の
駅

に
お
け
る
感

染
症

対
策

（
道

の
駅

「
ピ
ア
２
１
し
ほ

ろ
」
）
】

道
内
観
光

客

自
家
用
車

7
4
%

鉄
道

9
%

路
線
バ
ス

4
%

レ
ン
タ
カ

ー
3
%

タ
ク
シ
ー

等
2
%

【
道

内
旅

行
時

の
移

動
交

通
手

段
（
複

数
回

答
）
(令

和
元

年
度

)】

道
外
観
光

客

鉄
道

4
3
%

レ
ン
タ
カ

ー
2
8
%

路
線
バ
ス

2
3
%

タ
ク
シ
ー

等
1
7
%

観
光
バ
ス

1
6
%

地
域

資
源

を
活

か
し

た
多

様
な

観
光

メ
ニ

ュ
ー

の
充

実
①

R1
(
暦

年
)

出
典
：
北
海
道
地
区
レ
ン
タ
カ
ー
協
会
連
合
会

【
北

海
道

に
お
け
る
訪

日
外

国
人

へ
の

レ
ン
タ
カ
ー
貸
出
台
数
の
推
移
】

【
来

道
外
国
人
旅
行
者
数
の
推
移
】

写
真
差
し
替
え

（
２

）
世

界
に

通
用

す
る

魅
力

あ
る

観
光

地
域

づ
く

り

【
北

海
道

観
光

客
の

内
訳

(平
成

3
0
年

度
)】

出
典
：
令
和
元
年
度
北
海
道
来
訪
者
満
足
度
調
査
(
(
社
)
北
海
道
観
光
振
興
機
構
)

上
位
５
つ
の
み
記
載

日
本

北
の
不
凍
湖

と
し
て

知
ら

れ
る
支

笏
湖
畔
を

通
る
国

道
4
5
3号

。

ア
イ
ヌ
文

化
の
復
興

・
創
造

等
に

関
す
る

中
核
的
な

役
割
を

担
う

民
族
共

生
象
徴
空

間
「
ウ

ポ
ポ

イ
」
。

【
国

内
に
類

を
見

な
い
個

性
的

な
自

然
・
文

化
の

観
光

資
源

の
例

】
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73

 8
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4 

01234567891
0
1
1
1
2

0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

3
0
0

3
5
0

H
2
2
H
2
3
H
2
4
H
2
5
H
2
6
H
2
7
H
2
8
H
2
9
H
3
0
R
1

（
歴
年
）

(万
人

)
(%

)

出
典
：
北
海
道
｢
北
海
道
観
光
入
込
客
数
調
査
報
告
書
｣

出
典
：
北
海
道
｢
北
海
道
観
光
入
込
客
数
調
査
報
告
書
｣

【
現

状
・

背
景

】
○
コ
ロ
ナ
前
に
お
け
る
北
海
道
観
光
客
は

、
外
国
人
来
道
者

が
急
増
し
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
み

る
と
国
内
客
（
道

内
・
道
外
）
が
９
割
以
上
を
占
め
、
道

外
観
光
客
で
は
、

自
然
観
賞
や
ド
ラ
イ
ブ
、
道
の
駅
め
ぐ

り
を
目
的
と
す
る

観
光
客
が
多
い
。

○
道
内
客
の
約
７
割
が
自
家
用
車
、
道
外

客
の
約
３
割
が
レ

ン
タ
カ
ー
を
移
動
手
段
と
し
て
利
用
し

て
い
る
が
、
交
通

に
つ
い
て
の
満
足
度
が
観
光
・
旅
行
全

体
の
満
足
度
に
比

べ
て
低
く
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
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＜
北
海
道
ド
ラ
イ
ブ
観
光
促
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
取
組
＞

地
域

資
源

を
活

か
し

た
多

様
な

観
光

メ
ニ

ュ
ー

の
充

実
②

○
北
海
道
に
お
け
る
訪
日
外
国
人
へ
の
レ
ン
タ

カ
ー
貸
出
件
数
は
５
年
で
約
５
倍
に
急
増
し

て
い
る
。

○
外
国
人
旅
行
者
の
訪
問
先
は
道
央
圏
に
集
中

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

【
現

状
・

背
景

】

○
外
国
人
ド
ラ
イ
ブ
観
光
の
促
進
に
取
り

組
む
こ
と
を
目
的
に
平
成
3
0
年
６
月
に
「
北
海
道
ド
ラ

イ
ブ
観
光
促
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

を
設
立
し
、
参
加
団
体
を
随
時
募
集
。

（
構
成
員
（
観
光
団
体
等
）
：
設
立
当

初
1
1
機
関

→
 
令
和
２
年
1
1
月
末
現
在
1
0
5
機
関
）

○
外
国
人
ド
ラ
イ
ブ
観
光
客
の
移
動
や
滞

在
状
況
を
G
P
S
デ
ー
タ
で
取
得
・
分
析
し
、
北
海
道
ド

ラ
イ
ブ
観
光
推
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
て
共
有
を
図
り
、
道
内
地
方
部
へ
の
誘
客
に
活
用
。

【
取

組
】

【
外
国
人
ド
ラ
イ
ブ
観
光
客
の
周
遊
・
滞
在
動
態
】

（
20

1
9
年
１
～

1
2
月
）

【
外
国
人
の
道
内

圏
域
別
宿
泊
割
合
】

○
今

後
の

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
収

束
状

況
な

ど
を

踏
ま

え
、

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

回
復

後
に

向
け

て
外

国
人

ド
ラ

イ
ブ

観
光

客
の

移
動

経
路

等
の

デ
ー

タ
を

「
北

海
道

ド
ラ

イ
ブ

観
光

促
進

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

」
で

共
有

・
活

用
し

、
道

内
地

方
部

へ
の

誘
客

等
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

。

・
外
国
人
ド
ラ
イ
ブ
観
光
客
は
、
レ
ン
タ
カ
ー
以
外
の
交
通
手
段
で
は
訪
問
が
難
し
い
地
域
も
含
め
て
北
海
道
内
各
地
を
広
く
周
遊
。

・
外
国
人
ド
ラ
イ
ブ
観
光
客
は
、
来
道
外
国
人
旅
行
者
全
体
に
比
べ
、
よ
り
地
方
を
訪
れ
、
よ
り

長
い
期
間
滞
在
。

《
分
析
結
果
》

（
２

）
世

界
に

通
用

す
る

魅
力

あ
る

観
光

地
域

づ
く

り

【
平
均
旅
行
日
数
】

滞
在
者
数
（
10
km
メッ
シ
ュ別

）
測
位
者
数
（
通
過
者
数
）
（
10
km
メッ
シ
ュ別

）
レ
ンタ
カー
に
よ
り

レ
ンタ
カー
以
外
の
交
通
手
段

で
は
訪
問
が
難
しい
地
域
を
含

め
広
く周
遊
。

滞
在
は
主
要
観
光
地
に
集
中
。

通
過
は
す
る
も
の
の
、滞

在
して

い
な
い
市
町
村
が
多
く⾒
られ
る
。

（
注
1）

デ
ー
タ数

︓
外
国
⼈
ドラ
イブ
観
光
客

2,
16
6⼈

（
注
2）

滞
在
者
とは
、同

⼀
1㎞

メッ
シ
ュ内

に
30
分
以
上
連
続
して
滞
在
した
者

出
典
︓
北
海
道
開
発
局
資
料

外
国
⼈

ドラ
イブ

観
光
客

（
20
18
年
）

来
道
外
国
⼈

旅
⾏
者
全
体
外
国
⼈

ドラ
イブ

観
光
客

（
20
17
年

9-
11
月
）

外
国
人

ドラ
イ
ブ

観
光
客

（
20
19
年
）

来
道
外
国
⼈
旅
⾏
者
全
体

(2
01
8年

度
)

道
央
圏

72
.4
%

地
方
部

27
.6
%空
知

0.
6%

石
狩

3.
0% 札

幌
市

42
.7
%

後
志

14
.1
%

胆
振

11
.9
%

道
南
圏

9.
3%

道
北
圏

12
.3
%

オ
ホ
ー
ツ
ク
圏

1.
5%

十
勝
圏

2.
2%

釧
路
・根
室
圏

2.
4%

出
典
︓
北
海
道
「北
海
道
観
光
入
込
客
数
調
査
報
告
書
」

N＝
宿
泊
延
べ
数
88
4万

⼈
泊

外
国
人
ドラ
イ
ブ
観
光
客

(G
PS
デ
ー
タ
:2
01
9年

)

道
央
圏

52
.9
%

地
方
部

47
.1
%

空
知

0.
5%

石
狩

4.
2%

札
幌
市

27
.4
%

後
志

10
.3
%

胆
振

10
.2
%

道
南
圏

6.
9%道
北
圏

23
.8
%

オ
ホ
ー
ツ
ク
圏

6.
0%

十
勝
圏

3.
5%

釧
路
・根
室
圏

7.
0%

(宿
泊
デ
ー
タ取

得
ユ
ー
ザ
ー
数
1,
81
9⼈

）
N＝

宿
泊
延
べ
数
6,
66
4⼈

泊

出
典
︓
北
海
道
開
発
局
資
料

出
典
︓
北
海
道
開
発
局
資
料

（
レ
ンタ
カー
以

外
の
他
の
移
動

手
段
も
含
む

:2
01
8年

度
北

海
道
庁
調
査
結

果
よ
り計

算
）
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○
北
海
道
は
観
光
地
間
の
距
離
が
長
い
た
め
、
移
動
そ
の
も

の
を
楽
し
む
ド
ラ
イ
ブ
観
光
促
進
が
重
要
で
あ
り
、
雄
大

な
道
路
景
観
は
重
要
な
地
域
資
源
の
一
つ
。

○
地
域
と
行
政
が
連
携
し
、
景
観
・
地
域
・
観
光
空
間
づ
く

り
に
取
り
組
む
「
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海
道
」

に
、
指
定
1
3
ル
ー
ト
、
候
補
３
ル
ー
ト
の
約

4
4
0
団
体
が

参
画
（
令
和
元
年
1
2
月
時
点
）
。

○
北
海
道
の
道
路
を
、
観
光
客
を
呼
び
込
む
「
み
ち
」
に
育

て
て
い
く
「
秀
逸
な
道
」
の
試
行
を
平
成
3
0
年
度
か
ら
実

施
し
、
地
域
へ
の
愛
着
・
誇
り
の
よ
り
一
層
の
形
成
に
も

貢
献
。

■
「
秀

逸
な

道
」
の

試
行

に
お

け
る

取
組

事
例

整
備
前

整
備
後

景
観

改
善
事
例
：
標
識
の
集
約
・
撤
去

（
国
道
2
4
3
号

弟
子
屈
町
美
幌
峠
頂
上
付
近
）

■
地
域
に

お
け

る
ウ
ィ

ズ
・

コ
ロ
ナ

の
取

組
重
点
的
な
景
観
保
全

ド
ラ
イ
ブ
観
光
の
促
進
に
向
け
た
情
報
発
信

地
域
へ
の
訪
問
・
滞
在
を
促
す
こ
と

で
、
地
域

の
活
性
化
及
び
地
域
へ
の
愛
着
・
誇

り
の
形
成

を
よ
り
一
層
促
進
し
、
生
産
空
間
に

お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
も
貢
献
。

【
現

状
・

背
景

】
【

取
組

】

■
シ

ー
ニ

ッ
ク

バ
イ

ウ
ェ

イ
ル

ー
ト

○
「

シ
ー

ニ
ッ

ク
バ

イ
ウ

ェ
イ

北
海

道
」

に
お

い
て

、
魅

力
あ

る
道

路
景

観
を

地
域

の
重

要
な

観
光

資
源

の
一

つ
と

し
て

確
立

す
る

た
め

、
特

に
魅

力
的

な
区

間
に

つ
い

て
景

観
の

保
全

、
情

報
発

信
を

重
点

的
に

推
進

す
る

「
秀

逸
な

道
」

の
取

組
を

本
格

展
開

す
る

と
と

も
に

、
地

域
と

の
協

働
を

通
じ

て
生

産
空

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

維
持

を
推

進
す

る
。

地
域

資
源

を
活

か
し

た
多

様
な

観
光

メ
ニ

ュ
ー

の
充

実
③

＜
「
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海
道
」
等
の
推
進
＞

（
２

）
世

界
に

通
用

す
る

魅
力

あ
る

観
光

地
域

づ
く

り

○
令
和
２
年
度
、
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
「
秀
逸
な
道
」
の
制
度
が
創
設
さ
れ
、
各

地
域
の
活
動
団
体
が
選
定
す
る
特
に
魅
力
的
な
区
間
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度
か
ら

取
組
の
本
格
展
開
を
推
進
。

○
地
域
と
道
路
管
理
者
が
連
携
し
「
秀
逸
な
道
」
の
魅
力
あ
る
道
路
景
観
を
守
り
育
て

る
取
組
や
観
光
資
源
と
し
て
の
磨
き
上
げ
に
取
り
組
む
。

○
当
面
、
観
光
需
要
の
中
心
と
な
る
国
内
・
道
内
か
ら
の
観
光
を
促
進
す
る
た
め
、
ド

ラ
イ
ブ
観
光
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
下
、
「
秀
逸
な
道
」

と
周
辺
観
光
資
源
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
情
報
発
信
に
よ
る
誘
客
等
に
取
り
組
む
。

○
（
国
研
）
土
木
研
究
所
寒
地
土
木
研
究
所
と
連
携
し
、
良
好
な
景
観
形
成
に
資
す
る

屋
外
公
共
空
間
の
評
価
、
魅
力
向
上
及
び
利
活
用
促
進
に
関
す
る
技
術
研
究
開
発
を

推
進
。

知
床
ね
む

ろ
・
北
太

平
洋
シ

ー
ニ
ッ
ク

バ
イ
ウ

ェ
イ

（
候
補
ル

ー
ト
）
の

取
組
事

例

・
広
域
分
散
型
の
地
域
構
造
を
活
か
し
、
３
密
を
避
け
た

旅
行
形
態
と
し
て
ド
ラ
イ
ブ
観
光
に
よ
る
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
促
進
。
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【
受
入
環
境
の
改
善
】

▼
休

憩
施

設
の

充
実

路
線

バ
ス

を
活

用
し

た
自

転
車

輸
送

▼
移

動
の

サ
ポ

ー
ト

【
自
転
車
走
行
環
境
の
改
善
】

路
面

へ
の

通
行

位
置

明
示

ル
ー

ト
の

案
内

サ
イ

ン

評
価
・
意
見
の
投
稿

（
イ
メ
ー
ジ
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
サ

イ
ト

に
よ

る
情

報
発

信
サ

イ
ク

リ
ス

ト
か

ら
の

意
見

収
集

ス
ポ
ッ
ト
情
報

道
の
駅
わ
っ
か
な
い

住
所

北
海
道
稚
内
市
開
運
2丁
目
2
6

総
合
的
な
満
⾜
度

4/
5

道
の
走
り
や
す
さ

4/
5

--
--
--
--
--
-

全
体
的
に
走
り
や
す
い
道
が
多
く
、

景
⾊
も
最
⾼
で
し
た
︕

【
情

報
発

信
･サ

イ
ク

リ
ス

ト
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

】

■
ル

ー
ト

協
議

会
で

の
取

組
内

容
■

ル
ー

ト
協

議
会

の
登

録
状

況

○
世

界
水

準
の

サ
イ

ク
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
環

境
の

実
現

に
向

け
、

安
全

で
快

適
な

自
転

車
走

行
環

境
の

改
善

、
サ

イ
ク

リ
ス

ト
の

受
入

環
境

の
改

善
、

情
報

発
信

等
の

取
組

を
推

進
す

る
。

○
全
道
各
地
の
ル
ー
ト
協
議
会
が
令
和
２
年
度
中
に
策
定
す
る

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
令
和
３
年
度
か
ら
サ
イ
ク

ル
ル
ー
ト
の
受
入
環
境
、
自
転
車
走
行
環
境
の
改
善
、
情
報

発
信
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
民
間

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
。

【
取

組
】

○
近
年
、
自
転
車
を
活
用
し
た
観
光
地
域
づ
く
り
が
有
望
視
さ
れ
、
各
地
で
取
組

が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。

○
北
海
道
に
お
い
て
は
、
平
成
2
9
年
度
か
ら
５
つ
の
ル
ー
ト
に
よ
る
試
行
を
開
始
｡

○
令
和
元
年
度
に
は
北
海
道
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
連
携
協
議
会
を
設
立
し
、
８
つ
の

ル
ー
ト
に
よ
る
取
組
を
推
進
し
て
い
る
。

【
現

状
・

背
景

】

「
北

海
道

サ
イ

ク
ル
ル
ー
ト

連
携
協

議
会
」
（

令
和
元

年
８
月
設

立
）

に
て

、
質

の
高

い
サ

イ
ク

ル
ツ

ー
リ
ズ
ム

を
提
供
す

る
団
体

（
ル
ー
ト

協
議
会

）
を

募
集

。

＜
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

＞

地
域

資
源

を
活

か
し

た
多

様
な

観
光

メ
ニ

ュ
ー

の
充

実
④

（
２

）
世

界
に

通
用

す
る

魅
力

あ
る

観
光

地
域

づ
く

り

▼
新
し
い

観
光
資
源

の
開
発

（
道
路
と

河
川
の

連
携
）

・
天
塩
川

及
び
宗
谷

シ
ー
ニ

ッ
ク
バ
イ

ウ
ェ
イ

と
連
携
し

、
自
転

車
と

カ
ヌ
ー

を
パ
ッ
ケ

ー
ジ
化

し
、
そ
れ

を
活
用

し
た
モ
ニ

タ
ー
ツ

ア
ー
を
実

施
す
る
と

と
も
に

、
Ｐ
Ｒ
動

画
を
作

成
し
て
観

光
資
源

の
開
発
を

推
進
。

▼
流
氷
観

光
な
ど
冬

の
北
海

道
観
光
を

推
進

・
北
海
道

の
冬
の
観

光
資
源

を
活
か
し

、
フ
ァ

ッ
ト
バ
イ

ク
で
の

サ
イ

ク
リ
ン

グ
の
実
施

や
ワ
カ

サ
ギ
釣
り

、
流
氷

見
学
な
ど

を
周
遊

し
た
ツ
ア

ー
を
実
施

。

オ
ホ
ー
ツ

ク
流
氷
ラ

イ
ド

宗
谷
岬
に

向
け
て
の

サ
イ

ク
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム

カ
ヌ
ー
に

よ
る
周
遊

■
各
ル
ー

ト
に

お
け
る

取
組

事
例

サ
イ

ク
ル

ラ
ッ

ク
や

修
理

工
具

の
設

置
（

道
の

駅
等

の
立

寄
施

設
）

連
携

協
議

会
：

北
海

道
開

発
局

、
北
海

道
運
輸

局
、
北

海
道
、

北
海
道

商
工
会

議
所
連

合
会
、

北
海

道
観

光
振

興
機

構
、

シ
ー

ニ
ッ

ク
バ

イ
ウ
ェ

イ
支
援

セ
ン
タ

ー
に
よ

り
構
成

ル
ー

ト
協

議
会

：
質

の
高

い
サ

イ
ク
ル
ツ

ー
リ
ズ

ム
を
提

供
す
る

団
体
。

市
町
村

、
総
合

振
興
局

・
振

興
局

、
開

発
建

設
部

、
民

間
事

業
者

団
体

（
観

光
協
会

、
商
工

会
議
所

等
）
、

自
転
車

関
連
団

体
等
に

よ
り
構

成

※
写

真
は

令
和

元
年

以
前

の
も

の
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＜
河
川
空
間
を
活
用
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
（
「
か
わ
た
び
北
海
道
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
＞

○
世

界
水

準
の

観
光

地
形

成
の

た
め

、
四

季
折

々
の

川
の

自
然

環
境

や
景

観
、

水
辺

活
動

や
サ

イ
ク

リ
ン

グ
環

境
等

、
河

川
空

間
が

有
す

る
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

活
用

し
た

ツ
ー

リ
ズ

ム
を

推
進

す
る

。

天
塩
川

で
の
探
検
を
き
っ
か
け
に
松
浦
武
四
郎
が
北
海
道
と
命
名
し
て
か
ら
1
5
0
年
と
な
る
平

成
3
0
年
を
契
機

と
し
て

、
川
を
軸
と
し
た
地
域
づ
く
り
、
観
光
振
興
の
取
組
を
拡
大
。

か
わ

た
び
ほ

っ
か
い
ど

う
検

索

泥
炭
層
の
体

験

●
川

を
知
っ

て
も

ら
う

●
つ
な
が
る

「
か
わ
た
び
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

設
置
の
試
行
、
民

間
等
と
の
「
か
わ

た
び
交
流
会
」
を

発
足
し
、
川
の
魅

力
情
報
発
信
や
観

光
ツ
ア
ー
を
企

画
・
調
整

。

Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を

活
用

し
て

川
に
関

す
る

情
報

を
発
信

。
厚

真
川

・
安
平

川
、

鵡
川

・
沙
流

川
の

情
報

発
信
を

行
い

、
北
海

道
胆
振

東
部

地
震

か
ら
の

復
興

を
支

援
。

●
河

川
空
間

の
魅

力
向

上
・

水
辺

利
活

用
の

促
進

地
域

と
連
携

し
た

取
組

に
よ
り

河
川

空
間

の
魅
力

を
向

上
さ

せ
る
と

と
も

に
、

公
共
施

設
見

学
ツ

ア
ー
の

実
施

等
に

よ
り
水

辺
利

活
用

を
促
進

。

公
共
施
設

見
学
ツ
ア

ー
か

わ
た

び
交

流
会

の
取

組

「
か

わ
た

び
北

海
道

」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

○
水
辺
利
活
用
に
係
る
ニ
ー
ズ
の
発
掘
・
マ
ッ
チ
ン
グ
の
促
進
、
地

域
と
連
携
し
た
魅
力
的
な
水
辺
空
間
の
創
出
等
に
よ
り
、
地
域
づ

く
り
・
観
光
振
興
に
貢
献
す
る
「
か
わ
た
び
北
海
道
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
全
道
的
に
推
進
。

○
河
川

空
間
を
活
か
し
た
多
様
な
観
光
メ
ニ
ュ
ー
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も

に
、
観
光
地
域
づ
く
り
を
担
う
人
材
育
成
を
通
じ
て
、
北
海

道
が

世
界
に
評
価
さ
れ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
人
々
を
ひ
き
つ
け
る

地
域

と
な
る
よ
う
な
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

【
取

組
】

【
現

状
・

背
景

】

（
２

）
世

界
に

通
用

す
る

魅
力

あ
る

観
光

地
域

づ
く

り

※
写

真
は

令
和

元
年

以
前

の
も

の

地
域

資
源

を
活

か
し

た
多

様
な

観
光

メ
ニ

ュ
ー

の
充

実
⑤
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＜
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
推
進
＞

地
域

資
源

を
活

か
し

た
多

様
な

観
光

メ
ニ

ュ
ー

の
充

実
⑥

○
民
間
観
光
ツ
ア
ー
の
中
に
北
海
道
開
発
局
所
管
施
設
の
見
学
を
組
み
込
む
「
公

共
施
設
見
学
ツ
ア
ー
」
を
平
成
2
5
年
度
か
ら
実
施
。
令
和
元
年
度
か
ら
、
公
共

施
設
見
学
ツ
ア
ー
に
加
え
、
「
歴
史
」
「
産
業
」
「
文
化
」
「
食
」
等
の
テ
ー

マ
を
取
り
入
れ
た
「
イ
ン
フ
ラ
わ
く
わ
く
ツ
ア
ー
」
を
実
施
。

○
農
泊
（
渚
泊
）
対
策
事
業
は
4
4
地
域
（
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
（
農
泊
推
進
対

策
）
の
採
択
地
域
）
で
採
択
さ
れ
、
地
域
資
源
を

大
限
活
用
し
た
多
様
な
体

験
メ
ニ
ュ
ー
等
を
導
入
し
た
取
組
を
促
進
中
。
み
な
と
オ
ア
シ
ス
は
1
2
港
で
登

録
済
。

【
現

状
・

背
景

】

○
令
和
２
年
８
月
に
、
白
鳥
大
橋
（
室
蘭
市
）
が
「
イ
ン
フ

ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
魅
力
倍
増
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
モ
デ
ル
地

区
に
選
定
さ
れ
、
今
後
、
社
会
実
験
を
実
施
予
定
。

○
農
家
民
宿
等
を
活
用
し
た
滞
在
施
設
の
整
備
や
専
門
家
の

派
遣
等
を
通
じ
、
農
泊
（
渚
泊
）
を
更
に
促
進
予
定
。
ま

た
、
み
な
と
オ
ア
シ
ス
に
お
け
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
等
を
通

じ
、
観
光
交
流
を
促
進
。

【
取

組
】

白
鳥

大
橋

（
室

蘭
市

）
の

見
学

の
様

子

○
「

イ
ン

フ
ラ

ツ
ー

リ
ズ

ム
」

は
、

国
民

の
暮

ら
し

や
経

済
を

支
え

、
安

全
・

安
心

な
国

土
の

基
盤

と
な

る
社

会
資

本
の

重
要

性
等

に
つ

い
て

よ
り

多
く

の
方

々
に

知
っ

て
い

た
だ

く
と

と
も

に
、

ダ
ム

や
橋

な
ど

の
公

共
施

設
を

地
域

の
観

光
資

源
と

し
て

活
用

し
、

地
域

の
活

性
化

に
資

す
る

取
組

。
北

海
道

開
発

局
独

自
の

取
組

と
し

て
、

テ
ー

マ
に

歴
史

、
産

業
、

食
と

い
っ

た
要

素
を

取
り

入
れ

た
「

イ
ン

フ
ラ

わ
く

わ
く

ツ
ア

ー
」

の
実

施
を

地
域

と
連

携
し

て
推

進
す

る
。

○
農

山
漁

村
の

所
得

向
上

と
地

域
の

活
性

化
を

図
る

農
泊

（
渚

泊
）

、
み

な
と

オ
ア

シ
ス

に
お

け
る

交
流

イ
ベ

ン
ト

等
、

地
域

資
源

を
活

か
し

た
取

組
を

促
進

す
る

。

小
樽

港
（
小

樽
市

）
の

見
学

の
様

子

（
２

）
世

界
に

通
用

す
る

魅
力

あ
る

観
光

地
域

づ
く

り

【
イ

ン
フ

ラ
ツ

ー
リ

ズ
ム

】
【
み

な
と

オ
ア

シ
ス

】
北

前
船

競
漕

大
会

(み
な

と
オ

ア
シ

ス
江

差
)の

様
子

【
農

泊
（
渚

泊
）
】

農
泊

モ
ニ

タ
ー

ツ
ア

ー
で

の
チ

ー
ズ

づ
く
り

（
鶴

居
村

）
の

様
子

※
写

真
は

令
和

元
年

以
前

の
も

の
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４
強

靱
で

持
続

可
能

な
国

土
の

形
成
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○
平

成
3
0
年

９
月

６
日

に
発

生
し

た
北

海
道

胆
振

東
部

地
震

は
大

震
度

７
を

観
測

し
、

大
規

模
な

土
砂

災
害

や
河

道
閉

塞
、

農
地

・
農

業
用

施
設

へ
の

土
砂

堆
積

や
損

傷
な

ど
の

甚
大

な
被

害
を

及
ぼ

し
た

た
め

、
早

期
の

復
旧

・
復

興
を

図
る

。

北
海

道
胆

振
東

部
地

震
か

ら
の

復
旧

・
復

興

○
日
高
幌
内

川
に
て
大
規
模
な
河
道
閉
塞
が
発
生
、
チ
ケ
ッ
ペ
川
・
東
和
川
に
て
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
が
発
生
。

○
農
地
・
農

業
用
施
設
へ
の
土
砂
堆
積
や
損
傷
、
林
地
の
大
規
模
崩
壊
や
林
道
の
損
傷
、
農
作
物
等
の
被
害
が
発
生
。

○
国
が
造
成

し
た
農
業
水
利
施
設
の
う
ち
、
水
源
の
厚
真
ダ
ム
で
余
水
吐
（
大
雨
時
に
洪
水
を
流
す
水
路
）
に
倒
木
や
土
砂
が
流
入
し
た
ほ
か
、

用
水
路
等

に
甚
大
な
被
害
が
発
生
。

【
施

設
の

主
な

被
害

状
況

】

○
北
海
道
知
事
の
要
請
を
受
け
、
新
た
に
国
直
轄
の
砂
防
事
業
と
し
て
土
砂
災
害
対
策
を
推
進
す
る
た

め
、

平
成
3
0
年
1
0
月

２
日

に
「

厚
真
川

水
系

土
砂
災

害
復
旧
事
業
所
」
を
設
置
、
体
制
強
化
の
た
め
平
成
3
1
年
４
月
１
日
に
「
厚
真
川
水
系
砂
防
事
業
所
」
へ
改

編
。

○
令
和
２
年
４
月
１
日
に
「
胆
振
東
部
農
業
開
発
事
業
所
」
を
「
胆
振
農
業
事
務
所
」
に
格
上
げ
す
る

と
と

も
に
、

復
旧

要
員
を

増
員

。
○
道
路
、
河
川
、
港
湾
、
農
地
・
農
業
水
利
施
設
、
治
山
施
設
の
応
急
復
旧
は
完
了
。
ま
た
道
路
、
港

湾
に

お
い
て

は
本

復
旧
も

完
了

。
○
富
里
浄
水
場
の
本
復
旧
が
令
和
２
年
７
月
に
完
了
。

○
日
高
幌
内
川
等
に
つ
い
て
は
、
河
道
内
に
堆
積
し
た
不
安
定
土
砂
等
の
再
移
動
に
よ
る
二
次
災
害
の

防
止

を
図
る

た
め

、
引
き

続
き

特
定
緊

急
砂

防
事
業

に
よ
る
施
設
の
恒
久
対
策
を
推
進
中
。

○
農
地
の
復
旧
は
お
お
む
ね
完
了
し
、
営
農
を
継
続
中
。
厚
真
ダ
ム
な
ど
の
本
復
旧
を
推
進
中
。

○
治
山
施
設
の
災
害
復
旧
等
事
業
は
令
和
２
年
度
、
林
道
は
令
和
３
年
度
完
了
予
定
。
引
き
続
き
、
治

山
事

業
・
森

林
整

備
事
業

に
よ

る
復
旧

等
を

推
進
中

。

【
取

組
】

被
災
後

日
高

幌
内

川
に

お
け

る
対

策
工

農
地

・
農

業
水

利
施

設
の

復
旧

状
況

農
業
用
水

路
の
復
旧

状
況

日
高

幌
内

川
で

は
、

山
腹
崩

壊
の
発
生

に
よ
り

大

規
模

な
河

道
閉

塞
が

発
生
。

対
策

後

被
災
２
年
後
（
令
和
２
年
６
月
）

（
１

）
激

甚
化

・
多

様
化

す
る

災
害

へ
の

対
応

と
安

全
・

安
心

な
社

会
基

盤
の

形
成

水
路

工
の

整
備

砂
防

堰
堤

工
の

整
備

砂
防

堰
堤

工

水
路

工

対
策
後

H
3
1
.３

末
融

雪
水

を
安

全
に

流
す

水
路

工
（
緊

急
対

策
）
が

完
成

※
引

き
続

き
、

恒
久

対
策

を
実

施
中

被
災
後

調
査
員

既
設
砂
防
堰
堤

閉
塞
部
の

⻑
さ
約
1,
10
0m

⾼
さ
約
50
ｍ

斜
面
崩
壊
部
の
移
動
距
離

約
35
0m

斜
面
崩
壊
の
幅

約
40
0m

被
災
後
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【
取

組
】

○
北
村
遊
水

地
石
狩
川
下

流
域
の
根
幹
的
な

治
水
対
策

と
し
て
、
北
村
遊

水
地
の
整

備
を
推
進
。

北
村
遊
水
地
（
岩
見
沢
市
）

北
村
遊
水
地

工
事

中
の
平

取
ダ

ム
（

平
取

町
）

○
平
取
ダ
ム

沙
流
川
の
洪
水
被
害
の
軽
減

等
の
た
め
、
平
取
ダ
ム
の
建

設
を
推
進
。

（
令
和
３
年
度
完
成
予
定
）

○
気

候
変

動
等

に
伴

う
水

害
・

土
砂

災
害

の
激

甚
化

・
頻

発
化

に
備

え
る

た
め

、
こ

れ
ま

で
の

河
川

管
理

者
等

に
よ

る
対

策
だ

け
で

な
く

、
流

域
に

関
わ

る
あ

ら
ゆ

る
関

係
者

※
が

流
域

全
体

で
取

り
組

む
｢
流

域
治

水
｣
を

推
進

す
る

。
※
国
・
道
・
市
町
村
・
企
業
・
住
民
等

○
｢流

域
治

水
｣
の

考
え

方
に

基
づ

き
、

堤
防

整
備

、
遊

水
地

の
整

備
、

ダ
ム

建
設

・
再

生
等

の
治

水
対

策
等

を
よ

り
一

層
加

速
す

る
と

と
も

に
、

施
設

の
能

力
を

上
回

る
洪

水
の

頻
発

化
等

を
踏

ま
え

、
ハ

ー
ド

・
ソ

フ
ト

一
体

の
事

前
防

災
対

策
を

推
進

す
る

。

○
平
成
28
年
８
月
の
北
海
道
大
雨
激
甚
災
害
で
は
、
北
海
道
に
４
つ
の
台
風
が
上
陸
又
は
接
近
し
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
な
ど
、

近
年
、
激
甚
な
水
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
。

○
気
候
変
動
に
よ
る
水
害
・
土
砂
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
に
対
し
、
外
力
の
増
大
に
対
す
る
整
備
の
ス
ピ
ー
ド
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
戦
後

大
規
模
の
洪
水
に
対
応
す
る
た
め
の
堤
防
整
備
、
ダ
ム
建
設
・
再
生
等
の
ハ
ー
ド
対
策
の
加
速
化
と
と
も
に
流
域
全
体
で
の
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

【
現

状
・

背
景

】

○
ダ
ム
再
生

既
設
ダ
ム
の
有
効
活
用
の
た

め
、
新
桂
沢
ダ
ム
（
既
存
ダ

ム
の
か
さ
上
げ
）
の
整
備
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
「
ダ

ム
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
策
定
後
、

初
の
新
規
事
業
と
し
て
平
成

3
0
年
度
か
ら
雨
竜
川
ダ
ム
再

生
事
業
、
令
和
元
年
度
か
ら

佐
幌
ダ
ム
再
生
事
業
の
実
施

計
画
調
査
に
着
手
。

雨
竜
川
ダ

ム
再

生
事

業
（

雨
竜

第
二

ダ
ム

（
幌

加
内

町
）

）
（

堤
体

か
さ

上
げ

・
容

量
振

替
予

定
）

○
中
小
河
川

北
海
道
に
お
い

て
緊
急
的
・

集
中
的
に
治
水

機
能
の
強
化

を
図
る
緊
急
治

水
対
策
と
し

て
、
「
河
川
災

害
復
旧
等
関

連
緊
急
事
業
」

(
平
成
3
0
年

度
～
令
和
４
年

度
)
に
よ
る

河
道
掘
削
等
を

引
き
続
き
実

施
し
、
浸
水
家

屋
・
浸
水
農

地
の
解
消
を
図

る
。

家
屋
の
浸
水

水
田
の
浸
水

喜
楽
橋
付
近

ペ
ー
パ
ン

川
（
旭
川

市
）
の

浸
水
被
害

状
況

（
平
成

30
年

７
月

）

（
１

）
激

甚
化

・
多

様
化

す
る

災
害

へ
の

対
応

と
安

全
・

安
心

な
社

会
基

盤
の

形
成

大
規

模
水

害
・

土
砂

災
害

に
備

え
た

治
水

対
策

の
推

進
①
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【
取

組
】

大
規

模
水

害
・

土
砂

災
害

に
備

え
た

治
水

対
策

の
推

進
②

○
気

候
変

動
に

よ
り

激
甚

化
・

頻
発

化
す

る
高

潮
等

に
対

す
る

安
全

度
の

向
上

を
図

る
た

め
、

海
岸

保
全

施
設

の
整

備
等

、
事

前
防

災
対

策
を

推
進

す
る

。

○
全
国
で
高
潮
等
に
よ
る
家
屋
被
害
等
が
発
生
し
て
い
る
と
と
も
に
、
気
候
変
動
に
よ
る
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い

の
巨
大
地
震
・
津
波
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

【
現

状
・

背
景

】

民
族
共
生
象
徴
空
間
（
ウ
ポ
ポ
イ
）
の
関
連
区
域
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
ヨ
コ
ス
ト
湿
原
・

海
岸
を
含
む
胆
振
海
岸
等
に
お
い
て
、
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
を
推
進
。

【
取

組
】

○
胆
振
海
岸

海
岸
保
全
事
業

白
老
町
市
街
地
や
主
要
交
通
網
（
国
道
3
6
号
、
Ｊ
Ｒ
室
蘭
本
線
）
等
の
高
潮
等
に
よ
る

浸
水
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
人
工
リ
ー
フ
を
整
備
し
、
安
全
度
の
向
上
を
図
る
。

十
勝
川
水
系
戸
蔦
別
川
第
２
号
砂
防
堰
堤
（
帯
広
市
）

○
土
砂
災
害

対
策

土
砂
災
害

や
流
木
被
害
の

発
生
に
備

え
、
砂
防
堰
堤

や
流
路
拡

幅
等
の
整
備
を

推
進
。

○
火
山
噴
火
対
策

火
山
噴
火
の
発
生
に
備
え
、

火
山
泥
流
に
よ
る
被
害
を

防
止
・
軽
減
す
る
砂
防
堰

堤
等
の
整
備
を
推
進
。

樽
前
山
覚
生
川
２
号
砂
防
堰
堤
（
苫
小
牧
市
）

（
１

）
激

甚
化

・
多

様
化

す
る

災
害

へ
の

対
応

と
安

全
・

安
心

な
社

会
基

盤
の

形
成

海
岸

保
全

対
策

の
推

進
（

胆
振

海
岸

等
）

ウ
ポ

ポ
イ

関
連

区
域

（
ヨ

コ
ス

ト
湿

原
・
海

岸
）

ウ
ポ

ポ
イ

中
核

区
域

白
老

駅

白
老

下
水

終
末

処
理

場

白
老

市
街

地

と
っ

た
べ

つ
お

ぼ
っ
ぷ
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千
歳
川

○
平

成
2
8
年

８
月

、
観

測
史

上
初

め
て

北
海

道
に

４
つ

の
台

風
が

上
陸

・
接

近
し

、
十

勝
川

や
常

呂
川

等
で

は
堤

防
決

壊
に

よ
る

氾
濫

等
が

発
生

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

、
市

街
地

や
農

地
、

道
路

や
鉄

道
等

が
甚

大
な

被
害

を
受

け
た

。
国

内
大

の
食

料
供

給
基

地
に

お
け

る
被

害
は

、
農

産
物

の
価

格
高

騰
な

ど
、

全
国

に
も

影
響

を
及

ぼ
し

た
。

出
典
：
農
林
水
産
省
「
作
物
統
計
」
（
平
成
2
9
年
）

北
海
道
産
農
産
物
の
全
国
シ
ェ
ア

【
事
例
】
北
海
道
産
農
産
物
の

全
国
シ
ェ
ア
と
全
国
へ
の
影
響

・
北
海
道
に
は
全
国
シ
ェ
ア
の

過
半
数
を
占
め
る
農
作
物
が

多
数
あ
り
、
災
害
の
発
生
に

よ
っ
て
全
国
の
価
格
が
高
騰

す
る
な
ど
影
響
が
大
き
い
。

全
国

へ
の

影
響

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

40
0

1
6

11
16

21
26

31
5

10
15

20
25

30
８

月
９

月
（
平

成
28

年
）

Ｈ
２

７
に

ん
じ

ん
価

格

Ｈ
２

８
に

ん
じ

ん
価

格

Ｈ
28
災
害

発
生

Ｈ
27
価
格

約 ２ 倍

出
典
：
農
林
水
産
省

「
青
果
物
卸
売
市
場
調
査
」
（
日
別
）

全
国
主
要
卸
売
市
場
の
に
ん
じ
ん
価
格
の
推
移

（
平
成
2
7
年
－
平
成
2
8
年
比
較
）

円／㎏

小
麦

大
豆

ば
れ

い
し

ょ

小
豆

た
ま

ね
ぎ

秋
に

ん
じ

ん

6
1
万

t
(6

7
％

)

1
0
万

t
(4

0
％

)
1
8
8
万

t
(7

8
％

)

1
9
万

t
(9

0
％

)
8
0
万

t
(6

5
％

)

5
.0

万
t

(9
4
％

)

全
国

生
産

9
1
万

t
全

国
生

産
2
5
万

t
全

国
生

産
2
4
0
万

t

全
国

生
産

5
.3
万

t
全

国
生

産
1
23
万

t
全

国
生

産
2
1
万

t

空
知
川
の
被
災
状
況

・
堤
防
決
壊
２
箇
所
、
被
災
2
1
6
戸
、
浸
水
面
積
約
2
0
0
h
a

北
見

市
常

呂
町

日
吉

地
区

の
冠

水
被

害
状

況
・
冠

水
し

た
主

な
作

物
：
て

ん
さ

い
、

ば
れ

い
し

ょ
、

た
ま

ね
ぎ

た
ま
ね
ぎ

【
事

例
】

北
海

道
で

の
大

規
模

自
然

災
害

は
全

国
に

大
き

な
影

響
（

平
成

28
年

８
月

北
海

道
大

雨
激

甚
災

害
で

の
例

）

（
１

）
激

甚
化

・
多

様
化

す
る

災
害

へ
の

対
応

と
安

全
・

安
心

な
社

会
基

盤
の

形
成

－ 40 －



○
整

備
を

超
え

る
ス

ピ
ー

ド
で

進
行

す
る

気
候

変
動

に
対

応
す

る
た

め
、

気
候

変
動

適
応

型
の

水
災

害
対

策
へ

の
転

換
を

推
進

す
る
。

気
候

変
動

を
踏

ま
え

た
ハ

ー
ド

・
ソ

フ
ト

一
体

と
な

っ
た

水
災

害
対

策

第
１
回

北
海

道
地

方
に

お
け

る
気

候
変

動
を

踏
ま

え
た

治
水

対
策

技
術

検
討

会
（

令
和

元
年

７
月

）

○
平
成
2
8
年
８
月
の
北
海
道
大
雨
激
甚
災

害
を
契
機
と
し
て
、
北
海
道
開

発
局
は
、
北
海
道
や
有
識
者
と
協
働
し
て
気
候
変
動
に
伴
う
リ
ス
ク
評

価
を
検
討
。

○
令
和
２
年
５
月
に
は
、
気
候
予
測
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
デ
ー
タ
と
い
っ
た

新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
い
て
、

気
候
変
動
に
よ
る
降
雨
量
、
河

川
流
量
、
浸
水
頻
度
等
の
リ
ス

ク
の
変
化
を
評
価
し
、
こ
の
リ

ス
ク
に
基
づ
く
適
応
策
等
を
ま

と
め
た
「
中
間
と
り
ま
と
め

（
案
）
」
を
公
表
。

○
上
記
の
検
討
結
果
等
を
活
用
し

て
、
河
川
整
備
計
画
の
見
直
し

を
推
進
。

（
１

）
激

甚
化

・
多

様
化

す
る

災
害

へ
の

対
応

と
安

全
・

安
心

な
社

会
基

盤
の

形
成

北
海
道
北
部
、
北
海
道
南
部
、

九
州
北
西
部

1.
15

1.
4

そ
の
他
1
2
地
域

1.
1

1.
2

＜
暫

定
値

＞

○
近
年
、
北
海
道
に
お
い
て
も
、
短
時
間
に
強
い
降
雨
の
発
生
頻
度
が
増
加
。

○
北
海
道
は
、
全
国
の
他
の
地
域
と
比
べ
て
気
候
変
動
の
影
響
が
大
き
く
、
世
界
の
平
均
気
温
が

２
℃
上
昇
し
た
場
合
の
降
雨
量
が
1
.
1
5
倍
、
４
℃
上
昇
し
た
場
合
は
1
.
4
倍
に
な
る
と
試
算
さ

れ
、
将
来
に
お
け
る
降
雨
量
の
変
化
倍

率
が
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

○
こ
れ
ま
で
の
治
水
計
画
は
過
去
の
降
雨
等
に
基
づ
い
て
作
成
し
て
き
た
が
、
気
候
変
動
の
影
響

に
よ
る
降
雨
量
の
増
大
等
に
よ
り
、
現

在
の
計
画
に
よ
る
整
備
が
完
了
し
て
も
必
要
な
安
全
度

が
確
保
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。

出
典

：
気

候
変

動
を
踏

ま
え
た
治

水
計

画
の

あ
り
方

提
言

（
令

和
元

年
1
0
月

国
土

交
通

省
）

２
℃
上
昇

４
℃
上
昇

【
現

状
・

背
景

】

降
雨

量
の

変
化

倍
率

【
取

組
】

～
気
候
変
動
に
よ
る
影
響
（
十
勝
川
中
流
部
の
事
例
）
～

出
典

：
北

海
道

地
方

に
お
け
る
気

候
変

動
を
踏

ま
え
た
治

水
対

策
技

術
検

討
会

（
中

間
と
り
ま
と
め
）
（
令

和
２
年

５
月

）

・
帯

広
地

点
の

概
ね

15
0年

に
1回

程
度

起
こ
る
降

水
量

は
、
２
℃

上
昇
時

に
1.

1倍
、

４
℃

上
昇

時
に

1.
4倍

に
増
加

・
洪

水
ピ
ー
ク
流

量
は

、
２
℃

上
昇
時
に

1.
3倍

、
４
℃

上
昇
時
に

1.
7倍

に
増
加

こ
れ
ま
で

の
気
候

将
来
予
測

さ
れ
る

気
候
（
４

℃
上
昇
）

※
リ
ス
ク
の

変
化

例

（
十

勝
川

中
流

部
の

年
平

均
想

定
被

害
額

の
変

化
）

被
害

額
5.

8倍

14
 12

 7 40
 17

 13
 17

 33
 11

 9 

28
 21

 28
 16

 21
 5 38

 21
 14

 15
 18

 20
 27

 16
 15

 19
 11

 14
 36

 23
 17

 7 46
 32

 38
 51

 26
 33

 52
 34

 6 
6 

0102030405060

1978
1979
1980
1981
1982
1983
1984
1985
1986
1987
1988
1989
1990
1991
1992
1993
1994
1995
1996
1997
1998
1999
2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016
2017
2018
2019

道
内

ア
メ
ダ
ス

10
0地

点
当
た
り
の

時
間

30
m

m
以

上
の

降
雨
発

生
回
数

1
9
7
8～

19
8
7

平
均

1
7回

2
0
1
0～

20
1
9

平
均

3
2回

約
２
倍 出

典
：
（
一

財
）
日

本
気

象
協

会
北

海
道

支
社

資
料

よ
り
北

海
道

開
発

局
作

成
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○
近

年
、

北
海

道
を

含
め

全
国

各
地

で
大

規
模

な
自

然
災

害
が

頻
発

し
、

さ
ら

に
北

海
道

に
お

い
て

は
日

本
海

溝
・

千
島

海
溝

沿
い

の
巨

大
地

震
の

発
生

が
切

迫
し

て
い

る
た

め
、

激
甚

化
・

多
様

化
す

る
自

然
災

害
に

対
す

る
早

期
の

防
災

対
策

を
推

進
す

る
。

日
本

海
溝

・
千

島
海

溝
沿

い
の

巨
大

地
震

な
ど

の
地

震
・

津
波

の
発

生
に

備
え

た
対

策
の

推
進

①

○
令
和
２
年
４
月
に
内
閣
府
の
検
討
会
に
お
い
て
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
モ
デ
ル
に
よ
る
想
定
津
波
高
が
公
表
さ
れ
、
国
に
お
い
て

地
震
・
津
波
に
よ
る
被
害
想
定
・
防
災
対
策
の
検
討
、
北
海
道
に
お
い
て
津
波
浸
水
想
定
の
検
討
を
実
施
中
。

○
北
海
道
に
お
い
て
は
、
冬
期
に
地
震
・
津
波
が
発
生
し
た
場
合
、
マ
イ
ナ
ス
2
0
度
を
下
回
る
低
温
や
積
雪
、
風
雪
、
流
氷
な
ど
に
よ
り
応
急
・
復
旧

活
動
が
妨
げ
ら
れ
避
難
生
活
が
困
難
に
な
る
な
ど
、
被
害
の
増
大
が
想
定
さ
れ
る
。

○
地
震
・
津
波
に
よ
る
被
害
や
社
会
的
影
響
を

小
限
に
抑
え
る
た
め
、

新
の
被
害
想
定
を
踏
ま
え
、
各
分
野
に
お
い
て
地
震
・
津
波
対
策
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
。

【
現

状
・

背
景

】

（
１

）
激

甚
化

・
多

様
化

す
る

災
害

へ
の

対
応

と
安

全
・

安
心

な
社

会
基

盤
の

形
成

出
典

：
政

府
地

震
調

査
研

究
推

進
本

部
Ｈ

Ｐ
令

和
２

年
１

月
24

日
公

表

※
地
震
活
動
の
長
期
評
価
に
よ
る
と
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
超
巨
大
地
震
（
Ｍ
8
.
8
程
度
以
上
）
や

巨
大
地
震
（
Ｍ
7
.
8
～
8
.
5
程
度
）
等
の
地
震
の
発
生
が
切
迫
し
て
い
る
。

※
検
討
し
た
津
波
断
層
モ
デ
ル
を
も
と
に
、
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、

沿
岸
で
の
津
波
の
高
さ
や
浸
水
範
囲
を
推
計

○
大
沿

岸
津
波
高

（
主

な
箇
所

を
抜
粋

）
鹿

部
町

：
12
.0
m

え
り
も

町
：

2
7
.
9
m

豊
頃

町
：

25
.0
m

釧
路

町
：

27
.3
m

厚
岸

町
：

21
.4
m

根
室

市
：

22
.0
m

千
島

海
溝

の
1
7
世

紀
型

Ｍ
８

．
８

程
度

以
上

Ⅲ
ラ

ン
ク

根
室

沖
か

ら
色

丹
島

沖
及

び
択

捉
島

沖
Ｍ

８
程

度
Ⅲ

ラ
ン

ク

十
勝

沖
Ｍ

８
程

度
Ⅱ

ラ
ン

ク

【
千

島
海

溝
の

過
去

の
M

8
程

度
の

地
震

例
】

1
8
4
3
年

：
根

室
沖

1
8
9
4
年

：
根

室
沖

1
9
5
2
年

：
十

勝
沖

1
9
7
3
年

：
根

室
沖

2
0
0
3
年

：
十

勝
沖

流
氷

等
に

よ
り

破
壊

さ
れ

た
家

屋
（
1
9
5
2
年

十
勝

沖
地

震
）

出
典

：
浜

中
町

役
場

冬
の

避
難

の
様

子
（
1
9
5
2
年

十
勝

沖
地

震
）

出
典

：
浜

中
町

役
場

想
定

さ
れ

る
沿

岸
で

の
津

波
の

高
さ

（
北

海
道

）
主

な
海

溝
型

地
震

の
評

価
結

果
（
地

震
発

生
確

率
）

出
典

：
内

閣
府

H
P

防
災

情
報

ペ
ー

ジ
日

本
海

溝
・
千

島
海

溝
沿

い
の

巨
大

地
震

モ
デ

ル
検

討
会

令
和

２
年

４
月

2
1
日

公
表

青
森

県
西

方
沖

か
ら

北
海

道
西

方
沖

Ｍ
７

．
５

～
Ｍ

７
．

８
程

度
Ⅰ

ラ
ン

ク

冬
期

災
害

事
例

【
千

島
海

溝
の

1
7
世

紀
型

の
地

震
例

】
1
7
世

紀
：
十

勝
沖

か
ら

根
室

沖

北
海

道
北

西
沖

Ｍ
７

．
８

程
度

Ⅰ
ラ

ン
ク

Ⅲ
ラ
ン
ク
（
高
い
）
：

3
0
年
以
内
の
地
震
発
生
確
率
2
6
％

以
上

Ⅱ
ラ
ン
ク
（
や
や
高
い
）
：

3
0
年
以
内
の
地
震
発
生
確
率
が
3

～
2
6
％
未
満

Ⅰ
ラ
ン
ク
：

3
0
年
以
内
の
地
震
発
生
確
率
が

3
％
未
満

Ｘ
ラ
ン
ク
：

地
震
発
生
確
率
が
不
明

（
過
去
の
地
震
の
デ
ー
タ
が
少
な
い

た
め
、
確
率
の
評
価
困
難
）

ラ
ン

ク
の

算
定

基
準

は
２

０
２
０

年
１
月

１
日

凡
例

【
Ⅲ

ラ
ン

ク
、

Ⅱ
ラ

ン
ク

、
Ⅰ

ラ
ン
ク
、

Ｘ
ラ
ン

ク
の

い
ず

れ
も

、
す

ぐ
に

地
震

が
起
こ
る

こ
と
が

否
定

で
き

な
い

】

※
北

海
道

関
連

抜
粋
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■
津

波
被

害
軽

減
対
策

A

A
’

津
波

浸
水

回
避

が
可

能

樋
門

遠
隔

操
作

化

【津
波
浸
水
予
測
（
最
大
浸
水
深
）
】

既
存

林
帯

減
勢
堀

【
海

岸
防

災
林

を
整

備
（
白

糠
町
）
】

津
波

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

減
衰
や

漂
流
物
の

捕
捉

等
の

効
果

が
期

待
。

減
勢
盛
土

・
植
栽

（
A
-
A
’
断
面
）

津
波

浸
水

津
波

浸
水

を
回

避
《
国

道
4
4
号

》
《
釧

路
外

環
状

道
路

》

A
’

A

至
釧
路
東
IC

至
釧
路
⻄
IC

＜
防

災
ひ
ろ
ば

と
釧

路
外

環
状

道
路

と
の

連
絡

路
＞

■
支

援
ル

ー
ト
・
避

難
ル

ー
ト
の
整
備

釧
路
町

防
災
ひ
ろ
ば

釧
路
周
辺
の
地
震
・
津
波
対
策
事
例

【
津
波
浸
水
域
を
回
避
す
る
高
規
格
幹
線
道

路
（
釧
路

外
環

状
道

路
）
】

国
道
4
4
号
釧
路
東
I
C付

近
の
津
波
浸
水
回
避
が
可
能
と
な
り
、

災
害
時
に
お
け
る
迅
速
な
避
難
及
び
救
援
活

動
が

可
能

。

【
橋
梁
の
耐
震
補
強
（
国
道
3
8
号
釧
路
大
橋
）
】

地
震
後
、
橋
と
し
て
の
機
能
を
速
や
か
に
回

復
で

き
支
援
ル
ー
ト
や
避
難
ル
ー
ト
と
し
て
活
用
が

可
能

。

【
避
難
施
設
と
高
規
格
幹
線
道
路
の
連
絡
路
(
釧
路
外
環
状
道
路
)
】

住
民

が
避
難

し
た
防

災
ひ

ろ
ば

か
ら
、
傷

病
者

や
物

資
の
搬
送

用
の

緊
急

輸
送
路

と
し
て

釧
路

外
環

状
道
路
の

使
用

が
可

能
。

各
分

野
に
お

け
る

地
震

・
津

波
対

策
を

総
合

的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
避
難
活
動
、
支
援
活
動
及
び
発
災
後

の
社

会
経

済
活

動
の

継
続

に
必

要
な

人
流

・
物

流
を

支
え

る
社

会
基

盤
を

効
果

的
に

形
成

す
る

と
と

も
に

、
そ
の
社
会
基
盤
を
利
活
用
し
た
災
害
対
応
力
を
強
化
。

【
取

組
】

○
津
波
等

の
浸
水
域
を
回
避
す
る
高
規
格
幹
線
道
路
等
の
整
備
を
推
進
（
北
海
道
横
断
自
動
車

道
(
本
別
～
釧
路
)
、
日
高
自
動
車
道
(
厚
賀
静
内
道
路
)

等
）
。

○
市
町
村
に
よ
る
避
難
施
設
の
整
備
等
と
連
携
し
、
避
難
路
や
道
路
の
高
架
区
間
等
を
活
用
し

た
津
波
等
か
ら
の
浸
水
避
難
対
策
を
推
進
。

○
北
海
道
の
国
が
管
理
す
る
緊
急
輸
送
道
路
上
の
橋
梁
耐
震
化
率
は
約
７
割
で
あ
り
、
引
き
続

き
巨
大
地
震
の
発
生
確
率
が
高
い
地
域
を
中
心
と
し
て

緊
急
輸
送
道
路
上
の
橋
梁
の
耐
震
補
強
を
優
先
し
て
推
進
。

○
空
港
・
港
湾
・
漁
港
施
設
の
耐
震
・
津
波
対
策
の
強
化
、
河
川
管
理
施
設
の
河
川
津
波
遡
上

対
策
等
、
海
岸
保
全
施
設
の
津
波
・
高
潮
対
策
の
強
化
、

治
山
事
業
に
よ
る
海
岸
防
災
林
の
整
備
等
を
推
進
。

○
令
和
２
年
３
月
に
北
海
道
太
平
洋
側
地
域
に
お
け
る
道
路
啓
開
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
を
踏

ま
え
た
防
災
訓
練
等
を
実
施
。

○
大
規
模
地
震
・
津
波
を
想
定
し
た
港
湾
に
お
け
る
緊
急
物
資
輸
送
訓
練
等
の
総
合
訓
練
、
港

湾
Ｂ
Ｃ
Ｐ

※
の
改
善
等
を
実
施
。

※
港
湾
Ｂ
Ｃ
Ｐ
：
災
害
時
に
お
い
て
も
、
港
湾
の
重
要
な
機
能
を
最
低
限
維
持
で
き
る
よ
う
、
発
災
後
の
具
体
的
な
対
応
手

順
等
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
関
係
者
間
で
作
成
し
た
計
画
の
こ
と
。

【
樋

門
遠

隔
操

作
化

（
新

釧
路

川
）

】
津

波
発
生

時
の

迅
速

な
閉

扉
操

作
に

よ
り

、
津

波
に
よ

る
浸

水
被

害
軽

減
効

果
が

期
待

。

（
１

）
激

甚
化

・
多

様
化

す
る

災
害

へ
の

対
応

と
安

全
・

安
心

な
社

会
基

盤
の

形
成

【
北

海
道
道

路
啓
開
計

画
（

初
版

）
（
Ｒ
２

年
３

月
）

】
※

各
道

路
管
理

者
が
相
互

に
連

携
し

、
迅
速
に

道
路

啓
開

の
実
施
が

可
能

。
※
北
海
道
道
路
啓
開
計
画
検
討
協
議
会
策
定

日
本

海
溝

・
千

島
海

溝
沿

い
の

巨
大

地
震

な
ど

の
地

震
・

津
波

の
発

生
に

備
え

た
対

策
の

推
進

②
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○
災
害

に
強
い
国
土
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
・
機
能

強
化

す
る
た
め
、
高
規
格
幹
線
道
路
や
並
行
す
る
一
般
国
道

等
の

整
備
、
橋
梁
や
河
川
に
隣
接
す
る
道
路
構
造
物
の
流
失

防
止

対
策
、
法
面
・
盛
土
の
土
砂
災
害
防
止
対
策
を
推
進

し
、

多
重
性
・
代
替
性
を
向
上
。

【
取

組
】

○
近
年
、
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
激
甚
な
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
。

○
平
成
2
8
年
８
月
の
北
海
道
大
雨
激
甚
災
害
で
は
、
国
道
2
7
4
号
日
勝
峠
を
は
じ

め
と
す
る
幹
線
道
路
に
お
い
て
橋
梁
の
流
失
や
損
傷
が
発
生
す
る
な
ど
、
道
央

と
道
東
を
結
ぶ
幹
線
道
路
が
多
数
被
災
し
た
が
、
道
東
自
動
車
道
の
迅
速
な
復

旧
に
よ
り
、
道
央
と
道
東
を
結
ぶ
輸
送
ル
ー
ト
を
確
保
し
た
。

【
現

状
・

背
景

】

＜
H
28

.
8.

3
1＞

＜
H
2
8
.
9
.
1

道
東

自
動

車
道

復
旧

後
＞

○
大

規
模

災
害

時
に

お
い

て
、

救
援

や
緊

急
物

資
輸

送
を

支
え

る
と

と
も

に
、

甚
大

な
社

会
的

影
響

を
回

避
す

る
た

め
、

災
害

に
強

い
高

規
格

幹
線

道
路

等
の

整
備

を
推

進
す

る
。

災
害

時
の

救
援

や
緊

急
物

資
輸

送
を

支
え

る
道

路
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

・
平
成
2
8
年
８
月

の
北
海
道
大
雨
激
甚
災
害
で
は
、
国
道
2
7
4
号

日
勝
峠
は
、
道

路
本
体
の
崩
壊
が
多
数
発
生
。

・
被
災
後
は
道
央

と
道
東
を
結
ぶ
鉄
道
が
不
通
、
多
く
の
道
路
が

通
行
止
め
と
な

っ
た
が
、
道
東
自
動
車
道
の
被
災
後
約
２
日
間

で
の
迅
速
な
復

旧
に
よ
り
、
道
央
と
道
東
を
結
ぶ
唯
一
の
輸
送

ル
ー
ト
が
確
保

さ
れ
、
我
が
国
の
食
を
支
え
る
北
海
道
の
農
水

産
物
の
全
国
へ

の
輸
送
が
可
能
と
な
り
、
損
失
を
回
避
。

災
害
時
に
お
け
る
道
路
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
事
例

【
国

道
2
7
4
号

日
勝

峠
の

被
災

箇
所

】

（
１

）
激

甚
化

・
多

様
化

す
る

災
害

へ
の

対
応

と
安

全
・

安
心

な
社

会
基

盤
の

形
成

被
災

当
初

の
通

行
止

め
区

間
(延

長
4
3.
8
k
m)

平
成

2
9年

1
0月

28
日

に
国

道
2
74
号

日
勝

峠
の

全
面

通
行

止
め

解
除

延
長

3
6.
1
k
m

帯
広
側
７
合
目

至
札
幌

H
2
9
.
3
.
3
1

通
行
止
め

解
除

H
2
8
.
9
.
2
3

通
行
止
め

解
除

至
帯
広

・
日
勝
峠
の
被
災
直
後
は
、
周
辺
の
国
道
４
路
線
に
加
え
、
道
東
自
動
車
道
も
通

行
止
め
に
な
り
、
道
央
と
道
東
を
結
ぶ
迂
回
路
は
旭
川
・
紋
別
自
動
車
道
又
は

え
り
も
岬
経
由
(
国
道
3
3
6
号
)
と
な
り
、
迂
回
時
間
が
約
３
時
間
増
加
。

・
被
災
か
ら
約
２
日
後
（
復
旧
着
手
か
ら
僅
か
2
4
時
間
後
）
に
は
道
東
自
動
車
道

が
復
旧
し
た
こ
と
で
、
道
央
と
道
東
を
結
ぶ
大
動
脈
を
確
保
。

＜
道
東
自

動
車
道
狩

勝
第
２

ト
ン
ネ
ル

坑
口
付

近
＞

【
道

東
自

動
車

道
の

早
期

復
旧

（
道

央
と

道
東

を
結

ぶ
大

動
脈

の
確

保
）
】

道
東

道
央

道
東

道
央

・
日
勝
峠
の
復
旧
に
お
い
て
は
、
調
査
段
階
で
ド
ロ
ー
ン
や
３
Ｄ
デ
ー
タ
作
成
シ
ス
テ
ム

等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
。
特
に
大
規
模
な
盛
土
崩
壊
が
生
じ
た
日
勝
峠
帯
広
側

７
合
目
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
の
活
用
に
よ
り
日
勝
峠
特
有
の
濃
霧
の
気
象
条
件

に
お
い
て
も
土
工
作
業
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
）
を
可
能
と
し
、
作
業
時
間
を
従
来
手
法
に
比

べ
て
約
８
割
に
短
縮
す
る
等
の
工
夫
を
行
っ
た
。

・
延
べ
約
9
.
5
万
人
の
作
業
入
場
者
の
連
携
に
よ
り
、
6
6
箇
所
も
の
道
路
災
害
の
復
旧
を
約

１
年
２
か
月
で
完
了
し
、
平
成
2
9
年
1
0
月
に
通
行
止
め
を
解
除
。

・
災
害
復
旧
完
了
後
も
引
き
続
き
、
道
路
防
災
対
策
を
推
進
し
、
生
産
空
間
を
支
え
る
道

路
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
靱
化
。

道
路

被
災

箇
所

(
全

6
6
箇

所
)

▲
国

道
27

4号
千

呂
露

橋
の

流
失
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99
.7

%

10
0.

0%

87
.4

%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

原
油

配
合

飼
料

原
料

…

パ
ル

プ
・
チ

ッ
プ

用
材

91
.0

%

97
.3

%

10
0.

0%

62
.9

%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

乳
製

品

生
乳

小
麦

米
類

○
高
潮
・
高
波
に
よ
る
港
湾
内
の
浸
水
、

施
設
損
壊
等
の
被
害
軽
減
を
図
る
た

め
、
港
湾
施
設
の
嵩
上
げ
・
補
強
等

を
推
進
。

○
暴
風
時
の
船
舶
の
避
難
に
必
要
な
水

域
を
確
保
す
る
た
め
の
防
波
堤
の
整

備
を
推
進
。

【
取

組
】

○
北
海
道
の

物
流
は
９
割
以
上
が
港
湾
を
経
由
す
る
海
上
輸
送
に
依
存
し
て
お
り
、
港
湾
は
食
関
連
産
業
等
の
基
幹
産
業
を
支
え
る
重
要
な
社
会
基
盤
。

○
近
年
、
全

国
的
に
、
高
潮
・
高
波
・
暴
風
に
よ
り
港
湾
及
び
そ
の
背
後
地
に
浸
水
等
の
被
害
が
発
生
し
、
我
が
国
の
社
会
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
事
例

が
発
生
し
て
い
る
。

【
現

状
・

背
景

】

○
港

湾
に

お
け

る
高

潮
・

高
波

・
暴

風
対

策
等

に
よ

り
海

上
輸

送
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
靱

化
を

推
進

す
る

。

社
会

経
済

を
支

え
る

海
上

輸
送

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

靱
化

（
１

）
激

甚
化

・
多

様
化

す
る

災
害

へ
の

対
応

と
安

全
・

安
心

な
社

会
基

盤
の

形
成

【
輸

送
機

関
別

分
担

率
（
北

海
道

～
道

外
）
（
ト

ン
ベ

ー
ス

）
】

【
輸

送
機

関
別

分
担

率
（
北

海
道

～
海

外
）
（
ト

ン
ベ

ー
ス

）
】

出
典

：
平

成
30

年
港

湾
統

計
（
年

報
）
、

平
成

30
年

空
港

管
理

状
況

調
書

出
典

：
平

成
30

年
度

貨
物

地
域

流
動

調
査

（
国

土
交

通
省

）

【
農

産
物

の
移

出
（
道

内
→

道
外

）
の

う
ち

海
運

に
よ

る
割

合
】

【
原

材
料

の
輸

入
（
海

外
→

国
内

）
の

う
ち

海
運

に
よ

る
割

合
】

出
典

：
木

材
需

給
表

・
食

料
需

給
表

（
農

林
水

産
省

）
、

原
油

バ
ラ

ン
ス

（
石

油
連

盟
）

出
典

：
農

畜
産

物
及

び
加

工
食

品
の

移
出

実
態

調
査

結
果

報
告

書
（
北

海
道

開
発

局
）

■
高

潮
・
高

波
対

策
に

よ
る

効
果

（
例

）

対
策

済
（
越

波
を

抑
制

）
未

対
策

（
激

し
い

越
波

）

■
高

潮
・
高

波
対

策
の

イ
メ

ー
ジ

海
運

99
.9

4%

航
空

0.
06

%

海
運

9
2
.4

2
%

鉄
道

7
.2

7
%

航
空

0
.3

1
%

国
内

物
流

は
海

運
が

９
割

超

国
際

物
流

は
海

運
が

ほ
ぼ

10
0%

北
海

道
54

%

栃
木 5%

熊
本 3%

群
馬 3%

岩
手 3%

そ
の

他
32

%

北
海

道
62

%

福
岡 7%

佐
賀 5%

群
馬 3%

愛
知 3%

そ
の

他
20

%

生
産
量

7
6
5
千
ト
ン

生
産
量

7
,
2
8
9
千
ト
ン

北
海
道
は

全
国

の
食
料

供
給

基
地

北
海

道
産

が
６

割
超

北
海

道
産

が
５

割
超

出
典

：
平

成
30

年
作

物
統

計
、

牛
乳

乳
製

品
統

計

生
乳

生
産

量
（
都

道
府

県
別

）

小
麦

生
産

量
（
都

道
府

県
別

）

施
設

の
補

強
・
嵩

上
げ
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○
近
年
、
北
海
道
に
お
い
て
も
、
集
中
豪
雨
や
地
震
に
よ
る
山
地
災
害
、
山
地
災

害
に
伴
う
樹
木
の
流
下
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
て
い
る
。
今
後
も
気
候
変
動
に

伴
う
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
山
地
防
災
力

の
強
化
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
切
迫
す
る
巨
大
地
震
や
津
波
に
よ

る
被
害
を
抑
え
る
た
め
、
海
岸
防
災
林
の
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
山
地
災
害
に
対
す
る
防
災
力
強
化
等
の
た
め
、
山
腹

工
等
の
治
山
施
設
の
設
置
や
保
安
林
の
整
備
、
治
山

ダ
ム
へ
の
流
木
捕
捉
機
能
の
付
加
等
の
流
木
災
害
対

策
、
津
波
被
害
軽
減
等
の
た
め
の
海
岸
防
災
林
整
備

等
を
推
進
。

【
斜
面

の
安

定
を

図
る

山
腹

工
】

【
流
木
捕

捉
機

能
を
持

っ
た

治
山
ダ

ム
】

【
海
岸
防

災
林

の
整
備

】

○
国

土
強

靱
化

に
向

け
て

、
豪

雨
や

地
震

等
に

対
す

る
山

地
防

災
力

等
の

強
化

の
た

め
、

荒
廃

山
地

の
復

旧
・

予
防

対
策

、
流

木
対

策
、

海
岸

防
災

林
の

整
備

等
を

推
進

す
る

。

山
地

防
災

力
等

の
強

化
に

向
け

た
治

山
対

策
の

推
進

（
１

）
激

甚
化

・
多

様
化

す
る

災
害

へ
の

対
応

と
安

全
・

安
心

な
社

会
基

盤
の

形
成

【
取

組
】

【
現

状
・

背
景

】

（
整
備
後
）
構
造
物
の
設
置
や
植
栽
等
に
よ
り
、
崩
壊
し
た
斜
面

を
復
旧
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
へ
の
荒
廃
拡
大
を
防
備
。

（
整

備
前
）

次
の

豪
雨

等
に

よ
り

崩
壊

が
拡
大

し
、
人

家
等

に
被

害
を

与
え

る
お

そ
れ
の

あ
る
荒

廃
山

地
。
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【
現

状
・

背
景

】
【

取
組

】
○
北
海
道
の
一
般
国
道
の
通
行
止
め

の
約
６
割
は
冬
期
に
発
生
し
て

い
る
。
平
成
3
0
年
３
月
の
大
雪
・

暴
風
雪
で
は
、
延
べ
2
6
路
線
4
5

区
間
の
通
行
止
め
が
発
生
し
た
。

○
近
年
「
人
命
に
関
わ
る
よ
う
な
暴

風
雪
や
大
雪
」
、
「
数
年
に
一

度
の
猛
吹
雪
」
が
発
生
し
て
お
り

、
北
海
道
特
有
の
冬
期
災
害
が

激
甚
化
し
て
い
る
。

○
冬
期
も
安
全
に
通
行
可
能
な
高
規
格
幹
線
道
路
等
の
整
備
や
、
一
般

国
道
等
の
現
道
に
お
け
る
防
雪
対
策
等
を
推
進
。

○
防
災
拠
点
化
し
た
「
道
の
駅
」
の
資
機
材
活
用
や
立
ち
往
生
車
両
へ

の
対
応
に
つ
い
て
防
災
訓
練
で
確
認
。

○
大
雪
・
暴
風
雪
時
の
情
報
発
信
を
強
化
。

【
H
3
0
.3
.1
～

4
に
発

生
し
た

激
甚

な
大

雪
・
暴
風

雪
災
害

】

○
冬

期
の

安
全

・
安

心
を

確
保

す
る

た
め

、
冬

期
災

害
に

備
え

、
代

替
性

確
保

の
た

め
の

高
規

格
幹

線
道

路
等

の
整

備
、

一
般

国
道

等
の

現
道

に
お

け
る

防
雪

対
策

、
防

災
訓

練
や

住
民

の
意

識
啓

発
等

を
推

進
す

る
。

【
一

般
国
道
の
現
道
に
お
け
る
吹
雪
対
策
事
例
】

【
立

ち
往

生
車
両

の
車
両

移
動
訓

練
】

【
道

の
駅
に
配
備
し
た
発
動
発
電
機

の
作

業
手
順

確
認
訓

練
】

（
道

の
駅

「
マ
リ
ー
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
岡

島
」
）

【
北

海
道

の
一
般
国

道
の

通
行
止

め
発

生
回

数
割
合

】
※

■
高

規
格

幹
線
道
路

の
整
備

等
■

防
災

訓
練

■
情

報
発

信

【
一

般
国

道
及
び
道

道
の

通
行

止
情
報

や
峠

画
像
を
ま
と
め
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
】

【
日

本
語
・
英
語
に
よ
り
道
路

情
報

板
で
通
行
止
め
や
気

象
情

報
を
発
信
】

地
図

上
で
規

制
箇

所
を
表

示

冬
期

災
害

に
備

え
た

対
策

の
推

進

(H
2
5
～
2
9
年
度
の
５
か
年
平
均
)

■
激

甚
な
冬

期
災

害
の
発

生

並
行

す
る
国

道
５
号

稲
穂

峠
で
発

生
し
た

立
ち
往

生
車

両

【
高

規
格
幹
線
道
路
の
事
業
例
（
倶
知
安
余
市
道
路
）
】

防
雪

柵
の

整
備

視
認

性
を
向

上
さ
せ

る
た
め
L
E
D
を

付
加

し
た
自

発
光

式
の

視
線

誘
導

標

延
べ

2
6
路

線
4
5
区

間
の

通
行

止
め
が

発
生

北
海
道
地

区
道
路
情

報
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ

ト

発
生
回
数

冬
5
7
5
回

発
生

回
数

夏
3
4
1
回

発
生

回
数

合
計

9
1
6
回

夏
期

：
大

雨
に
よ
る
土
砂

崩
落
等

冬
期

：
吹

雪
、
雪

崩
等

（
１

）
激

甚
化

・
多

様
化

す
る

災
害

へ
の

対
応

と
安

全
・

安
心

な
社

会
基

盤
の

形
成

※
北
海
道
開
発
局
調
べ
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○
災

害
発

生
時

に
お

け
る

被
災

地
の

支
援

の
た

め
、

Ｔ
Ｅ

Ｃ
－

Ｆ
Ｏ

Ｒ
Ｃ

Ｅ
（

緊
急

災
害

対
策

派
遣

隊
：

リ
エ

ゾ
ン

を
含

む
）

等
に

よ
り

、
被

害
拡

大
の

防
止

、
被

災
自

治
体

管
理

施
設

の
被

災
状

況
の

調
査

、
被

災
地

の
早

期
復

旧
等

に
対

す
る

技
術

的
な

支
援

を
円

滑
か

つ
迅

速
に

、
き

め
細

や
か

に
実

施
す

る
。

Ｔ
Ｅ

Ｃ
－

Ｆ
Ｏ

Ｒ
Ｃ

Ｅ
の

派
遣

等
に

よ
る

自
治

体
へ

の
支

援

○
近
年

、
全
国
で
毎
年
の
よ
う
に
甚
大
な
自
然
災
害
が
頻
発
し
、

大
き

な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、
気
候
変
動
の
影
響
に

よ
る

水
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
が
懸
念
さ
れ
、
日
本
海
溝
・

千
島

海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
・
津
波
の
発
生
が
切
迫
し
て
い
る
。

【
現

状
・

背
景

】

○
北
海
道
開
発
局

職
員
に
よ
る
、
Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
派
遣
、

専
門
家
の
派
遣

、
自
治
体
へ
の
災
害
対
策
用
資
機
材
の
貸
与
、
重

大
な
土
砂
災
害

発
生
時
に
お
け
る
緊
急
調
査
等
を
行
う
。

【
取

組
】

・
被
災
状
況
の
調
査

（
令

和
２
年

７
月

豪
雨

・
熊

本
県

芦
北

町
）

○
北
海
道
開
発
局
Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
派
遣
実
績
（
主
な
も
の
）

（
単
位
：
人
・
日
）

年
度

災
害

派
遣

人
数

Ｒ
２

令
和

２
年

７
月

豪
雨

（
熊

本
）

６
２

９

Ｒ
１

令
和

元
年

東
日

本
台

風
（
宮

城
・
福

島
）

１
，

５
４

３

Ｈ
3
0

北
海

道
胆

振
地

方
中

東
部

地
震

３
７

北
海

道
胆

振
東

部
地

震
１

，
５

５
７

西
日

本
を

中
心

と
し

た
豪

雨
（
広

島
・
香

川
・
愛

媛
）

８
７

３

Ｈ
2
9

７
月

2
2
日

か
ら

の
梅

雨
前

線
豪

雨
（
秋

田
・
宮

城
）

３
２

Ｈ
2
8

平
成

2
8
年

北
海

道
豪

雨
８

２
５

熊
本

地
震

５
７

２

Ｈ
2
7

関
東

・
東

北
豪

雨
（
宮

城
）

５
４

Ｈ
2
2

東
日

本
大

震
災

８
２

３

・
路
面
清
掃
支
援

（
令

和
元
年
台
風
1
9
号
・
宮
城
県
丸
森
町

）

北
海
道
開
発
局
に
よ
る
路
面

清
掃

車
派

遣
へ

の
反

響

災
害

発
生

時
に

お
け

る
地

域
支

援

○
被
災
地
に
お
け
る
活
動
状
況

・
給
水
機
能
付
き
散
水
車
に
よ
る

給
水
支
援

（
令
和
元
年
台
風
1
9
号
・
宮
城
県
丸
森
町
）

（
１

）
激

甚
化

・
多

様
化

す
る

災
害

へ
の

対
応

と
安

全
・

安
心

な
社

会
基

盤
の

形
成
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地
域

防
災

力
・
防

災
対

応
力

の
向

上

水
害

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

運
用

の
机

上
訓

練
（
Ｒ

２
南

富
良

野
町

水
害

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

検
討

会
）

避
難

者
用

毛
布

の
提

供
（
Ｈ

3
0

道
の

駅
「
む

か
わ

四
季

の
館

」
）

○
水
災
害
に

よ
る
人
命
被
害
の
回
避
や
経
済
被
害
の

小
化
を
図
る

た
め
、
想

定
大
規
模
の
洪
水
等
に
対
す
る
ハ
ザ
ー
ド
情
報
の
公

表
、
災
害

時
に
お
け
る
防
災
行
動
と
そ
の
実
行
主
体
を
時
系
列
で

あ
ら
か
じ

め
整
理
す
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
整
備
、
円
滑
か
つ
迅
速

な
避
難
や

被
害
軽
減
の
た
め
の
対
策
、
訓
練
等
の
実
施
を
推
進
。

○
策
定
し
た

北
海
道
太
平
洋
側
地
域
の
道
路
啓
開
計
画
に
加
え
、
日

本
海
側
・

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
地
域
の
道
路
啓
開
計
画
の
検
討
を
進

め
る
と
と

も
に
、
道
路
啓
開
計
画
を
踏
ま
え
資
機
材
の
充
実
を
推

進
。

○
大
規
模
地

震
・
津
波
を
想
定
し
た
港
湾
に
お
け
る
緊
急
物
資
輸
送

訓
練
等
の

総
合
防
災
訓
練
、
港
湾
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
改
善
等
を
実
施
。

【
取

組
】

水
害
リ
ス
ク
ラ
イ
ン
に
よ
る

洪
水
の
危
険
度
情
報
の
提
供

危
機
管
理
型
水
位
計
の
設
置
に
よ
る

き
め
細
か
な
河
川
水
位
の
把
握

○
災
害
対
応
に
従
事
す
る
自
治
体
の
技
術
職
員
の
不
足
や
建
設
業
の
担
い
手
の

高
齢
化
に
よ
り
、
地
域
の
防
災
力
の
低
下
と
い
っ
た
課
題
が
大
き
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
地
域
防
災
力
強
化
を
図
る
た
め
、
地
域
防
災
を
担
う
人
材
の
育

成
や
防
災
に
関
す
る
住
民
意
識
の
向
上
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
北
海
道
太
平
洋
側
地
域
に
お
け
る
道
路
啓
開
を
迅
速
に
行
う
た
め
、
「
北
海

道
道
路
啓
開
計
画
」
（
初
版
）
の
策
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
。

○
平
成
3
0
年
９
月
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
際
に
は
、
自
衛
隊
や
国
土
交
通

省
の
支
援
船
に
よ
る
支
援
活
動
を
苫
小
牧
港
で
行
っ
た
。
ま
た
、
全
国
に
お

い
て
は
、
非
常
災
害
発
生
時
に
港
湾
管
理
者
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
国
が

港
湾
施
設
の
利
用
調
整
等
の
管
理
業
務
を
行
う
事
例
も
発
生
し
て
い
る
。
今

後
も
大
規
模
災
害
に
備
え
た
災
害
対
応
力
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

○
大

規
模

地
震

や
津

波
、

想
定

し
得

る
大

規
模

の
洪

水
、

火
山

噴
火

等
の

自
然

災
害

に
対

し
、

円
滑

か
つ

確
実

な
避

難
行

動
の

た
め

の
対

策
や

ソ
フ

ト
対

策
の

支
援

を
行

い
、

地
域

防
災

力
の

向
上

を
図

る
。

○
災

害
が

発
生

し
た

場
合

に
も

被
災

地
の

支
援

活
動

や
社

会
経

済
活

動
の

継
続

に
必

要
な

人
流

・
物

流
を

支
え

る
た

め
、

関
係

機
関

と
連

携
し

、
道

路
啓

開
計

画
の

策
定

、
港

湾
に

お
け

る
防

災
訓

練
の

実
施

、
港

湾
Ｂ

Ｃ
Ｐ

※
の

改
善

等
を

行
い

、
防

災
対

応
力

の
向

上
を

図
る

。
※
港
湾
Ｂ
Ｃ
Ｐ
：
災
害
時
に
お
い
て
も
、
港
湾
の
重
要
な
機
能
を
最
低
限
維
持
で
き
る
よ
う
、
発
災
後
の
具
体
的
な
対
応
手
順
等
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
関
係
者
間
で
作
成
し
た
計
画
の
こ
と
。

【
現

状
・

背
景

】

北
海

道
太

平
洋

側
港

湾
B

C
P

に
基

づ
く
図

上
訓

練
（
Ｒ

１
函

館
港

、
十

勝
港

）

港
湾

に
お

け
る

総
合

防
災

訓
練

（
Ｒ

１
岩

内
港

）

地
域

防
災

力
・

防
災

対
応

力
の

向
上

北
海

道
道
路

啓
開
計
画

（
初

版
）

※

（
Ｒ

２
年
３

月
）

（
１

）
激

甚
化

・
多

様
化

す
る

災
害

へ
の

対
応

と
安

全
・

安
心

な
社

会
基

盤
の

形
成

※
北
海
道
道
路
啓
開
計
画
検
討
協
議
会
策
定
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安
価
で
弾
性
が
あ
り
施
工
性
に
優
れ
た
角
型

多
条
電
線
管
に
つ
い
て
、
現
地
で
の
検
証
結

果
を
踏
ま
え
て
今
後
導
入
を
拡
大
予
定
。

浅
層
埋
設
実
証
試
験

（
美
深
町
）

道
路
の
防
災
性
の
向
上
（
札
幌
市

国
道
1
2
号
）

整
備
後

整
備
前

掘
削
不
要

従
来
埋
設

浅
層
埋
設

管
路

管
路

路
盤

舗
装

路
盤

舗
装

■
積

雪
寒

冷
地

で
の

導
入

を
検

証
中
の

低
コ
ス
ト
技

術
の
例

【
管

路
の
浅
層
埋
設
】

【
角

型
多
条
電
線
管
】

従
来
よ
り
も
浅
い
位
置
に
管
路
等
を
埋
設
す
る
こ
と

で
、
掘
削
量
を
減
少
（
H
3
0
～
R
１
年
度
に
積
雪
寒
冷

地
で
の
技
術
的
検
証
と
し
て
試
験
施
工
を
実
施

）
。

電
柱

の
周
辺
は
人
力
で
除
雪
す
る
た
め

作
業

効
率
が
低
下
(
稚
内
市

国
道
4
0
号
)

防
災

、
通

行
の

安
全

、
景

観
の

向
上

に
資

す
る

無
電

柱
化

の
推

進

○
道

路
の

防
災

性
の

向
上

、
安

全
で

快
適

な
通

行
空

間
の

確
保

、
良

好
な

景
観

の
形

成
や

観
光

振
興

の
観

点
か

ら
、

積
雪

寒
冷

地
で

の
低

コ
ス

ト
技

術
を

積
極

的
に

導
入

し
つ

つ
、

無
電

柱
化

推
進

計
画

に
基

づ
き

、
各

道
路

管
理

者
・

関
係

事
業

者
の

連
携

の
下

、
無

電
柱

化
を

推
進

す
る

。

■
電

線
・
電

柱
の

課
題

例

■
緊

急
輸

送
道
路
に
お
け
る
防

災
性

の
向
上

事
例

○
令
和
３
年
度
以
降
を
計
画
期
間
と
す
る
次

期
「
無
電
柱
化
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

市
街
地
等
の
緊
急
輸
送
道
路
に
お
け
る
無

電
柱
化
を
推
進
。

○
積
雪
寒
冷
地
に
お
け
る
低
コ
ス
ト
技
術
の

実
証
試
験
を
踏
ま
え
、
検
証
が
完
了
し
た

技
術
の
本
格
導
入
を
推
進
。

【
取

組
】

【
現

状
・

背
景

】

○
令
和
元
年
度
末
の
北
海
道
に
お
け
る
無
電
柱
化
率
は
1
.
5
％
（
札
幌
市
2
.
0
％
）

※
1
。

（
参
考
）
北
海
道
の
緊
急
輸
送
道
路
：
5
.
5
％
（
札
幌
市
：
1
4
.
0
％
）
（
Ｒ
１
年
度
末
）

※
1

東
京
2
3
区
：
８
％
（
Ｒ
１
年
度
末
）

※
2

海
外
の
主
な
都
市
：
ロ
ン
ド
ン
・
パ
リ
・
香
港
：
1
0
0
％
（
Ｈ
1
6
年
）

※
2

海
外
の
積
雪
寒
冷
地
：
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
：
7
7
％
（
Ｈ
2
2
年
）

※
3

※
1
：
北
海
道
開
発
局
調
べ

※
2
：
国
土
交
通
省
調
べ

※
3
：
寒
地
土
木
研
究
所
調
べ

○
低
コ
ス
ト
化
が
課
題
で
あ
り
、
全
国
的
に
は
、
無
電
柱
化
低
コ
ス
ト
手
法
技
術
検
討
委
員
会

（
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
）
の
技
術
的
検
証
を
き
っ
か
け
に
平
成
2
8
年
度
か
ら
本
格
導
入

が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
北
海
道
で
は
冬
期
の
地
盤
凍
結
に
よ
る
道
路
構
造
・
埋
設
物
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
平
成
3
0
年
度
か
ら
関
係
機
関
の
連
携
の
下
、
実
証
試
験
を
実
施
。

暴
風
雪
に
よ
る
電
柱
の
倒
壊

（
大
樹
町

国
道
3
3
6
号
）

（
１

）
激

甚
化

・
多

様
化

す
る

災
害

へ
の

対
応

と
安

全
・

安
心

な
社

会
基

盤
の

形
成
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【
取

組
】

【
現

状
・

背
景

】

※
北
海
道
開
発
局
調
べ

○
事

故
デ

ー
タ

、
地

域
の

声
や

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
分

析
に

よ
り

、
事

故
の

危
険

性
が

高
い

区
間

を
抽

出
し

て
重

点
的

な
対

策
を

実
施

す
る

「
事

故
ゼ

ロ
プ

ラ
ン

」
※
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
高

規
格

幹
線

道
路

の
暫

定
２

車
線

区
間

に
つ

い
て

は
、

正
面

衝
突

事
故

対
策

と
し

て
ワ

イ
ヤ

ロ
ー

プ
の

設
置

を
計

画
的

に
推

進
す

る
。

ま
た

、
未

就
学

児
を

含
む

子
供

の
移

動
経

路
に

お
け

る
交

通
安

全
の

確
保

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

関
係

機
関

と
連

携
し

推
進

す
る

。

○
事
故
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
の
推
進
に
よ
り
、
北
海
道
内
の
死
傷
者
数
・
死
者
数
と
も
減
少
傾

向
だ
が
、
令
和
元
年
の
死
者
数
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
３
で
あ
る
な
ど
、
課
題
が
多
い
。

○
北
海
道
の
事
故
の
特
徴
は
、
夏
期
は
前
方
不
注
意
な
ど
漫
然
運
転
に
よ
る
追
突
事
故

が
多
く
、
冬
期
は
凍
結
路
面
で
の
操
作
ミ
ス
に
よ
る
追
突
や
重
大
事
故
に
繋
が
り
や

す
い
正
面
衝
突
事
故
が
多
い
傾
向
。

○
高
規
格
幹
線
道
路
の
暫
定
２
車
線
区
間
（
土
工
部
・
中
小
橋
）
に
お
け
る
ワ
イ
ヤ

ロ
ー
プ
の
設
置
を
平
成
3
0
年
度
か
ら
開
始
。

○
事
故
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
に
よ
り
重
点
的
・
集
中
的
に
交
通

安
全
対
策
を
推
進
。

○
高
規
格
幹
線
道
路
の
暫
定
２
車
線
区
間
（
土
工
部
・

中
小
橋
）
に
お
け
る
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
設
置
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
度
ま
で
の
概
成
を
目
指
し
推
進
。

○
子
供
の
移
動
経
路
に
お
け
る
交
通
安
全
の
確
保
に
向

け
た
取
組
を
推
進
。

■
対

策
事

例

【
追

突
事

故
等

対
策

：
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
の

活
用

】

事
故

発
生

箇
所

へ
の

対
策

潜
在

的
危

険
区

間
に

対
す

る
未

然
防

止
型

の
対

策

急
ブ

レ
ー

キ
が

多
発

す
る

潜
在

的
危

険
区

間
を

発
見

【
正

面
衝

突
事

故
対

策
：
ワ

イ
ヤ

ロ
ー

プ
の

設
置

】
【
子

供
の

移
動

経
路

に
お

け
る

対
策

】

■
北

海
道

の
国

が
管

理
す

る
道

路
に

お
け

る
事

故
の

特
徴

追
突

6
%

車
両

相
互

そ
の

他

1
5
%

車
両

単
独

2
2
%

人
対

車
両

2
1
%

死
亡

事
故

の
事

故
類

型

（
H2

2-
30

）

正
面

衝
突

9
%

車
両

相
互

そ
の

他

3
3
%

車
両

単
独

3
%

人
対

車
両

5
%

死
傷

事
故

の
事

故
類

型

（
H2

2-
30

）

未
就
学
児

の
交
通
安

全
対
策

：
防
護
柵

高
規

格
幹

線
道

路
の

暫
定

２
車

線
区

間
に

お
け

る
ワ

イ
ヤ

ロ
ー

プ
の

設
置

※
北
海
道
開
発
局
調
べ

■
北

海
道

の
事

故
危

険
区

間
（
一

般
国

道
）
に

お
け

る
交

通
事

故
の

発
生

状
況

1,
88
4
1,
69
0
1,
54
6
1,
39
0
1,
19
9
1,
11
4

1,
05
5
96
5

91
1

60

45
49

43

35

44

23
21

26

21
44

11
9

23
4

35
9

43
0

50
6

56
4
62
1

010203040506070

0

50
0

1,
00
0

1,
50
0

2,
00
0

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

死
傷
事
故
件
数

死
亡
事
故
件
数

対
策
済
区
間

（
件
）

（
件
）

【 死 傷 事 故 件 数 】

【 死 亡 事 故 件 数 】

（
１

）
激

甚
化

・
多

様
化

す
る

災
害

へ
の

対
応

と
安

全
・

安
心

な
社

会
基

盤
の

形
成

交
通

安
全

対
策

の
推

進

※
事

故
ゼ

ロ
プ

ラ
ン

：
交

通
事

故
の
危

険
性
が

高
い
区
間

で
あ
る

「
事
故
危

険
区
間

」
の
交
通

事
故
対

策
の
取
組

。

（
箇

所
）
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2
0
1
9
年

度
末

現
在

、
建

設
後

5
0
年

を
経

過
し

て
い

る
橋

梁
２

９
％

（
１

，
２

６
０

／
４

，
２

８
４

橋
）

→
 1

0
年

後
（
2
0
2
9
年

度
末

）
に

は
、

５
０

％
（
２

，
１

４
６

／
４

，
２

８
４

橋
）

と
急

激
に

増
加

○
各

種
イ

ン
フ

ラ
施

設
が

有
す

る
機

能
を

長
期

に
わ

た
っ

て
適

切
に

確
保

す
る

た
め

、
河

川
管

理
施

設
、

道
路

施
設

、
港

湾
施

設
、

空
港

施
設

、
農

業
水

利
施

設
、

治
山

施
設

、
漁

港
施

設
等

の
各

施
設

に
応

じ
た

点
検

及
び

計
画

的
・

効
率

的
な

維
持

管
理

を
図

り
、

適
切

な
老

朽
化

対
策

を
推

進
す

る
。

社
会

経
済

活
動

を
支

え
る

イ
ン

フ
ラ

施
設

の
老

朽
化

対
策

○
高
度
成
長
期
に
集
中
的
に
整
備
さ
れ
た
社
会
資
本
の
老
朽
化
が

加
速
的
に
進
行
す
る
た
め
、
よ
り
一
層
計
画
的
、
集
中
的
に
老

朽
化
対
策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
現

状
・

背
景

】

○
事
後
保
全
か
ら

予
防
保
全
へ
本
格
転
換
す
る
と
と
も
に
ド
ロ
ー
ン
等

新
技
術
の
活
用

に
よ
る
点
検
の
高
度
化
・
効
率
化
や
施
設
の
集
約
・

再
編
等
の
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ッ
ク
の
適
正
化
等
に
よ
り
、
戦
略
的
な
イ

ン
フ
ラ
老
朽
化

対
策
を
推
進
。

【
取

組
】

ド
ロ

ー
ン

、
音

響
測

深
機

等
を

活
用

し
た

測
量

の
イ

メ
ー

ジ

点
検

状
況

、
点

検
の

高
度

化
・
効

率
化

ド
ロ

ー
ン

か
ら

の
画

像
測

量
結

果
に

基
づ

く
三

次
元

デ
ー

タ

音
響

測
深

機

ド
ロ

ー
ン

（
１

）
激

甚
化

・
多

様
化

す
る

災
害

へ
の

対
応

と
安

全
・

安
心

な
社

会
基

盤
の

形
成

・
ド
ロ
ー

ン
を
活
用

し
て

冬
期
に

車
両
の
進

入
が
困
難

な
堤
防
の

状
態
を
把

握
。

・
附
属
物

（
矢
羽
根

）
点
検

状
況
（
幕

別
町

国
道

2
3
6
号

）

北
海

道
開

発
局

が
管

理
す

る
橋

梁
の

老
朽

化
の

状
況

架
設

年
次

別
の

橋
梁

箇
所

数
分

布
（
北

海
道

開
発

局
管

理
）

1
0
年

後
（
2
0
2
9
年

度
末

）
建

設
後

5
0
年

以
上

現
在

（
2
0
1
9
年

度
末

）
建

設
後

5
0
年

以
上

５
０

％

２
９

％

高
度

経
済

成
長

期

出
典

：
北

海
道

開
発

局
作

成

【
点

検
】

【
措

置
（
修

繕
等

）
】

【
記

録
】

【
診

断
】

・
点

検
→

診
断

→
措

置
（

修
繕

等
）

→
記
録
に

よ
る

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

サ
イ

ク
ル

を
実

施
。

・
防

波
堤

・
護

岸
に

用
い

ら
れ

る
消

波
ブ

ロ
ッ

ク
の
経
年

変
化
の

把
握
に
当

た
り
、

陸
上
部
で

は
ド
ロ

ー
ン
を
、

水
中
部

で
は

音
響

測
深

機
等

を
活

用
し

、
よ

り
安
全
か

つ
効
率
的

な
作
業

を
実
現
。
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除
雪
現
場
の
省
力
化
に
よ
る
生
産
性
・
安
全
性
の
向
上
「
i
-
S
n
o
w
」

堤
防
除
草
の
自
動

化
~S

M
AR

T-
G

ra
ss

~
北
海
道
に
お
け
る
i
-
C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n

○
降

雪
が
多

く
施

工
に

適
し

た
期

間
が

短
い

山
地

に
お

い
て

、
設

計
デ

ー
タ

と
現

地
盤

デ
ー

タ
と

の
差

分
に

基
づ

き
、

操
作

を
半

自
動

制
御

す
る

建
設

機
械

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
濃

霧
条

件
下

で
も

施
工

可
能

と
な

り
、

工
期

短
縮

に
寄

与
。

【
現

状
・

背
景

】
【

取
組

】
○
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
道
路
管
理
体
制
の
強
化
対
策
と
し
て
、
令
和
２
年
度
冬
期
よ
り

一
般
交
通
が
あ
る
中
で
の
除
雪
作
業
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
実
証
実
験
を
実
施
し
、

引
き
続
き
実
用
化
に
向
け
た
機
能
検
討
を
推
進
。

○
丘
陵
堤

※
に
お
け
る
除
草
自
動
化
を
進
め
る
た
め
、
遠
隔
式
大
型
除
草
機
を
活
用

し
た
除
草
自
動
化
技
術
の
開
発
や
自
動
除
草
機
の
運
用
基
準
等
の
策
定
を
実
施
。

○
調
査
・
測
量
、
設
計
、
施
工
、
検
査
及
び
維
持
管
理
・
更
新
の
あ
ら
ゆ
る
プ
ロ
セ

ス
に
お
い
て
i
-
C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
を
推
進
。

○
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
に
あ
っ
て
も
、
社
会
資
本

の
整
備
や
社
会
の
安
全
・
安
心
の
確
保
と
い
っ
た
建
設
業

の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
生
産
性
向
上
や
将
来
に
わ
た
る

担
い
手
確
保
が
必
要
不
可
欠
。

○
感
染
症
へ
の
対
応
を
踏
ま
え
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を

は
じ
め
、
「
新
た
な
日
常
」
の
構
築
に
よ
る
質
の
高
い
経

済
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
堤
防
除
草
の
自
動
化
に
向
け
、

石
狩

川
の
堤
防
に
お
い
て
自
動
走
行

農
機

を
用
い
た
現
地
試
験
を
行
い
な

が
ら

、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て

民
間
企
業
等
と
の
連
携
に
よ
る

技
術

開
発
を
実
施
予
定
。

I
C
T
を

活
用

し
た

堤
防

除
草

の
自

動
化

の
イ

メ
ー

ジ
※

SM
AR

T-
G

ra
ss

 と
は

：
除

草
自

動
化

検
討

ワ
ー

キ
ン

グ
の

キ
ャ

ッ
チ

フ
レ

ー
ズ

～
Se

lf-
M

ov
in

g 
An

d 
R

em
ot

e-
se

ns
in

g 
Te

ch
ni

qu
e 

fo
r G

ra
ss

-
cu

tti
ng

濃
霧
条
件

下
で
の
施

工
状
況

○
G
P
S
に
よ
り
ブ
ル
ド
ー

ザ
の

走
行

経
路

を
分

散
さ

せ
る

こ
と

で
、

北
海

道
特

有
の

軟
弱

地
盤

が
分

布
す

る
農

地
の

泥
濘

化
や

不
陸

を
防

止
し

、
効

率
的

な
整

地
を

実
施

。

（
１

）
激

甚
化

・
多

様
化

す
る

災
害

へ
の

対
応

と
安

全
・

安
心

な
社

会
基

盤
の

形
成

○
除

雪
機
械

の
熟

練
オ

ペ
レ

ー
タ

の
減

少
等

、
除
雪
を
取
り
巻
く
課
題
の
解
決
の
た

め
、
産
学
官
民
が
連
携
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
i
-
S
n
o
w
」
に
お
い
て
、
除
雪

現
場

の
省

力
化

を
目

指
し

、
機

械
操

作
の

自
動
化
、
吹
雪
時
の
視
認
性
確
保
、
安

全
確
認
の
実
証
実
験
を
実
施
中
。
令
和
２
年
度
は
国
道
3
8
号
狩
勝
峠
に
お
い
て
、

一
般

交
通

が
あ

る
中

で
の

実
証

実
験

を
実

施
。

【
①

機
械
操
作

の
自

動
化

】

【
②
吹
雪
時
の
視
認
性
確
保
】

【
③
安
全
確
認
】

【
除

雪
作

業
の

省
力

化
イ

メ
ー

ジ
】

＜
現
在
＞

＜
近
い
将

来
＞

準
天

頂
衛

星
「
み
ち

び
き
」

と
「
高
精

度
３
Ｄ

マ
ッ
プ
デ

ー
タ

」
に

よ
り

投
雪

方
向
を

自
動
制

御
。

熟
練
オ
ペ
レ
ー
タ
に
よ
る

•
車

両
運

転
•

走
行

位
置

の
把

握
•

作
業

装
置

操
作

助
手
に
よ
る

•
作

業
装

置
操

作
•

安
全

確
認

オ
ペ
レ
ー
タ
に
よ
る

•
車

両
運

転

ガ
イ
ダ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
モ
ニ
タ

※
丘
陵
堤
：
石
狩
川
等
に
分
布
す
る
軟
弱
な
地
盤
地
帯
（
泥
炭
層
）
に
対
応
し
た
法
勾
配
１
:
５
～
１
:
1
0
の
緩
や
か
な
傾
斜
の
堤
防
。

整
地
工
の

状
況

投
雪
方
向
変

更
位
置

○
積

雪
寒

冷
地

で
あ

る
北

海
道

特
有

の
気

象
や

構
造

物
特

性
等

を
踏

ま
え

た
維

持
管

理
技

術
の

Ｄ
Ｘ

※
1 を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
建

設
現

場
で

の
効

率
化

・
省

力
化

に
向

け
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
全

面
的

な
活

用
な

ど
i
-
C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
※

2 を
推

進
す

る
。

※
1

Ｄ
Ｘ
：
“
D
i
g
i
t
a
l
 
T
r
a
n
s
f
o
r
m
a
t
i
o
n
”
の
略
称
で
、
進
化
し
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
人
々
の
生
活
を
よ
り
良
い
も

の
へ

と
変

革
す

る
こ

と
。

※
2

i
-
C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
：
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
全
面
的
な
活
用
を
建
設
現
場
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
全
体
の
生
産
性
向
上
を
図
る
取

組
。

積
雪

寒
冷

地
に

お
け

る
維

持
管

理
技

術
の

Ｄ
Ｘ

及
び

i
-
C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
の

推
進
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○
北

海
道

の
よ

う
な

積
雪

寒
冷

地
に

お
け

る
イ

ン
フ

ラ
の

機
能

維
持

を
図

る
た

め
、

寒
地

土
木

研
究

所
を

中
心

と
し

た
積

雪
寒

冷
地

の
技

術
に

関
す

る
研

究
・

開
発

を
進

め
る

と
と

も
に

、
直

轄
工

事
へ

の
実

装
や

自
治

体
へ

の
支

援
も

推
進

す
る

。

積
雪

寒
冷

地
に

お
け

る
イ

ン
フ

ラ
整

備
・

維
持

管
理

に
関

す
る

技
術

の
開

発
・

展
開

○
寒

地
土
木
研
究
所
を
中
心
と
し
た
積
雪
寒
冷
地
の
技
術

に
関
す
る
研
究
・
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
直
轄
工

事
へ
の
実
装
や
自
治
体
へ
の
技
術
的
支
援
も
推
進
す
る
。

【
取

組
】

○
北
海
道

は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
お
い
て
、
冬
期
の
除
雪
を
考
慮
し
て
道
路
上
に
堆

雪
ス
ペ

ー
ス
を
設
置
す
る
と
い
っ
た
地
域
特
有
の
条
件
が
あ
る
ほ
か
、
維
持
管
理

に
お
い

て
も
、
凍
害
や
流
氷
に
よ
る
構
造
物
の
劣
化
に
対
し
て
、
機
能
維
持
を
図

る
必
要

が
あ
る
な
ど
、
地
域
特
有
の
課
題
を
有
す
る
。

【
現

状
・

背
景

】

技
術
の
研
究
・開
発

寒
地

土
木

研
究

所
を

は
じ

め
、

国
・

国
立

研
究

開
発

法
人

・
大

学
・

民
間

等
の

各
主

体
が

連
携

し
て

、
積

雪
寒

冷
地

に
お

け
る

イ
ン

フ
ラ

の
機

能
維

持
や

生
産

性
向

上
等

に
資

す
る

技
術
の
研
究
・
開
発
を
推
進
す
る
。

【
主
な
研
究
開
発
事
項
】

凍
害

等
に

よ
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
劣

化
予

測
技

術
の

高
度

化
、

寒
冷

環
境

下
で

の
効

率
的

な
施
工
手
法
。

直
轄
工
事
へ
の
実
装

自
治
体
へ
の
支
援

北
海

道
開

発
局

の
直

轄
工

事
に

お
い

て
、

新
技

術
の

活
用

や
北

海
道

の
特

性
を

活
か

し
た

先
進

的
・

実
験

的
取

組
の

実
践

を
積

極
的
に
推
進
す
る
。

北
海
道
の
よ
う
な
積
雪
寒
冷
地
に
特
有
の

損
傷
・
劣
化
等
を
踏
ま
え
た
維
持
管
理
技

術
を
中
心
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
通

じ
寒
冷
地
に
お
け
る
土
木
技
術
の
普
及
や

自
治
体
等
へ
の
技
術
的
支
援
を
推
進
す
る
。

ワ
イ

ヤ
ロ

ー
プ

式
防

護
柵

の
衝

突
実

験
（
共

同
研

究
）

軟
弱

地
盤

上
の

盛
土

を
補

強
す

る
た

め
の

グ
ラ

ベ
ル

基
礎

補
強

工
法

の
施

工

非
破

壊
試

験
（
表

面
走

査
法

）
に

よ
る

凍
害

点
検

の
様

子

（
１

）
激

甚
化

・
多

様
化

す
る

災
害

へ
の

対
応

と
安

全
・

安
心

な
社

会
基

盤
の

形
成
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○
自

然
環

境
が

有
す

る
多

様
な

機
能

を
活

用
し

、
良

好
な

自
然

環
境

の
保

全
や

魅
力

あ
る

水
辺

空
間

の
創

出
な

ど
に

よ
る

地
域

活
性

化
、

観
光

振
興

に
貢

献
す

る
取

組
を

推
進

す
る

。

河
川

環
境

の
保

全
・

再
生

や
魅

力
あ

る
地

域
づ

く
り

①

○
自
然
環
境
を
保
全
し
、
こ
れ
ら
が
有
す
る
多
様
な
機
能
を

積
極
的
に
活
用
す
る
取
組
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
現

状
・

背
景

】
○
河
川
環
境
の
保
全
・
再
生
の
た
め
、
地
域
と
の
連
携
の
下
、
釧
路
湿
原
の
自

然
再
生
、
札
内
川
の
礫
河
原
再
生
等
の
取
組
を
推
進
。

○
河
川
環
境
や
水
辺
空
間
を
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
や
観
光
振
興
な
ど
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
を
推
進
。

【
取

組
】

自
然

再
生

の
取

組

[釧
路
湿

原
]

[札
内
川
]

平
成
2
2
年
撮
影

K
P3
5付

近
平
成
2
8
年
撮
影

K
P3
5付

近
礫
河
原
が
僅
か
と
な
っ
た
札
内
川

礫
河
原
が
広
が
っ
た
札
内
川

既
設
ダ
ム
の
放
流
等
を
活
用
し
て
礫
河
原
の
再
生
を
推
進
し
て
い
る
。

釧
路
湿
原
で
は
、
多
様
な
主
体
が
参
加
す
る
協
議
会
に
よ
り
、
国
内
最

大
か
つ
貴
重
な
野
生
生
物
の
生
息
地
で
も
あ
る
湿
原
の
保
全
・
再
生
に

向
け
た
取
組
(旧
川
復
元
や
⼟
砂
流
⼊
対
策
等
)を
推
進
し
て
い
る
。

ヌ
マ
オ
ロ
地
区
旧
川
復
元

茅
沼
地
区
旧
川
復
元

旧 川

茅 沼 地 区 旧 川 復 元 区 間

（
２

）
恵

み
豊

か
な

自
然

と
共

生
す

る
持

続
可

能
な

地
域

社
会

の
形

成

[恵
庭
か
わ
ま
ち

づ
く
り
]

か
わ
ゾ
ー
ン
整
備

か
わ
ゾ
ー
ン
整
備

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

四
季
の
季
節
感
を
出
す
花
壇

（
イ
メ
ー
ジ
）

令
和
４
年
に
全
国
都
市
緑
化
北
海
道
フ
ェ
ア
の

開
催
を
控
え
、
隣
接
す
る
恵
庭
市
の
「
道
と
川

の
駅
」
と
連
携
し
た
良
好
な
⽔
辺
空
間
を

形
成
す
る
た
め
、
親
⽔
護
岸
等

の
整
備
を
推
進
し
て
い
る
。

花
の

拠
点

及
び

宅
地

側
の

施
設

と
連

携
し

た
河

川
環

境
整

備
（
イ

メ
ー

ジ
）
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河
川

や
水

辺
空

間
の

活
用

事
例

千
歳

川
遊
水

地
群

に
お

け
る

タ
ン

チ
ョ
ウ

も
住

め
る

ま
ち

づ
く

り
舞
鶴
遊
水
地

嶮
淵
川

タ
ン

チ
ョ

ウ

○
千

歳
川
で

は
洪

水
時

の
河

川
水

位
の

上
昇

を
抑

え
被

害
の

軽
減

を
図

る
た

め
遊

水
地

群
を

整
備

。

○
長

沼
町
に

あ
る

舞
鶴

遊
水

地
で

は
、

遊
水

地
内

の
環

境
が

有
す

る
多

様
な

機
能

を
活

用
し

、
生

態
系

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
を

構
築

す
る

取
組

を
推

進
。

○
地

域
の
関

係
者

が
参

画
し

た
「

タ
ン

チ
ョ

ウ
も

住
め

る
ま

ち
づ

く
り

検
討

協
議

会
」

を
設

立
し

、
タ

ン
チ

ョ
ウ

の
見

守
り

活
動

や
子

供
交

流
イ

ベ
ン

ト
等

の
取

組
を

実
施

。

生
態

系
が

持
つ

多
様

な
機

能
の

活
用

の
取

組

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
イ
ベ
ン
ト

【
十
勝
川
】

商
品
開
発
（
羊
羹
／
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
）

⻑
沼
町
×
鶴
居
村
タ
ン
チ
ョ
ウ
⼦
供
交
流
ツ
ア
ー

環
境
教
育
（
⻑
沼
⼩
学
校
／
⻑
沼
⾼
校
）

河
川
敷
地
を
「
賑
わ
い
の
あ
る
水
辺
空
間
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
た
い
」
と
い
う
要
望
の
高
ま
り
を
受
け
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

河
川
敷
地
に
お
け
る
営
業
活
動
を
可
能
と
す
る
取
組
を
推
進
し
て
い
る
。

河
川
敷
で
の
イ
ベ
ン
ト

【
豊
平
川
（
札
幌
市
）
】

サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

【
石
狩
川
（
旭
川
市
）
】

河
川

環
境

の
保

全
・

再
生

や
魅

力
あ

る
地

域
づ

く
り

②

（
２

）
恵

み
豊

か
な

自
然

と
共

生
す

る
持

続
可

能
な

地
域

社
会

の
形

成

※
写

真
は

令
和

元
年

以
前

の
も

の
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○
安

全
・

安
心

な
水

道
用

水
の

広
域

的
な

安
定

供
給

を
図

る
た

め
、

高
度

浄
水

施
設

の
整

備
、

水
道

施
設

の
計

画
的

な
更

新
や

水
道

未
普

及
地

域
の

解
消

等
へ

の
取

組
を

促
進

す
る

。

水
道

施
設

の
整

備

○
安
定
し
て
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
、
計
画
的
な
施
設
の
更
新
・
長
寿

命
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
広
域
化
に
よ
る
経
営
基
盤
の
強
化
が
必
要

と
な
っ

て
い
る
。

○
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
等
の
発
生
が
続
く
道
内
で
は
、
水
道
未
普
及
地
域

の
解
消

が
求
め
ら
れ
る
。

【
現

状
・

背
景

】

○
水
道
の
広
域
化
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
。

○
安
全
な
水
道
水
の
供
給
の
た
め
水
道
施
設
の
整
備
と
老
朽
化
し
た
既
存

施
設
の
更
新
を
促
進
す
る
。

函
館

市
清

掃
工
場
（

機
器

更
新

工
事
）

（
Ｒ

９
年
度

完
成
予
定

）
写
真

提
供
：
函

館
市

老
朽
化
し
た
廃
棄
物
処

理
施

設
（

イ
メ
ー
ジ

）

（
施
設
耐
用
年
数
：
1
5
～
2
0
年
程
度
）
出
典
：
環
境
省
H
P

【
取

組
】

更
新

事
業
例

新
浄

水
場
施

工
状
況

写
真

提
供
：

釧
路
市

釧
路
市

新
浄

水
場
完

成
予

想
図

（
Ｒ
７
年
度
完
成
予
定

）
資
料

提
供
：
釧

路
市

○
廃

棄
物

の
適

正
な

処
理

を
推

進
す

る
た

め
、

中
間

処
理

施
設

や
終

処
分

場
の

整
備

、
計

画
的

な
施

設
の

更
新

や
改

良
を

支
援

す
る

。

廃
棄

物
処

理
施

設
の

整
備

○
道
内
の
中
間
処
理
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
地
震
時
の
休
止
リ

ス
ク
等

が
懸
念
さ
れ
る
。

○
北
海
道
で
は
ご
み
の
直
接
埋
立
率
が
高
く
、

終
処
分
場
の
残
余
容
量

が
小
さ

い
た
め
、
ご
み
の
減
量
化
や
継
続
的
な
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

○
廃
棄
物
処
理
施
設
の
更
新
計
画
の
策
定
を
進
め
る
。

○
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
、
焼
却
施
設
や
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
施
設
の
着
実
な
更
新
を
支
援
す
る
。

【
現

状
・

背
景

】

【
取

組
】

更
新
事
業
例

（
２

）
恵

み
豊

か
な

自
然

と
共

生
す

る
持

続
可

能
な

地
域

社
会

の
形

成
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○
健

全
な

水
循

環
の

維
持

・
回

復
：

水
環

境
の

保
全

を
図

る
た

め
、

下
水

道
・

浄
化

槽
・

農
業

集
落

排
水

施
設

の
整

備
等

の
汚

水
処

理
対

策
を

促
進

す
る

。

○
浸

水
対

策
の

推
進

：
近

年
、

頻
発

す
る

内
水

・
浸

水
被

害
に

対
し

て
、

大
規

模
な

雨
水

処
理

施
設

の
計

画
的

な
整

備
等

を
集

中
的

に
行

う
。

（
２

）
恵

み
豊

か
な

自
然

と
共

生
す

る
持

続
可

能
な

地
域

社
会

の
形

成

健
全

な
水

循
環

の
維

持
・

回
復

、
浸

水
対

策
の

推
進

○
１
万
人
未
満
の
町
村
に
お
い
て
は
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
は
８
割
程

度
に
留
ま
る
な
ど
、
小
規
模
な
町
村
に
お
け
る
普
及
促
進
が
課
題
で

あ
る
と
と
も
に
、
事
業
の
効
率
化
、
環
境
負
荷
の
低
減
等
の
観
点
か

ら
下
水
道
資
源
の
有
効
活
用
等
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
。

○
災
害

時
基
幹
病
院
や
避
難
所
、
高
齢
者
施
設
等
が
存
在
す
る
地
区
で

発
生
す
る
浸
水
被
害
に
対
し
て
、
都
市
機
能
の
確
保
、
個
人
財
産
の

保
護
の
観
点
か
ら
、
早
急
な
浸
水
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
。

【
現

状
・

背
景

】

○
生
活
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
既
成
市
街
地
に
加
え
町
村
部
に
お

い
て
普
及
が
遅
れ
て
い
る
下
水
道
等
の
整
備
を
推
進
。

○
排
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
下
水
道
資
源
の
有
効
利
用
に
よ
り
、
事
業
の

効
率
化
、
環
境
負
荷
の
低
減
等
に
寄
与
す
る
下
水
道
設
備
等
の
整
備

を
推
進
。

○
都
市
部
の
浸
水
被
害
に
対
し
て
、
大
規
模
な
雨
水
処
理
施
設
の
計
画

的
な
整
備
等
を
推
進
。

排
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
汚
泥
な
ど
の
下
水
道
資
源
の
有
効
利
用
に
よ
り
、

事
業

の
効

率
化
、

生
産

性
の

向
上

、
環
境
負
荷
の
低
減
等
に
寄
与

＜
具

体
例

＞
・

融
雪

槽
送
水

ポ
ン
プ

の
増
設
（

２
台
⇒

３
台
）

・
送

水
管

の
増

設
（
１

本
⇒
２
本

）

処
理

水
の

持
つ

排
熱

エ
ネ
ル

ギ
ー
を
有

効
利
用

。
送

水
施

設
等

を
増
設

し
、
融

雪
能
力
を

増
強
。

■
新
川
融
雪
槽
（
札
幌
市
）
の
例

【
令
和
２
年
度
～
令
和
３
年
度
整
備
予
定
】

融
雪

能
力

現
在

：
9
,0
0
0
m
3/
日

⇒
整

備
後

：
14

,0
0
0
 m

3
/日

雪
堆

積
場

へ
の

運
搬

排
雪
を

低
減
す
る

こ
と
に

よ
り
作
業

を
効
率

化
及
び
費

用
を
削

減
。

※
１

日
当

た
り

、
1
0
ｔ

ダ
ン

プ
ト

ラ
ッ

ク
約

3
6
0
台

分
の

雪
の

受
入

れ
増

加
。

【
取

組
】

写
真
提
供
：
札
幌
市

新
川
融
雪

槽
投
雪

口

・
北
海
道

に
お
け
る
汚
水
処
理
・
下
水
道
処
理
人
口
普
及
率

【
令
和
元
年
度
末
時
点
】

＜
出

典
＞

・
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

（
人

口
規

模
別

）
・
下

水
道

処
理

人
口

普
及

率
（
人

口
規

模
別

）
※

上
記

よ
り

集
計

う
ち

下
水

道
処

理
人

口
普

及
率

1
5

9
8
.8

％
9
8
.0

％

1
6
4

8
7
.4

％
7
3
.2

％

う
ち

1
万

人
未

満
1
2
4

8
2

.7
％

5
7

.0
％

1
7
9

9
5
.7

％
9
1
.4

％

汚
水

処
理

人
口

普
及

率

5
万

人
以

上

5
万

人
未

満

総
計

対
象

行
政

人
口

北
海

道
市

町
村

数

都
市
部
の
浸
水
被
害
に
対
す
る
大
規
模
雨
水
処
理
施
設
の
整
備

■
平
岸
地
区
浸
水
対

策
（
札
幌
市
）
の
例

雨
水

拡
充

管
等

を
整

備

資
料
提
供
：
札
幌
市

＜
具

体
例

＞
・

雨
水

拡
充

管
約

3.
2
k
m

分
水

マ
ン

ホ
ー

ル
を

整
備

⇒
大

雨
時

に
お

け
る

排
水
機

能
の

強
化
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○
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
の

実
現

に
向

け
、

北
海

道
に

豊
富

に
賦

存
す

る
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
活

用
を

促
進

し
、

水
素

を
活

用
し

た
地

域
づ

く
り

や
地

域
分

散
型

エ
ネ

ル
ギ

ー
シ

ス
テ

ム
の

構
築

の
検

討
を

産
学

官
金

連
携

に
よ

っ
て

行
う

。

【
現

状
・

背
景

】

【
取

組
】

○
北

海
道

の
再

生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
賦

存
量

は
全

国
の
約

３
割

◆
北

海
道

に
は
、
風

力
、
太

陽
光

、
地

熱
な
ど
の
再

生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
豊

富
に
賦

存
。

○
北

海
道

に
豊

富
に
賦

存
す
る
再

生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
十

分
に
活

用
さ
れ
て
い
な
い

◆
出
力
が
不
安
定
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
送
電
設
備
の
容
量
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
接
続
可
能
量
が
限
定
的
。

◆
2
0
5
0
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向

け
更

な
る
活

用
が
必

要
。

○
再

生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
た
強

靱
化

の
検

討
◆

北
海

道
胆

振
東

部
地

震
後

の
全

道
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
踏

ま
え
、
再

生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
た
強

靱
化

の
検

討
が
必

要
。

○
再

生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
更

な
る
活

用
の
た
め
に
は

水
素

が
有

効
◆
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
水
素
の
形
で
貯
蔵
・
輸
送

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
活
用
範
囲
が
広
が
れ
ば
、
C
O

２

排
出
量
削
減
や
化
石
燃
料
依
存
と
い
っ
た
課
題
の

解
決
に
貢
献
。

北
海

道
に
豊

富
に
賦

存
す
る
再

生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
を
促

進
す
る

た
め
、
水

素
を
活

用
し
た
地

域
づ
く
り
に
係

る
取

組
や
課

題
の
共

有
と
意

見
交

換
を
実

施

○
活

動
内

容
◆

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
会

合
（
国

、
自

治
体

、
民

間
企

業
等

が
参

加
）
を
開

催
し
、
参

加
者

間
で
意
見
交
換
、
議
論
。

◆
そ
の
他

、
先

進
地

域
の
視

察
等

も
実

施
。

※
最
近
の
会
合
に
お
い
て
、
「
脱
炭
素
化
に
向
け
た
水
素
利
用

の
将
来
展
望
」
や
「
地
域

分
散

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
」
に
関

す
る
講

演
も
実

施
。

令
和

元
年

度
会

合
（
旭

川
市

）

○
持

続
可

能
な
地

域
社

会
の
形

成
の
た
め
に
は
地

域
分

散
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向

け
た
取

組
が

有
効

◆
地
域
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
停
電
等
の

リ
ス
ク
が
な
く
な
り
課
題
の
解
決
に
貢
献
。

先
進

地
視

察
（
仙

台
市

）

北
海

道
の

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
導

入
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル

出
典

：
環

境
省

「
令

和
元

年
度

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

関
す

る
ゾ

ー
ニ

ン
グ

基
礎

情
報

等
の

整
備

・
公

開
等

に
関

す
る

委
託

業
務

報
告

書
」

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

の
実

現
に

向
け

た
取

組
①

（
２

）
恵

み
豊

か
な

自
然

と
共

生
す

る
持

続
可

能
な

地
域

社
会

の
形

成

発
電

種
別

全
国

順
位

備
考

風
力

（
陸

上
）

１
位

全
国

に
占

め
る

割
合

：
約

５
割

風
力

（
洋

上
）

１
位

全
国

に
占

め
る

割
合

：
約

３
割

中
小

水
力

（
河

川
）

１
位

全
国

に
占

め
る

割
合

：
約

１
割

太
陽

光
１

位
全

国
に

占
め

る
割

合
：
約

２
割

地
熱

発
電

３
位

国
立

公
園

を
除

く
、

傾
斜

掘
削

な
し

＜
産
学
官
金
連
携
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
促
進
＞

「
北

海
道

水
素

地
域

づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
取

組
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○
北
海
道
の
社
会
資
本
整
備
に
当
た
り
、
受
発
注
者
が
連
携
し
て
、
施
工
プ
ロ
セ
ス
等
に

お
け
る
先
駆
的
・
実
験
的
な
環
境
対
策
の
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
管
理
施
設
に

お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
推
進
。

○
社
会
資
本
整
備
に
よ
る
物
流
の
効
率
化
や
、
住
宅
建
築
物
の
省
エ
ネ
化
等
を
推
進
。

【
取

組
】

○
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、
各
分

野
に
お
い
て
Ｃ
Ｏ

２
排
出
削
減
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の

活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

【
現

状
・

背
景

】

○
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
の

実
現

に
向

け
、

社
会

資
本

の
建

設
段

階
で

の
環

境
負

荷
軽

減
に

取
り

組
む

「
北

海
道

エ
コ

・
コ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

・
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

」
や

管
理

施
設

の
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

等
を

推
進

す
る

。

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

の
実

現
に

向
け

た
取

組
②

（
２

）
恵

み
豊

か
な

自
然

と
共

生
す

る
持

続
可

能
な

地
域

社
会

の
形

成

北
海
道
エ
コ・
コン
ス
トラ
クシ
ョン
・イ
ニシ
ア
テ
ィブ
とし
て
の
Ｃ
Ｏ
2排
出
削
減
の
取
組

◆
環

境
家

計
簿

に
よ

る
取

組
の

見
え

る
化

・
工

事
現

場
に

お
け

る
「
C

O
2削

減
活

動
促

進
」
と

「
C

O
2削

減
意

識
向

上
」
を

目
的

と
し

て
、

受
注

者
と

発
注

者
が

協
働

で
C

O
2排

出
削

減
量

の
見

え
る

化
を

す
る

環
境

家
計

簿
の

取
組

を
実

施
。

①
取

組
期

間
中

の
重

機
延

べ
稼

働
台

数
を

集
計

。
②

ア
イ

ド
リ

ン
グ

ス
ト

ッ
プ

等
の

C
O

2削
減

活
動

の
確

認
。

③
集

計
し

た
重

機
延

べ
稼

働
台

数
を

調
査

表
に

入
力

し
、

C
O

2削
減

量
を

算
出

。

環
境

家
計

簿
の

取
組

手
順

の
例

＜
社
会
資
本
の
建
設
・
維
持
管
理
等
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
組
の
推
進
＞

◆
現

場
発

生
材

を
活

用
し

た
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
等
の
取
組

◆
道

路
照

明
の

LE
D

化

◆
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
活

用

滝
里

ダ
ム

の
管

理
用

発
電

施
設

（
芦

別
市

）

・
河

川
維

持
の

た
め

の
放

流
水

を
活

用
し

、
ダ

ム
管

理
施

設
に

必
要

な
電

力
を

発
電

。
取

水
塔

・
河

川
管

理
作

業
に

て
発

生
し

た
伐

採
木

や
刈

草
を

地
元

市
町

村
や

企
業

が
運

営
す

る
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

の
燃

料
と

し
て

活
用

。

出
典

：
鹿

追
町

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

刈
草

等
を

燃
料

と
す

る
バ

イ
オ

ガ
ス

プ
ラ

ン
ト

（
鹿

追
町

）

◆
i-C

on
st

ru
ct

io
n

・
測

位
技

術
・
セ

ン
サ

ー
・
通

信
技

術
等

を
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
で

施
工

効
率

を
高

め
た

建
設

機
械

に
よ

る
工

事
の

実
施

。

国
道

23
1号

濃
昼

ト
ン

ネ
ル

（
石

狩
市

）
対

策
前

（
低

圧
ナ

ト
リ

ウ
ム

）
対

策
後

（Ｌ
Ｅ

Ｄ
）

・
道

の
駅

に
お

け
る

ソ
ー

ラ
ー

パ
ネ

ル
の

設
置

。

管
理

用
発

電
設

備

道
の

駅
あ

び
ら

Ｄ
５

１
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
（
安

平
町

）

・
消

費
電

力
量

の
削

減
に

よ
り

C
O

2を
削

減
。

さ
ら

に
、

設
置

間
隔

を
広

げ
る

こ
と

で
、

基
数

の
削

減
が

可
能

。

道
路

の
新

設
工

事
に

お
け

る
実

施
事

例
（
千

歳
市

）
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指
標

数
値

目
標

基
準
値

現
状
値

評
価

5
0
0
万
人

（R
2
年
）

3
6
%

（R
2
年
）

1
.4
倍

（R
2
年
）

1
2
,0
0
0

億
円

（R
7
年
）

1
,5
0
0

億
円

（R
7
年
）

2
2
,0
0
0

億
円

（R
7
年
）

1
9
0
万
人

（H
2
7
年
）

2
7
%

（2
7
.4
%
）

（H
2
7
年
）

1
.7
倍

（1
.7
2
倍
）

（H
2
7
年
）

1
１
,1
1
0

億
円

（H
2
6
年
）

6
6
3

億
円

（H
2
6
年
）

1
9
,8
4
6

億
円

（H
2
6
年
）

3
0
1
万
人

（R
1
年
）

2
7
.1
%

（R
1
年
）

1
.4
2
倍

（R
1
年
）

1
2
,5
9
3

億
円

（H
3
0
年
）

6
6
4

億
円

（R
1
年
）

2
2
,1
0
7

億
円

（H
3
0
年
）

来
道
外
国
人

旅
行
者
数

外
国

人
宿

泊
客

延

数
の
地
方
部
割
合

（
地

域
平

準
）

客
室
稼
働
率
の

季
節
較
差

（季
節
平
準
）

農
業
産
出
額

食
料
品
製
造
業

出
荷
額

道
産
食
品

輸
出
額

防
災

体
制

を
強

化
し
、

住
民
の
意
識
向
上
に

取
り
組

ん
だ
市

町
村

の
割
合

1
0
0
%

（
R
2
年

度
）

2
8
%

（H
2
6
年
度
）

9
5
%

（
R
1
年

度
）

着
実
に
目
標
値
に
近
づ
い
て
い
る
。
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
る
全
て
の

市
町

村
に
お
い
て
策

定
さ
れ
、
訓

練
が
実

施
さ
れ

て
い
る
。
ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ
プ
の

作
成

・
公

表
、
訓
練

の
実
施

に
つ
い
て
は

、
一
部
の

市
町
村

に
お
い
て
完

了
し
て
い
な
い
が

、
引
き
続

き
市
町

村
へ
の

支
援
等

を
推

進
し
て
お
り
、
R
2
年

度
に
は

概
ね

達
成

見
込

み
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

、
次

期
社
会

資
本
整

備
重
点

計
画
の

議
論
も
踏

ま
え
な
が

ら
目
標

を
検

討
す
る
。

「世
界

の
北

海
道

」
選

定
件

数
1
0
0
件

（
R
7
年

度
）

ー
（H

2
7
年
度
）

R
1
年

度
か

ら
募

集
を
開

始
し
、
外

部
有
識

者
か
ら
な
る
評

価
委
員

会
で
審

議
し
、
世

界
と
つ
な
が

る
取

組
等
で
、
自
ら
の

創
意

工
夫
等

に
よ
り
新

た
な
価

値
を
生

み
出

す
取

組
等

を
「
世

界
の

北
海

道
」
と
し
て
、
2
4
件
を
選

定
候
補

と
し
て
評

価
済
み

。
取

組
を
選
定

後
、
国
内

外
へ
の

効
果
的

な
P
R
を
行

い
つ
つ
、
引

き
続
き
、

世
界
水
準
の
取
組
を
発
掘
し
、
目
標
の
達
成
を
目
指
す
。

ー
（
R
１
年

度
）

※
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
拡

大
に
よ
り
、
日

本
の

み
な
ら
ず
世

界
各

国
の

経
済

・
社

会
に
甚

大
な
影

響
を
与

え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今

後
、
そ
の

影
響

を
分

析
し
、

計
画

推
進

部
会

で
数

値
目

標
を
審

議
し
た
上

で
設

定

基
準

値
よ
り
毎

年
増

加
し
て
い
る
。
目
標

達
成
は

厳
し
い
が
、
こ
れ

ま
で
の

期
間

（
H
2
7年

→
R
1
年
）
で
1
9
0
万

人
か

ら
3
0
1
万
人

と
1
.6
倍

に
増

加
し
、
ま
た
訪

日
外

国
人

旅
行

者
の

9
.4
%
(R
1
)が

北
海

道
を
訪

問
す
る
な
ど
、
我
が

国
全
体

の
外
国

人
旅
行

者
数
の

増
加
に
貢

献
し
て
い
る
。
ま
ず
は

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
る
落
ち
込
み
か
ら
早
期
の
回
復
を
目
指
す
。

外
国
人
宿
泊
客
延
数
は
地
方
部
と
道
央
圏
の
両
方
が
毎
年
増
加

し
て
い
る
た
め
（
H
2
7
→

R
1
で
道

央
圏
1
.4
9
倍

、
地

方
部

1
.4
7
倍

）
、
地

方
部

割
合
は
基

準
値

か
ら
ほ

ぼ
横

ば
い
と
な
っ
て
い
る
。
目

標
達
成

は
厳
し
い
が

、
地

方
部

を
訪

問
す
る
外
国
人
旅
行
者
も
着
実

に
増
加
し
て
お
り
、
道
南
（
1
.6
2
倍
）
や
道
北
（
1
.5
0倍

）な
ど
道
央
圏
を
上
回
る
増
加
率
の
地
域
も
あ
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
経
済
効
果
を
地
方
部
へ
更
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
地
方
部
割
合
の
増

加
を
目
指
す
。

客
室

稼
働

率
が

年
間

で
も
低

く
な
る
４
月
の
客

室
稼
働

率
が
4
4
.4
%
(H
2
7
年
)→

5
3
.1
%
(R
1
年

)に
上

昇
し
、
季
節

較
差
は

縮
小
し
て
い
る
。
端
境
期
を
含
め
年

間
を
通
じ
て
宿
泊
客
数
が
増
加
し
季
節
平
準
化
が
進
ん
だ
。
引
き
続
き
全
国
並
の
季
節
較
差
を
目
指
す
。

H
3
0
年

に
は

基
準

値
か

ら
約

1
6
％

増
加
し
て
過

去
高

額
と
な
っ
た
も
の

の
、
R
1
年
に
は

基
準

値
と
同

程
度

ま
で
減

少
し
た
。
水

産
物

・
水

産
加
工

品
の
動

向
に

よ
っ
て
変
動
が
大
き
く
、
目
標
額
ま
で
は
開
き
が
あ
る
。
主
力
で
あ
る
水
産
物
の
安
定
供
給
を
図
り
つ
つ
、
輸
出
先
国
の
拡
大
や
輸
出
品
目
の
多
様
化
に
向
け
た
取

組
を
進
め
、
目
標
の
達
成
を
目
指
す
。

H
3
0
年

に
は

基
準

値
か

ら
約

11
％

増
加
し
て
目

標
を
上

回
っ
た
も
の
の
、
付

加
価

値
率
は

依
然
と
し
て
全
国

よ
り
低

い
水
準

で
横

ば
い
が

続
い
て
お
り
、
「食

」の
高
付
加
価
値
化
・
競
争
力
強
化
と
多
様
な
輸
送
モ
ー
ド
を
活
用

し
た
効

率
的
な
輸

送
体

系
の

構
築
を
推

進
し
、
目

標
の
達

成
を
目
指

す
。

乳
価

・
乳

牛
価

格
等

の
上
昇

に
伴

い
増
加

傾
向
で
推

移
し
て
お
り
、
H
2
8
年

以
降
は

目
標
値

を
達

成
し
て
い
る
。
し
か

し
、
農
業

就
業
人

口
の
減

少
と
高

齢
化

は
進

行
し
て
お
り
、
将

来
的

に
農

業
生
産

力
の
低

下
に
至

る
懸
念

は
解
消

さ
れ
て
い
な
い
。
引
き
続

き
、
食

料
供

給
力
の

確
保
・
向
上

に
向

け
た
取

組
を
推

進
す

る
。

（
参

考
１

）
北

海
道

総
合

開
発

計
画

を
推

進
す

る
た

め
の

行
動

の
指

針
と

な
る

数
値

目
標

の
評

価

出
典

：
令

和
２

年
1
1
月

９
日

国
土

審
議

会
第

2
3
回

北
海
道

開
発
分

科
会

参
考
資
料

５
「
数
値

目
標
の

評
価
に
つ

い
て
」

（
抜
粋
）
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（
参

考
２

）
第

８
期

北
海

道
総

合
開

発
計

画
の

中
間

点
検

の
進

め
方

出
典
：
令

和
２

年
1
1
月

９
日

国
土

審
議

会
第

2
3
回

北
海

道
開

発
分

科
会

資
料

３
「

第
８

期
北

海
道
総

合
開
発
計

画
中
間

点
検
報
告

書
（
中

間
報
告
）

【
概
要

】
」
（
抜

粋
）

○
調

査
審

議
事
項

①
第

８
期

計
画

の
施

策
の

点
検

：
施

策
の

進
捗

状
況

を
把

握
、
目

標
の

達
成

状
況

を
評

価
し
、
課

題
を
明

ら
か

に
す
る

②
今

後
の

推
進

方
策

：
近

年
の

社
会

経
済

情
勢

及
び
①

を
踏

ま
え
、
2
0
2
1
（
令

和
３
）
年

度
以

降
の

推
進

方
策

を
検

討
す
る

第
８
期
計
画
策
定
時
に

我
が
国
が
直
面
し
て
い
た
課
題

○
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

○
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

○
大
規
模
災
害
等
へ
の
対
応

平
成
２
８
年
３
月
２
９
日
閣
議
決
定

計
画
期
間
：
2
0
1
6
〜
お
お
む
ね
2
0
2
5
年
度

人
が
輝
く
地
域
社
会

世
界
に
目
を
向
け
た
産
業

強
靱
で
持
続
可
能
な
国
土

主
要
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
の
基
本
方
針

北
海
道
型
地
域
構
造
の
保
持
・
形
成

北
海
道
の
価
値
創
造
力
の
強
化

計
画
策
定
以
降
に
お
け
る

北
海
道
（
開
発
）
を
取
り
巻
く

状
況
の
変
化

今
後
の
推
進
方
策
の
検
討

「
計
画
策
定
か
ら
お
お
む
ね
５
年
後
に
計
画
の
総
合
的
な

点
検
を
実
施
す
る
。
」
→
令
和
２
年
度
に
中
間
点
検

検
討
体
制

国
土
審
議
会
北
海
道
開
発
分
科
会

〃
計
画
推
進
部
会

目
標
の
達
成
状
況
の
点
検
・
評
価
等

①
北
海
道
型
地
域
構
造
の
保
持
・
形
成
に
向
け

た
定
住
・
交
流
環
境
の
維
持
増
進

②
北
海
道
の
価
値
創
造
力
の
強
化
に
向
け
た
多

様
な
人
材
の
確
保
・
対
流
の
促
進

③
北
方
領
土
隣
接
地
域
の
安
定
振
興

④
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
等

①
恵
み
豊
か
な
自
然
と
共
生
す
る
持
続
可

能
な
地
域
経
済
社
会
の
形
成

②
強
靱
な
国
土
づ
く
り
へ
の
貢
献
と
安
全
・

安
心
な
社
会
基
盤
の
形
成

①
農
林
水
産
業
・
食
関
連
産
業
の
振
興

②
世
界
水
準
の
観
光
地
の
形
成

③
地
域
の
強
み
を
活
か
し
た
産
業
の
育
成

2
0
1
6
.8

北
海
道
豪
雨
災
害

2
0
1
8
.9

北
海
道
胆
振
東
部
地
震

2
0
2
0
.1
〜

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
：
「
世
界
の
北
海
道
」

第
８
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
の
内
容
・
中
間
点
検
の
進
め
方
等

・
北
海
道
開
発
の
基
本
的
意
義
：

北
海
道
の
資
源
・
特
性
を
活
か
し
て
国
の
課
題
解
決
に
貢
献

・
第
８
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画

本
格

的
な
人

口
減

少
時

代
に
あ
っ
て
も
活

力
を
失

う
こ
と
な
く
人

々
が

豊
か

な
暮

ら
し
を
送

る
こ
と
が

で
き
る
地

域
社

会
の

先
駆

的
形

成
を
図

る
。

北
海
道
総
合
開
発
計
画
の
意
義
等

３
つ
の
目
標

人
々
が
長
期
に
わ
た
り
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
社

会
構
造
の
確
立

地
域
社
会
に
活
力
を
も
た
ら
す
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
実
践
し
得
る
地
域
社
会
の
形
成
等

農
林

水
産

業
・
食

関
連

産
業

、
観

光
関

連
産
業

等
戦

略
的
産
業
を
育
成

地
域

の
特

性
を
活

か
し
た
産

業
全

般
の

振
興
を
通

じ
て
安

定
的

な
所

得
及

び
雇

用
確

保
を
図

る

自
然
災
害
等
に
よ
る
被
害
を

小
化

豊
か

な
自

然
環

境
等

を
活

用
し
、
人

々
の

暮
ら
し
の

安
全

・
安

心
が

確
保

さ
れ
た
地

域
社

会
を
確

立

人
が
輝
く
地
域
社
会
の
形
成

強
靱
で
持
続
可
能
な
国
土
の
形
成

世
界
に
目
を
向
け
た
産
業
の
振
興

そ
の

他
、
S
o
c
ie
ty
5
.0
の

推
進

等

計
画

策
定

か
ら
の

1
0
年

：
「
生

産
空

間
の

サ
バ

イ
バ

ル
」
、
「
地

域
と
し
て
の

生
き
残

り
」
を
賭

け
た
重

要
な
期

間

人
口
減
少
・
高
齢
化
の
急
速
な
進
展

生
産
空
間
（
※
）
の
維
持
が
困
難
に
な
る
お
そ
れ

＊
４
つ
の

台
風
が

連
続
し
て
上

陸
・
接
近

＊
北

海
道

初
の

震
度

７
。
全
道

で
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

が
発
生

※
数
値
目
標
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
影
響
を
分
析
し
た
上
で
、
改
め
て
整
理

※
生

産
空
間
：
主
と
し
て
農
業
・
漁
業
に
係
る
生
産
の
場
を
指
す
。
生
産
空
間
は
、
生
産
の
み
な
ら
ず
、
観
光
そ
の
他

の
多

面
的

・
公

益
的

機
能

を
提

供
し
て
い
る
。
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※
本
開
通
等
の
見
通
し
は
、
今
後
の
予
算
状
況
や
施
工
上
の
状
況
変
化
等
に
よ
り
、
変

更
す
る

場
合
が
あ

る
。

令
和

３
年

度
開

通
予
定

函
館

・
江

差
自

動
車
道

北
斗

茂
辺

地
～

木
古

内
1
6
k
m

（
令

和
３

年
１

月
）

凡
例

高
規

格
幹

線
道

路
（
開

通
区

間
）

高
規

格
幹

線
道

路
（
事

業
中

区
間

）

高
規

格
幹

線
道

路
（
令

和
３

年
度

開
通

予
定

区
間

）

高
規

格
幹

線
道

路
（
未

事
業

区
間

）

国
際

拠
点

港
湾

、
重

要
港

湾

空
港

(
国

管
理

、
特

定
地

方
管

理
、

地
方

管
理

、
共

用
）

新
幹

線
（
開

通
区

間
）

新
幹

線
（
事

業
中

区
間

）

在
来

線

（
参

考
３

）
人

流
・

物
流

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
支

え
る

基
幹

的
な

交
通

基
盤

の
整

備
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